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    　僕らは映画部の部室にいた。けれど見慣れた部室の姿はどこにもなくて。


    　部屋じゅうを黒い霧きりみたいなものが覆おおっていた。


    　それは魔界の障しよう気きだった。


    　吸えば呼吸が苦しくなり、視界はぼんやりとかすみ、何かが焦こげたようなニオイが漂う。


    　ビスコの目の色が深しん紅くに染まった。魔界の障気の影響だろうか、瞳ひとみが紅あかいのは悪魔の力が解放されている証しよう拠こだ。


    　エリスは──人間のエリスは呼吸をするのもつらいのか口元を押さえて表情をゆがめる。


    　僕たちはそこで、あかりちゃんを見つけた。


    　宙に浮いているあかりちゃんを。


    　その身体からだは両手を広げ、首はうなだれている。まるで磔はりつけになったキリストのようで。


    　腕に、胴体に、足に、障気が触手のように巻きついていた。


    　あかりちゃんの背後に、両開きの木製の「扉」があった。


    　それは間違いなく、人間の世界と悪魔の世界をつなぐ「扉」であり、そして「扉」は開かれていた。


    　完全なる闇やみ。なにも見えない闇が口を開けている。


    　あかりちゃんは、「扉」を通せんぼするような姿勢でぶら下がっている。


    　目を凝こらすと、あかりちゃんの身体から白い光が流れ出ていた。


    　その光は扉に結びついている。


    「あかりさんの能力……『扉』を開く能力は覚かく醒せいしてしまったようです。今、その能力すべてが『開かれたままの扉』に注がれています。あかりさんに取り憑つく障気を祓はらうことはたやすいでしょう。ですが今、あかりさんは『扉』と一体になり、安定しています。その状態が壊れると、あかりさんが危険な状態になるかもしれません」


    　口元をハンカチで押さえたままエリスが言った。


    　ハーフの吸血鬼である僕ですらきついのだから、純粋な人間であるエリスにはこの障気は相当苦しいのだろう。


    「どういうこと？」


    「意識を失ってしまい……あるいは急激な衰すい弱じやくにより……命を落とすことも」


    　頭が、一瞬くらっときた。


    　あかりちゃんが命を落とす。


    　死ぬ、ってこと？


    「落ち着けデモン。まだやれることはあるだろーが。アンタの『カギ』だよ」


    　ビスコの言葉でちょっとだけ冷静さをとりもどす。


    　そうだ、僕には『カギ』がある。


    「『扉』を閉じるだけなら、あかりちゃんはなんともない？」


    　エリスはうなずく。


    「断定はできませんが、『扉』と対ついになる『カギ』ですから問題はないと思いますわ」


    　僕は右手を見た。


    　描かれた二重の円と見知らぬ文字のような紋もん様ようは──今、黄金色に輝いている。


    　あかりちゃんのご先祖が託してくれた「カギ」。


    　これを使えば扉を閉じることができる。


    「デモン……でも、それは」


    「え？」


    「見てください『扉』を。カギ穴がありませんの」


    　扉は木製で、金色のドアノブがついている。


    　その下には確かに、カギ穴はない。


    「……つまり魔界側にあるってことか」


    　なにかに気づいたように、ビスコが言った。


    　カギ穴が魔界側にある？　ということは、向こうに一度行かないと閉められないのか。


    　ふむ……ちょっとだけでも魔界に行かなくちゃいけないのか。


    　それは確かに怖い、ね。


    　でも僕ががんばるしかない。


    　決意を込めて僕は言う。


    「僕、ちょっと行って閉じてくるよ」


    「あ、アンタ、そんなに簡単に言うなよ！　魔界に行くんだぞ!?」


    「そりゃ怖くないって言ったらウソになるよ。でも平気、すぐに戻ってくるから！」


    　僕が言うと、ビスコとエリスは口をぽかんと開けた。


    「この……」


    　ビスコが小さく言ってから、


    「バカッ！」


    「バカですわ！」


    　へ？


    　なんで僕がバカ呼ばわり!?


    　するとビスコが言う。


    「アンタな、向こう行ってカギかけてそのあとどうやってこっちに戻ってくるんだよ!?」


    「は？」


    　この「扉」で僕はあっちに行くわけだろ？


    　で、すぐに「カギ」で「扉」を閉じちゃう。


    　うん。


    　あ。


    　僕、帰る方法がないのか!?


    「そ、それって、まずくない？　帰れなかったら僕どうするの？」


    「だからそう言ったのですわ……」


    　エリスが頭痛をこらえるように言う。


    　すみません……物わかり悪くて。


    「ねぇ、エリス。どうして『扉』の向こうから悪魔は出てこないの？」


    「まだ『扉』は完全ではないのです。完全固定アブソルート状態まではまだ時間がありますわ」


    　なるほど、まだちょっとだけ時間が残されてるんだ。


    　もし、「扉」が完全な状態になったら、「開かれたままの扉」を通って大量の悪魔がこっちの世界になだれ込んでくる。


    　そうなったら、人間の世界は大変なことになるだろう。


    「『扉』は、閉じなくちゃいけない……」


    　僕はあかりちゃんを見つめる。


    「扉」を閉じる方法はふたつ。


    　ひとつは、あかりちゃんの能力を止めること。でも確実にあかりちゃんの力を止めることは、あかりちゃんの──命を奪うことになりかねない。


    　もうひとつは、僕が「カギ」を使う。でも、カギ穴はこちらにない。僕が魔界に行って「扉」を閉じるしかない。


    　選択肢はふたつしかない。


    　あかりちゃんの命を犠ぎ牲せいにするか。


    　僕が犠牲になるか。


    「デモン？」


    　ビスコが僕の様子をうかがうようにたずねる。


    　ふたつにひとつの選択肢。でもこれって、考えるまでもないよね。


    「ねぇ、ふたりとも。考えてみたけど、僕さ」


    　僕が選ぶのは、


    「行ってくるね」


    「え──」


    「デモン!?」


    　ふたりが叫ぶ。


    　僕は走り出す。「扉」へと。


    　これでいいんだ。


    　僕にとって一番大事なのは、あかりちゃんの無事。それなら取るべき行動は決まってるじゃないか。


    　だから僕が魔界に行く。


    　魔界からこっちへ戻ってくる方法は──たぶん、ないけど。


    　あかりちゃんが死んでしまうくらいなら、僕が、


    「待てッ！」


    　でも「扉」のちょっと手前で僕の身体からだはストップした。


    　腕をつかまれた。


    　ビスコよりもエリスよりも、がっしりとした手に。


    「え……？」


    　エリスと同じ金色の髪、青い色の目をした退魔士エクソシスト。


    「行くな」


    　エリスの兄、アルベルトだった。


    「ど、どうしてここにアルベルトさん──」


    「デモン！」


    「アンタ、なに先走ってんだよッ!?」


    　左右からエリスとビスコの手が伸びてきて、いっせいにつかまれた。


    「うわっ!?」


    　い、痛い、痛いからね!?　特にエリスの細い腕が首筋に食い込んで──あ、でもビスコの柔らかい胸が腕に押しつけられて──。


    「どのみち今は入れないんだよ、ハーフのヴァンパイアくん」


    「ど、どういう……」


    　あえぎながらたずねる僕の前で、アルベルトは部室に落ちていた一枚の紙を拾ってくしゃくしゃに丸めた。


    　ポイッと「扉」に投げつけると──。


    　紙は、「扉」の一メートルほど手前で黒こげとなり、バラバラになったのだ。


    「へ……？」


    「『扉』はアブソルートに向かっているが、裏を返せば今はひどく不安定だ。もし君があのまま突っ込んでいたら」


    　黒こげ……バラバラ……。


    　僕はごくりとつばを呑のんだ。


    「アブソルートまではあと一日だと悪魔観測所から一報が入った。君たちには一度、この学校から離れてもらおう」


    「え、ど、どうして」


    「聞こえないか」


    　外で、大量のサイレンが鳴っていることに初めて気がついた。


    「この中学校は退魔士エクソシスト協会が封ふう鎖さした。決定にはこの国の政府も関与している。我われ々われは一度結界の外に出て、善ぜん後ご策さくを協議したいと考えている。これは君たちだけの問題では、もはやない」


    　アルベルトは言った。


    「これは……世界の危機だ」
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    「だぁっ！　納得いかねーっ！」


    　部屋の中を行ったり来たりしながらビスコは叫んだ。


    　あのあと、僕らはアルベルトが呼んだらしい大量の退魔士エクソシストに護衛されながら校舎を出た。


    　学校の外は大騒ぎになっていた。


    　消防車、救急車、パトカーに機動隊車両──それと、学校から追い出された生徒たち。


    　僕らはそのまま退魔士エクソシストたちの用意した車に乗せられたから、クラスの誰かと話をすることもできなかった。


    「ビスコ、落ち着いて」


    「落ち着いていられるかよっ！」


    　ビスコは僕がいるイスの横、ベッドにぼふっと大の字になった。


    　退魔士エクソシストたちに連れてこられたのは、大きくて立派なビルの一室。ちょっとしたビジネスホテルみたいな造りだ。この部屋に押し込まれてからエリスだけは連れ出され、僕らはそれから部屋の中に放置って感じ。


    　ビスコとしては放っておかれてるどころか軟禁状態なのが、（ドアは外からロックされてるし、窓もない）気に入らないんだろう。


    　どうしてこんな目に遭あうのかはわからなかったけれど、ビスコはもちろん、僕も半分は悪魔だし、警戒されてるのかな。


    「ま、まぁ、でも怒ってもしょうがないじゃん」


    　僕は、退魔士エクソシストの誰かが用意してくれた学校の制服に着替えていた。


    「あいつら保護だの危機だの言いながら、あたしら悪魔を体ていよく閉じ込めやがったんだ」


    「退魔士エクソシストたちはなにを考えてるのかな？」


    「さぁ？」


    　アブソルートまであと一日、時間があるとアルベルトは言っていた。それが終わらなければ僕が「カギ」を使うこともできない。


    　それよりも、アブソルートのあと、あかりちゃんが無事かどうかが僕には心配だった。


    　今、東とう鈴りん中学校は立入禁止になっていて、退魔士エクソシストたちが警備している。結界を張ったとかで見た目はふだんどおりらしいけど。


    　もとはといえばイフリートの暴走で屋上が燃えたりして、めちゃくちゃになりかけてたんだよね。


    「なぁ、デモン」


    　天井を見つめたままビスコが言った。


    「アンタ、『カギ』持ってひとりで魔界に行こうとしたろ」


    　どきり、とした。


    　僕はあの瞬間、なにも考えずに魔界に行こうと思った。それは間違いなかった。


    「デモン……もう二度と、あんなことしねーって約束しろ」


    「ビスコ、僕は」


    「約束しろ」


    「『カギ』は僕にしかないんだ。だから」


    　むくりと起き上がったビスコが腕を伸ばして僕の胸ぐらをつかむ。


    「あたしはアンタの家の使い魔だっ！　アンタが無む謀ぼうをやらかそうとしたらあたしが止めるんだよ！」


    「く、苦しいよ、ビスコ」


    「それに、あたしの……使い魔としての報ほう酬しゆうをまだもらってねーっつの……」


    　力が緩ゆるんで、僕はイスにどさっと座り込む。


    　使い魔の報酬、って、カルラが言っていたっけ。


    　使い魔は主人のために仕つかえ、主人は使い魔に報むくいてやる。それが報酬。


    「報酬って……僕、お金なんてないよ」


    「知るかバカ」


    　不ふ機き嫌げんそうに言うと、ビスコはぷいっと顔を背そむけてベッドに転がった。


    「別に、金なんか目的じゃないってのに……」


    「え？」


    「なんでもねーよ！」


    　うわ、とことんビスコは不機嫌そうだ。


    「あーあ。カルラたちはどうしてっかなー」


    「そういえば、カルラにイフリート任せたっきりだよね？」


    　イフリートは大けがを負っていた。


    　彼が学校の屋上で暴走したあとに現れたのは、王族悪魔クラウンデーモンのネウテリア＝イィギルスフィア──ネリィの分身。


    　ネリィはあかりちゃんの能力覚かく醒せいを見届け、イフリートを剣で刺した。


    　その後、僕らは映画部の部室へ急ぎ、一方カルラはイフリートを連れて逃げたはずだ。


    「連絡つかねーんだよ」


    　ビスコはごろんとこちらを向いて携帯電話を差し出した。画面の液晶表示が乱れている。僕の携帯電話も同じだった。


    「魔界の障しよう気きに当たったせいか、イフリートのアホパワーのせいか、どっちかわかんねーけどぶっ壊れてることだけは確かだな」


    「カルラは無事かな？」


    「ホビットもサンラミアもいっしょだから、まー、逃げおおせてるだろ。それよりな、デモンは自分のこと心配しろよ」


    「え？」


    「アルベルトに見られたろ、アンタが『カギ』を持ってるの」


    　そうか。今まで退魔士エクソシストは僕らの誰が「カギ」を持っているのか知らなかった。


    「アンタ、退魔士エクソシストになにされるかわかんねーぞ」


    「や、やだなー、脅おどかさないでよ」


    「腕ごともがれたり」


    　イヤァ!?


    　しないよね!?　アルベルトさんはそんなことしないよね!?


    「あのアホ退魔士エクソシストはデモンを目の敵かたきにしてるもんなー。ここぞとばかりにえげつないことしかけてくるかもなー。あたしたちをここに閉じ込めてるのがその証しよう拠こかもなー」


    「イヤァァァァ、出して！　出してェ！」


    　僕はイスから飛び出して部屋のドアをがちゃがちゃやった。


    「デモン、悪かった、悪かったよ。そんなにビビんなくても……もしアルベルトがそんなことしようとしたら、あたしがなんとかしてやるから」


    「だって、だって、『世界の危機』って言ってたもん！　『世界のために君の右手を提供してくれるね？』くらい言いかねないもん！」


    「あー……」


    　ビスコさん、否定してくれないの!?


    　がちゃがちゃがちゃがちゃ、と僕がでたらめにノブを回していたら、


    「！」


    　バキッ、と音がしてノブが取れてドアは内側にすーっと開いた。


    　あれ？　やりすぎちゃったかな……。でも僕らにしてみればラッキーかも。


    　ビスコがベッドから飛び降りる。


    　僕らはうなずき合う。


    　外に出よう。


    



    



    　廊下はひっそりとしていた。来た道をたどれば入り口に戻るのだろうけれど、そちらには教会があり、さっきは退魔士エクソシストが数人たむろしていた。


    「入り口を正面突破でもいいんだけど……」


    「だけど？」


    「退魔士エクソシスト協会だけあって、きっちり悪魔封じがされてる。あたしの魔力が全然発動しない」


    　ビスコは右手をグーパーしながら言った。


    「じゃ、退魔士エクソシストに見つからないように出口を探したほうがいいかな」


    「そーいうこと」


    　僕らは歩き出した。


    　廊下にはじゅうたんが敷かれていて、十メートルほど先で角に当たる。結構広い。


    　左右にあるドアに顔を近づけて聞き耳を立てる。人の気配がある部屋はダメ。でも誰もいなさそうな部屋はしっかりカギがかかっていた。


    　廊下の角まで来ると、先を行くビスコが立ち止まった。


    「どうしたの、ビス──」


    「しぃっ」


    　ビスコが唇くちびるの前で人差し指を立てた。


    　角の先をそうっとのぞいてみる。


    　五メートルくらい先に両開きのドア。


    　手前のドアだけ、少しだけ開いていた。


    　中から数人の声──なんだかもめているような声高な口調。


    「なんだろ？」


    「行ってみるか」


    　ビスコと僕はドアの隙すき間まに向かって忍しのび足あしで進んだ。


    　そのとき、


    「認められませんわ！」


    　大きな声──エリスだ！


    　僕とビスコがドアの隙間から室内の様子をうかがう。


    　部屋はだいぶ広い。会議室？　コの字型に長机が並べられている。


    　一見してそれとわかる白い服を着た退魔士エクソシストたち。警察の制服みたいな人がちらほら。それにスーツ姿で白髪混じりのなんだか偉そうな人たちも……。


    　なんの話をしているんだろう？


    　エリスは憤然とした顔で室内の人たちをにらんでるけど、誰も彼も無関心のようだった。


    「ブリュンヒルドさん、彼女を黙らせてくれませんか」


    　メガネをかけたスーツの男が言うと、「まったくだ」やら「やれやれ」といった言葉がどよめきのように広がる。


    　エリスが顔を真っ赤にして震ふるえていて、その横に来たアルベルトが彼女の肩にそっと手を添える。


    「報告を続けます」


    　メガネの男が言う。部屋の中央にいた、白髪頭の貫かん禄ろくある男がうなずいた。


    　あれ……あの偉そうな人見たことあるな。確か、国会議員とかでテレビに出てたんじゃなかったっけ？


    　甲かん高だかい声で、メガネの男がなにか資料のようなものを読み上げた。


    「『扉』のその後ですが、悪魔観測所からはあと一日でアブソルートになるだろうという予想が送られてきました。アブソルート後には、大量の悪魔がこの世界に侵しん入にゆうしてくるのは間違いないと言えます」


    「悪魔の目的は」


    　制服を着た別の男がたずねる。


    「我われ々われの世界の掌しよう握あくでしょう。人間を真っ先に駆く逐ちくすると思われます」


    「悪魔とはどんなものだ？」


    「姿形は様々です。日本の機動隊レベルで押さえ込むことは不可能で、自衛隊が出動してもどうなるか。我が国がこうむる被害は甚じん大だいとなるのは確実です」


    　議員ふうの男が厳しい顔で聞いている。


    　しん、と静まりかえったなかで、メガネの男が続ける。


    「現在、悪魔侵攻を防ぐ最さい善ぜんの策は『扉』を閉じることになります。閉じる方法はふたつ。ひとつ、『扉』に対応する『カギ』を持つ少年を魔界へ送る」


    　僕のことが話題に上がって、どきりとする。


    「ですが、アブソルートまで『扉』は通行できません。この方法を採る場合はアブソルート後のミッションとなります。また、アブソルート後には悪魔がこちらへ侵入してくることが予想されます。それら悪魔と『扉』の中で遭遇するのか、あるいはまったく干かん渉しようし合うことなくすれ違うのかはわかりません。いずれにせよ、これは非常に不確実な方法であると言えます」


    　それを聞いて、


    「あたしたちの命なんて、道具のひとつにしか考えてねーな……」


    　ビスコがぼそっと言った。


    　僕らとあかりちゃんの問題は、いつの間にかこんな大きな問題になっていたんだ。


    「ふたつめ」


    　メガネの男が続けた。


    「『扉』の能力者である七なな竈かまどあかりの能力を止めます──彼女を、冷凍保存する方法です。肉体が活動を停止すれば、彼女の能力が『扉』に流れ込むこともなくなります。冷凍保存とは言っても……永遠に保存し続けなければなりませんが」
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    　冷凍保存……？　永遠に、保存し続ける……？


    　僕は必死になってその言葉の意味を考えていた。


    「この方法は、事後ではなく事前の方法となります。そのためもっとも確実で、もっともリスクが少ない──」


    　男がしゃべっていたけれど、僕の耳には聞こえてこない。


    　あかりちゃんの肉体を活動停止に……!?


    　それは、つまり、


    「そんなこと、認められるわけがありませんわ！」


    　エリスがもう一度声を上げる。


    「あかりさんを冷凍──殺せば、いい、だなんて……そんな、そんなこと」


    　あかりちゃんを殺す。


    「扉」のために、あかりちゃんを殺す。


    　スゥッ──と僕の身体からだから体温が引いていく。


    「ん、デモン？　デモンッ！」


    　ビスコが伸ばした手は空くうを切った。


    　僕は会議室へ足を踏み入れていた。


    　僕に気づいたのか、ざわっと室内にどよめき。


    「『カギ』を持っているのは僕だ」


    　みんなの視線が僕に集まる。


    「だから、僕が魔界へ行く！　それならいいんだろ!?　あかりちゃんはなにも知らないのに、あかりちゃんを犠ぎ牲せいにするだなんて……絶対にダメだ！」


    　エリスが心底びっくりした顔で僕を見ていて、その横ではアルベルトが額ひたいに手を当てて天を仰ぐ。


    「君は……君が黒くろ羽ば弟で門もんですか」


    　メガネの男が言った。


    「君が魔界へ行く、それもいいでしょう。ですが、それとすれ違いに出てくる悪魔はどうなりますか？　その悪魔が神格しんかく悪魔だったら？」


    「それは──」


    　僕の前で、議員ふうの偉そうな男が立ち上がった。


    「もはや議論は不要だ。すでに結論は出ておる」


    　それはしわがれていて、ドスの利きいた声だった。


    「国民を危険な目に遭あわせるわけにはいかない。七なな竈かまどあかりには犠牲になってもらう」


    「んなっ!?」


    　それだけ言うと、男はまた腰を下ろした。


    　大人たちはしかめっ面つらをしてうなずき合い、僕とエリスだけが青い顔をして震ふるえていた。


    　なんだよ。


    　その結論、なんなんだよ。


    　あかりちゃんが能力に目覚めてしまったのは、僕のせいなのだ。


    　僕が悪魔の血を引いていることを、あかりちゃんが知ってしまったから。


    「あかりちゃんが犠ぎ牲せいになるなんてダメだ！　絶対にダメだ！」


    　メガネの男が僕を指さすと、アルベルトがうなずいた。


    　気づくと僕の背後にふたりの退魔士エクソシストがいて、僕の両腕がつかまれる。


    「退室をお願いします」


    「ふざけるな！　もしあかりちゃんに……あかりちゃんになんかしてみろ」


    　僕は部屋の中の大人たちをにらみつける。


    　身体からだ中じゆうが総毛立って、全身に力がみなぎっていく。


    「絶対に許さないぞ……！」


    　腕を振り払うと、僕をつかんでいた退魔士エクソシストはその場に転げた。


    　ざわめき。数人が立ち上がる。


    　僕の身体を満たしている、悪魔の力。


    　ビスコは結界がどうのって言っていたけれど、そんなものじゃ防げないくらいに僕は怒っていた。


    「約束しろっ！　あかりちゃんには手を出すな！」


    　ザッ、と足を踏み出すと、みんなおびえたように後じさった。


    「結界内でもこれほどか……」


    　背後に、アルベルトの声。


    　つい今さっきまで正面にいたはずの。


    　いつの間に──。


    「君のためを思って閉じ込めておいたというのに」


    　僕が振り返るよりも早く、後頭部に鋭い衝撃。


    　視界がぐらっと揺れて、気づけば床に膝ひざをついていて、


    「デモン！」


    　エリスの声が遠くから響き、


    「てめぇっ、なにしやがる──」


    　ビスコがアルベルトに食ってかかるような気配があった。


    「ここから先は私たちが考える。君たちの出る幕ではない」


    　僕は床に倒れ、気を失った。
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    「デモ……おいデモン、デモンっ！」


    「ん……」


    「起きろっての、バカデモン！」


    「うっ──いつっ」


    　目を開けた瞬間、後頭部がずきりと痛んだ。


    　僕の身体からだはベッドに横倒しになっている。さっきの部屋のベッドだ。


    　ただし違和感があった。両腕が動かないのだ。


    　とりあえず起き上がろう。


    「よいしょっ」


    「ちょっ、バカ、おいっ！」


    　ガチャリという音とともに背中に回されている両腕に手て応ごたえ。


    　ん？　ガチャリ？


    　それにビスコの声が後ろから……。


    「痛い痛い痛いだろバカ！　引っ張るな！」


    「え？」


    　起き上がろうとした僕はそのまま背後に引っ張られてベッドに倒れ込む。


    「なっ、なにこれ!?　動かないよ、手が動かない！」


    「手て錠じようだよ……両手にかけられてる。でもってご親切にあたしとアンタの手錠を引っかけて離れられないようにしてるってわけ」


    　手錠をかけられた僕とビスコが、背中合わせでベッドに寝かされている図が頭に浮かんだ。


    「そ、そんな！　どうして僕らがこんな目に!?」


    「アンタのせいだろ!?」


    「あ」


    　僕が会議室へのこのこ出て行ったからか。


    「ごめん、ビスコまで……」


    　ビスコは小さくため息をついて、


    「といっても、あそこでキレなかったらアンタを見み損そこなってたかもな。まー、その、なんだ……逆にちょっと見直したっていうかさ……」


    「なに？　声小さくて聞こえないよ？」


    「二度は言わないっ」


    「えぇ!?」


    「それよりどうにかしなくちゃな。この手て錠じよう、退たい魔まの紋もん様ようが刻んであるから全っ然、これっぽっちも魔力が使えない」


    　確かにさっきよりもなんだか、身体からだ中じゆうから力が抜けているような感じだった。


    「はー。これであたしもアンタもただのガキってわけか」


    　ただの、ガキ……。


    　アルベルトも、大人だけで話し合うみたいなことを言っていた。


    　悪魔の力がなければ、そうか、僕はただの子どもなんだ……。


    「デモン？」


    　なにもできないんだろうか？


    　あかりちゃんが大ピンチなのに、僕はなにも？


    　ただこうして、全部終わるのを待ってるだけ？


    　僕は……あまりに無力だ。


    　悔くやしい。


    　悔しくて、悔しくて、悔しくて。


    　鼻の奥がツンとして。


    　涙が目の端からぽろっとこぼれた。


    「…………」


    　こらえても嗚お咽えつが漏もれて、きっとビスコには聞こえちゃったと思う。


    　でも、ビスコはなにも言わずにただ黙っていてくれた。僕の涙が収まるまで。


    「なぁ、デモン」


    　しばらくしてからビスコは言った。


    「めいっぱい泣いとけよ。あたしたちはこれから、とんでもない問題に真正面からぶつかってかなくちゃいけない。その間は泣く暇ひまなんてきっとない。だから今は、泣いていいよ」


    「…………」


    　それを聞いてまた涙があふれてきた。


    「これが全部終わるそのときまで……あたしはずっとアンタの側そばにいるから、さ」


    　ありがとう、って言いたかった。


    　でも情けないことに、涙のせいで言葉が詰まってなにも言えなかったんだ。


    



    



    　気持ちが落ち着くと、僕とビスコはこれからどうするかを話し合わなければならなかった。


    　うん、これじゃ身動き取れないしね。


    　うん、でもって最大の問題は僕……トイレに行きたくなっちゃったんだよ？


    「落ち着いたか？」


    「うん。あのね、ビスコ、今だからこそ正直に話しておかなくちゃいけないことがあるんだけど……」


    　うう、恥ずかしい。


    　でも言わなくちゃ。そして一刻も早くトイレに行かなくちゃ。


    　そのためにはビスコの協力が必要だ。


    「な、なんだよ急に改まって……」


    「あの、こんなこと今言うなよって感じかもしれないけど、でも言わなくちゃって思って」


    　びくっ、とビスコが反応した。


    「ア、アンタに誤解ないよう言っておきたいんだけどさ、その……さっきの、ほら、あの、ず、『ずっとアンタの側そばにいる』って言ったのは、べ、別につきまとうぞとかそういうウザイこと言ったんじゃなくて」


    　あわてたようにビスコが言う。


    　え、ビスコひょっとしてもう僕が言いたいことわかってる？　つきまとわれる、なんて思わないけどビスコについてきてもらわなくちゃいけないんだよね……トイレに。僕ら手て錠じようでつながってるし。


    「あのね、僕はビスコについてきて欲しいと思ってるよ。その、最後まで、ずっと……」


    　トイレの途中で引っ張られたら大変なことになっちゃうし。
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    「ほっ──ほんと、か？」


    　転じて、安心したようなビスコの声。


    「当たり前じゃないか。だ、だってそうじゃなきゃ……僕にはビスコが必要だし」


    「ま、ま、まぁ、そ、そうだよな！　あたしがいなきゃアンタはなんにもできないし」


    　まったくだよ。トイレにだって行けない。


    　僕がビスコの両手を背中でつかむと、なんだかわからないけどビスコの両手はとっても熱かった。


    　ていうかそろそろ僕のリミットが近い。早くトイレに行かなきゃ！


    「急でごめん。でも僕もうガマンできなくて！　今すぐ最後までさせて！」


    「最後まで、さ、させてって、今!?」


    「お願い！　最後まで……」


    「で、でも、ここじゃ」


    「早くトイレに行こう！」


    「トイレ!?　トトトトイレでするの!?　あ、あ、アンタは──ド変態！」


    「なっ、なにを言うんだよ！　僕はふつうにお願いしてるだけだよ！　ビスコ、すぐに済むから、ちょっとビスコが目をつぶっててくれたらすぐに！」


    「すっ、すぐに済むとかそういう問題じゃねーだろ!?　こういうのはロマンとかが必要なのに、どうしてわかんないんだよ!?」


    「ロマンなんて要いらないよ！」


    「デモン──アンタのこと見み損そこなった！」


    「しょうがないだろ!?　おしっこするのにロマンなんて求めるなよ!?」


    「女の子はね、おしっこの──は？」


    「そ、その、なるべく音とか立てないようにするから！」


    「────」


    「ビスコ？　どうしたの、なんか反応なくなっちゃったけど」


    「今、まで、トイレ、いっしょに、最後までって、そういうこと、これ……？」


    「そうに決まってるじゃない。あれ、ビスコ、ビスコさん？　どうして力が抜けてへなへななの？　ちょっと僕ヤバイんだから！　ビスコさん!?」
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    　ふう……ガマンしただけあってそれは極上のひとときだった。


    　危なかった。いきなりビスコは燃え尽きた灰になっちゃうし、それをなんとか蘇そ生せいさせてトイレまで行ったけど両手がふさがってるからズボンを下ろせないことにやっと気がついたりしてね！


    「ようやく出てきましたわ」


    　今、ベッドに腰を下ろしている少女が、僕のピンチを救ってくれなきゃどうなっていたか……。


    　エリスはタイムリミットぎりぎりで部屋に来てくれたのだ。手て錠じようのカギを持って。


    　彼女の横ではビスコがこちらに背を向けてぐったりしている。


    　もう、ほんとビスコはどうしちゃったんだよ？


    「エリス、いいの？　僕らの手錠を勝手に外したりして」


    「お兄様たちが勝手につけたものですわ。ですからわたくしも勝手にしますの」


    「さっきの、会議の話は……どうなった？」


    　エリスは無言で首を横に振った。


    「わたくしも追い出されました。大人だけで話を決めるそうですわ。でも、このままここでぼんやりしているわけにはいきません。そうでしょう？」


    「もちろんだよ」


    　あかりちゃんが犠ぎ牲せいにされるのをただ待っているだけだなんて、絶対にイヤだ。


    「威勢はいいけど、退魔士エクソシストさんには別のアイディアでもあんのか？　あたしたちだって、あかりか、デモンのどっちかが身体からだ張るしかないって結論だったろ」


    「ふふふ」


    　エリスが不敵に笑う。


    　え？　ひょっとしてエリスになにか妙案が。


    「わたくしにアイディアはありませんわ！」


    　ないんかい！　胸を張って言わないでよ!?


    「やっぱな……期待してなんてなかったけどな」


    「む。さっきからぐちぐちうるさいですわ。あなたなんていつまでもそこで干ひからびていたらよかったのに」


    「んだとぉ!?」


    　ケンカでも始めそうなふたりの間に、僕はあわてて入る。


    「待ってふたりとも、ストップ！　ストーップ！　──ぶげえ!?」


    　ちゃんと余よ裕ゆう持って間に入ったのに！　入ったのに殴なぐられた！　ビスコはグーで、エリスはパーで！


    「痛いよ!?　今ストップしたでしょ!?」


    「や、アンタが入ってきたからこれはやっとかないとと思って」


    「なんで!?」


    「サキュバスごときにできること、退魔士エクソシストにできないはずもありませんわ！」


    「そこは張り合わなくていいから！」


    「まったくもう──」


    　エリスがため息混じりに、僕にくしゃくしゃの紙切れを差し出した。


    「わたくしにアイディアはありませんわ。ですが──これが、先ほどわたくしの部屋の窓から投げ込まれましたの」


    　そこには小さく丸っこい文字が書かれていた。


    　僕とビスコはのぞき込むようにしてその文字を読む。


    



    　──「扉」の件、我われに策アリです。早く「集会場所」に来るですよ。カルラ。


    



    　カルラからのメッセージ。


    　我に、策あり？


    　カルラはなにか──僕とあかりちゃんのどちらも犠ぎ牲せいにならないような方法を見つけたってこと!?


    「さて」


    　顔を見合わせる僕とビスコに、エリスは言った。


    「ぐずぐずしている場合じゃないと、おわかりになったでしょう？」
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    　廊下に出ると、相変わらずしんと静まりかえっている。エリスが先頭に立って状況確認をしつつ僕らは進んだ。


    　あるひとつのドアの前でエリスは立ち止まる。


    「ここはわたくしの部屋です。窓がありますから外に出られますわ。ただ──」


    「ただ……？」


    　目を伏せたエリスの表情は深刻だった。な、なんだろう……なにかとんでもない問題でもあるのか？


    　僕は固かた唾ずを呑のんでエリスの言葉を待った。


    「急いで出てきたっきりなので、散らかっているのですわ！」


    　な、なんてことだ、部屋が散らかって──、


    「は？」


    「こんな部屋をデモンに見せられませんの！　デモン、お願いですから目をぎゅっと閉じてから」


    「いーからさっさと開けろっつの」


    　横からビスコが手を伸ばしてドアを開いてしまう。


    「ちょっと、あなた!?　ななななんということを──！」


    「おー、ずいぶん広い部屋じゃん」


    　引き留めようとするエリスにかまわずにずかずかと入っていくビスコと、


    「デモンは見ちゃダメですわ！」


    　あわてて僕の両目を隠すエリス。


    「んだよ、もっと散らかってるのかと思ったのに全然じゃねーか」


    　僕は目隠しをされたまま部屋の中へ。


    　あ……なんだか甘くていいニオイがする。エリスのニオイっていうのかな……なんかちょっとドキドキしてきた。そう言えば僕、女の子の部屋に入ったのなんてずーっと前にあかりちゃんちに行って以来かも。ビスコは同じ家だから別として、ね。


    「ち、散らかっていますわ！　ああ、こんなことになるのならちゃんとお掃除しておくべきでしたわ……」


    「そーか？　散らかってるっていうのはうちのカルラの部屋みたいなこと言うんだよ」


    　カルラには父さんの書しよ斎さいを貸したはずだけど、見に行ったことなかったな。


    「あいつの部屋、前は足の踏み場もないくらい工具が散らばってて」


    　あー、ありそう。


    「それが今や野菜畑だもんな」


    「なんだってぇぇぇ!?　家に畑!?　その家ってうちのことだよね!?」


    「笑えるよなー」


    　ビスコはあっけらかんとしているけど、僕には笑えないんですけど……。


    「で、デモン……」


    「あれ？」


    　今の驚きで、エリスの拘こう束そくから離れて僕の両目はばっちり室内をとらえていた。


    　ピンク色の壁紙、大きめのベッドは年季の入った木製だ。棚には辞書やドイツ語の本が並んでいて、何枚か写真がフォトフレームで飾られてる。あ、ちょっと前にみんなであかりちゃんのお祖じ父いちゃんちに行ったときの写真だ。カルラが撮ってたやつだね。


    　デスクにはノートパソコンが開いて置かれていて、調べ物でもしてたのか印刷した紙が何枚かあるけれど、ほかにはこれといって置かれていない。


    「うわ、整理されてるねー」


    「えっ!?」


    　顔を真っ赤にして両手で頰ほおを覆おおっていたエリスが驚く。


    「ほんとに片付いてるよ」


    「そ、そうでしょうか……」


    「うん、あんまりエリスがイヤがるから、もっとヒドイの想像してた」


    「たとえば？」


    「そうだなあ、たとえば下」


    　下着が落ちてるとか、と言おうとして踏みとどまった。


    　危ない！　これじゃまるで下着があるのを期待してるみたいじゃないか！


    「ん？」


    　そのとき、ギリ……と妙な音が聞こえた。


    　僕は周囲を見回す。でも、特におかしなところはない。なんだ今の音？


    「下、の続きはなんですの？」


    「へ？　あ……し、下、そう、下見たら靴くつひもがゆるんでてね！　結び直すね！」


    　ごまかして僕はしゃがむ。スニーカーのひもを確認。うん、全然問題ない。


    　そこへもう一度、ギリ……という音。


    「え？」


    　僕はしゃがんだまま視線を前へ向けた。


    　そちらは窓まど際ぎわ、ベッドがあるほう。


    　音は、ベッドの下から聞こえたのだ。


    「────」


    　目が合った。


    　ベッドの下、人ひとりぶんは入れそうなスペース。そこに横たわり、こちらをにらみつけ、すごい顔で歯ぎしりして、


    「ギリッ……」


    　と音を立てる、金髪の男。


    「うわあああああああああああああああ!?」


    　叫んで飛びのいた。


    「どうしたデモン!?」


    「なんですの!?」


    「ベッドの下になんかいるぅぅ！」


    　弾はじかれるようにビスコが窓を開いて逃げる準備、エリスはどこからともなく取り出した銀色の棒（レーヴァテイン）をつかんでベッドの下をのぞき込む。


    　びきっ、とエリスの額ひたいに青筋が立つ。


    「お、に、い、さ、ま……？」


    　おにいさま──アルベルトかよ!?


    　どんなホラー展開かと思ったよ！


    「ちちち違うんだエリちゃん！　私はエリちゃんを守ろうとしただけで悪気はなかったんだ！　確かに、ハーフの悪魔がエリちゃんと話していて悔くやしいやらねたましいやらで奥歯が一ミリ磨すり減るくらい歯ぎしりしたけど」


    　やっぱりホラーだった！


    「問答無用ですわ！」


    　エリスがレーヴァテインを、ベッドの下という逃げ場なんてどこにもないところにいるアルベルトへと容よう赦しやなく突き刺した。


    　う、うおお、断末魔が聞こえる……。


    「あたしたちは行くぞ」


    「あ、うん」


    　まったく、人騒がせな兄きよう妹だいだ。


    　ビスコはさっさと窓の下に跳んで降りる。おそるおそる窓から顔を出すと、ビスコがそばにあったらしいハシゴを立てかけてくれた。


    　僕が下りるとすぐにエリスもやってきた。


    「さ、行きましょう」


    　肩を怒らせてずんずんエリスが先に行ってしまう。ビスコが肩をすくめて見せた。


    「僕らも行こう」


    　向かう先は、カルラが書いていた「集会場所」。たぶん、悪魔たちの集まるビルのことだ。


    　カルラの「策」ってなんだろう？


    　ちょっとだけ不安になるけれど、今の僕に頼れるものはそれしかなかった。


    　もしもその「策」がダメだとしたら──。


    「ダメだとしたら……」


    　右手に光る奇妙な紋もん様よう、「カギ」。


    　僕は右手をそっと握りしめた。
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    　悪魔たちの集会場所、それは雑居ビルの一室にある。


    　表向き人間社会に溶け込んでいる悪魔たちはこうしてオフィスまで借りているのだ。


    　僕らがビルに着いたころには太陽が沈みかかっていた。


    「入るよ。誰かいる？」


    　ビスコが言いながらドアを開けたそこへ、


    「お姉ねええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ」


    　突進してきた小さい影はジャンプすると一直線にビスコに向かう。


    「ちゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああん」


    　カルラがビスコの胸に飛び込む寸前、ビスコは身体からだをしゃがませてなんなくかわす。


    　で、ビスコのすぐ後ろには僕がいて。


    「え？」


    　カルラのフライングヘッドバッドが僕の腹に、


    「げふぉっ！」


    　めり込んだ!?


    　衝撃とともに僕は背後に吹っ飛んで、さらに後ろにいたエリスの横を通り抜けて廊下の壁に激突する。


    　視界に星が飛んだ。


    「デモン!?　大丈夫ですの!?」


    　エリスがかがみ込んで僕の身体を起こしてくれる。


    「あ、頭が、ふ、ふら、ふら、する……」


    「あうー」


    　痛みとめまいに苦しむ僕の前で、地面にべっちゃり落ちたカルラががばっと起き上がる。


    「お姉ちゃん！　どうしてかわすですか!?」


    「デモンが受け止めてくれたからいいだろ」


    「デモンじゃイヤですぅー！」


    　おかしいな、僕はヘッドバッド食らった上にひどいこと言われてる気がする。


    「ちょっとあまりにひどいんじゃありませんの!?　いくらデモンだって傷つくことはあると思いますわ！」


    　なんだかフォローしているようなしていないような言い回しじゃないかい、エリス？


    「だってお姉ちゃんが麗うるわしい姉妹愛をウザッたがるですよ！」


    「サキュバス、あなたが受け止めればデモンにとばっちりが行かずに済んだんじゃありませんの？」


    「や、ウザいもんはウザいし、しょーがなくね？」


    「がーん！」


    　カルラが両手を頰ほおに当ててショックな表情を作る。わかりやすいリアクションだ。


    「家族をウザがるなんてよろしくありませんわ」


    「そーは言うけど、アンタだってあのウザ兄貴に困ってるんだろ？」


    「…………」


    「エリスからもお姉ねえちゃんに言うです！　家族の結びつきがどれほど大事──」


    「……確かに、兄きよう妹だいなんてウザイものですわ」


    「がーん！」


    　三人がなんだかわからないやりとりをしているそこへ、


    「そんなところでいつまで立ち話してるのよぅ」


    　ビスコと同じ種族の悪魔、サキュバスであるサンラミアが中から声をかけてきた。


    　キャミソールにホットパンツという露出度高めの服装は相変わらずだ。ウェーブのかかった長い髪はアップにされていて、はらりと頰にかかった髪を耳にかき上げる仕草がどことなく色っぽい。


    「あたしがどこで話してようとアンタにカンケーねーだろ」


    　サンラミアとはとことん反そりの合わないビスコが言い返す。


    「あぁら、そうだったわねぇ。ビスコには薄暗い廊下がお似合いだったわぁ」


    「んだと!?」


    　ようやくカルラの攻撃から回復した僕は、いきり立つビスコを押さえる。


    「び、ビスコ、僕ら、ケンカするためにここに来たんじゃない、そうだろ？」


    　それから、すぐ横にいる小さい発明家に僕は目を向けた。


    「カルラ、なにがわかったのか……教えてくれないか？」


    



    



    　事務所の中に入り、コの字型に組まれたソファに腰を下ろす。僕の左にビスコ、右隣のソファにエリスが座っていた。エリスは興味深そうにあちこちを見回している。そうかエリスがここに来たのは初めてだったっけ……退魔士エクソシストが悪魔の集会場所にいるっていうのもなんだかシュールな光景だなあ。


    　僕らの座るソファのあちこちに黒い焦こげ目がついているのはきっと、


    「…………来たか……」


    　奥の部屋からサンラミアに連れられて現れた男。


    　赤い短髪にタンクトップ、迷彩柄のパンツなんていう、ゴツイ身体からだを最大限いかつく見せているような服装は、


    「イフリートさん！」


    　彼の腹の部分が妙に膨ふくれているのは、包帯でも巻いているに違いなかった。


    　学校の屋上で、王族悪魔クラウンデーモンのネリィに剣で刺されたから。


    　イフリートだって神しん格かく悪魔だ。「火」を操あやつる強大な力を持っている。ただネリィの攻撃はあまりに唐とう突とつで、僕らだって一歩も動けなかった。


    「もう歩けるんですか」


    「ああ……ただちょっと」


    「ちょっと？」


    「…………死にたい……」


    　聞かなきゃよかった。


    　イフリートは「死にたい」が口くち癖ぐせだ。その上たまに力を暴走させるから、ソファにもイフリートの火による焦こげ目がついているというわけで。


    　サンラミアとイフリートは、僕とビスコの向かい側のソファに腰を下ろした。


    　カルラはビスコのすぐ横にイスを持ってきてちょこんと座っているから、これで全員──じゃ、ない。


    「あれ？　ホビットさんは」


    「はいはい、ここにおりますぜ」


    　盆ぼんに湯ゆ呑のみを人数分と急きゆう須すやらポットやらを持ってホビットが現れた。小柄な悪魔で、建築会社で働いているらしい。建築とはまるで無関係なはずの給きゆう仕じ姿だけどなぜかやたら手て際ぎわがよかった。


    　ホビットの肩にはちょこんと手が乗ってる──って、あぁ！　田た中なかさん！　ゾンビの田中さんの手が！　成じよう仏ぶつしたかと思いきや、手だけ残ってたよねそう言えば！


    　田中さんは起き上がり、手を振って見せた。僕も振って返したけれど……ていうか手だけでどうやって状況把は握あくしてるの？


    　お茶が全員に行き渡り、ホビットは離れたところでイスに座った。


    「それじゃ、カルラ──」


    　僕が口を開きかけたところで、


    「ちょっと待つです。まず、あのあとなにがあったか全部教えて欲しいですね」


    　とカルラが言い、イフリートたち残りの悪魔もうなずいた。


    　僕はビスコとエリスと視線を交わし、今までのことを全部話した。
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    　話を全部終えたとき、壁に掛かっている時計の針は七時を回っていた。


    　お茶はすっかり冷めていた。


    　みんな黙りこくっている。


    　とりわけカルラは真剣な顔をして、右手であごを隠すようにつかみつつテーブルの上の一点を見つめていた。


    「カルラ、アンタの考えを聞かせな。わざわざ『策アリ』なんて言ってきたんだ」


    「はいです。なにも策なんてないですけど」


    「そうか、策は──え？」


    「はいぃ!?」


    　僕らが素すっ頓とん狂きような声を上げると、カルラはさも当然とばかりに、


    「退魔士エクソシストのところに長居してたらいいことないですから、さっさと出てこさせるための方便ですよ？」


    「えええええええええ!?」


    　これじゃ。


    　これじゃあ、やっぱりあかりちゃんか僕のどっちかが犠ぎ牲せいにならないといけないってことじゃないか!?


    「でも、話を聞いて思いついたことはあるです」


    「な、なにっ、なにを思いついたの？」


    　藁わらにもすがるような思いで僕が言うと、


    「いくつか確認させて欲しいです。今、『扉』には触ることができない。だからこそまだ悪魔がこちらの世界に来ていない──ですね？」


    「う、うん。すごく近寄ったら、黒焦こげになっちゃう」


    「もうひとつ確認するです。あかりには物理的に触れることができる、ですね？」


    「あかりちゃんに？」


    　僕はエリスを見た。彼女は首をかしげていた。


    　あかりちゃんに触れることは考えていなかったけれど、たぶん大丈夫だと思う。


    　僕が「扉」に近づこうとしたとき、その前に立っているあかりちゃんのすぐ側そばを通った。で、僕の身体からだは今も無事だ。


    「たぶん、大丈夫」


    「なるほど」


    　カルラはそう言うと、ぴょこんとイスから降りた。


    「それならひとつだけ、方法があるです。この方法ならあかりが命を失うことも、デモンが魔界へ行く必要もなくなるです」


    「え──」


    　僕らは顔を見合わせた。


    　それ、それこそ、僕らが求めていた方法じゃないか？


    「どうやるの!?」


    　思わず腰を浮かせる僕を押さえるようにカルラが手をかざす。


    「デモンに確認したいことがあるです」


    「な、なに、憶おぼえてることならなんでも話すよ」


    「違うです。あかりの状況ではなくて、デモンの覚悟です」


    「僕の、覚悟……？」


    　そのときのカルラは──いつものおちゃらけた雰ふん囲い気きはまったくなくて。


    　すごく、真剣な表情だった。


    「全部終わったときに、あかりがデモンのことをきれいに忘れてしまっても、デモンは平気ですか？」
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    　僕は暗い部屋で、ひとりベッドに寝ころんでいた。


    　そこは仮眠室だ。小さなベッドがあるきりの小さい部屋。悪魔の集会所にはこういう部屋がほかにもいくつかあって、ビスコやエリスも僕と同じようにベッドで横になっているはずだ。


    　さっき、電話を借りて父さんや母さんの携帯に電話をかけたけれどつながらなかった。ああ、もう、どうしてこんなときに限ってつながらないのかな。いつもどうでもいいときはつながるのに……。


    　今は待機時間だ。


    　僕らが作戦を実行するまでの待機時間だ。そしてカルラが発明を完成させるまでの作業時間でもある。


    　カルラが作っているのはとある装置だ。


    　あかりちゃんの無意識に直接干渉ダイブすることができる装置だ。


    　そんなことをしてどうするのか？


    　僕らは、あかりちゃんの中にある僕に関する記憶を消そうとしているのだ。


    　もともと、あかりちゃんが「扉」を開く能力に覚かく醒せいしたのは、黒くろ羽ば弟で門もんが悪魔の血を引いていることを知ったから。


    　ただ部分的に消すことは難しいから、あかりちゃんの中の僕についての記憶を全部消すことになるという。


    　僕の記憶を消せば、あかりちゃんは能力覚醒前に戻る。「扉」もアブソルートしない。


    　ダイブっていうのは、あかりちゃんの精神に同調することらしい。で、無意識の記憶世界に入り込んで記憶を消す。だからダイブできるのはふだんからあかりちゃんの側そばにいた者──僕と、ビスコと、エリスだけだ。


    「…………」


    　なんだか、現実感がなかった。


    　あかりちゃんが、僕を知らなくなる……小さいころからずっといっしょだったあかりちゃんが、僕を知らない誰かになっちゃう。


    　そんなのよく、わからないよ。


    　でも、やらなくちゃいけないことだ。


    　だから僕はカルラから「覚悟」をたずねられて、こう答えた。


    「やれるよ」


    　って。


    　カルラが機械を完成させたら、ダイブをするために学校へ向かわなくちゃいけない。だから今のうちに体力を回復させておかないと。


    　だけれど、眠れずに僕はごろんと寝返りを打った。


    「ん……？」


    　そのとき、部屋のドアが開いて廊下の明かりが差し込んできた。


    「もう、寝ましたの？」


    　こちらをのぞき込むツインテールの金髪がふわりと揺れた。


    　エリスだった。


    　まだだよ、と僕が言うとエリスは部屋の中へと身体からだを滑り込ませた。


    　ドアを閉じると部屋はまた暗くなる。


    「どうしたの、エリス」


    　エリスはベッド脇のイスにちょこんと腰を下ろした。


    「なんだか寝付けませんの」


    「そっか……僕もだよ」


    　身を起こしつつ言ってから僕は、エリスは僕と違うところが気になって眠れないんじゃないかと思った。


    　学校は今、退魔士エクソシストが封ふう鎖さしているはずだ。


    「エリス……やっぱり退魔士エクソシストと戦っちゃうことになるのは気が引ける？」


    　暗かったけれど、エリスが小さく首を横に振るのが見えた。


    「今回のことはお兄様たちが間違っていると思いますわ。あかりさんを犠ぎ牲せいにして解決したらいいだなんて……あかりさんは退魔士エクソシストでもない、なにも知らない女の子なのに。ほんとうなら一番最初にあかりさんを救う方法を考えなければいけませんわ。ですから、退魔士エクソシストと対決することになってもやむを得ません」


    「それなら、なにが心配？」


    「心配、ということではなくて……デモンこそ、平気ですの？」


    「僕は大丈夫だよ」


    　正直なことを言うと、ちょっとよくわからない。心が変な感じだ。ざわざわするでもなく、もやもやするでもなく、しーんとしてるんだけど落ち着かない。


    「そう、ですの……それなら」


    　エリスは膝ひざの上で両手をぎゅっと握ったり離したりしてから言った。


    「で、デモンの意思を確認したいですわ」


    「意思？」


    「デモンはわたくしなど、どうなったっていいと思っていますの!?」


    「い、いきなりなんの話!?」


    「部室でのことですわ。どうして……どうしてデモンは魔界へ行こうとしましたの？　一切ためらいなく、あとに残されるわたくしのことなど考えもしないで……」


    「あ……」


    　あのときのことか。


    　ビスコにも言われたっけ。二度とあんな真ま似ねするな、って。


    「別にエリスがどうでもいいとかそういうことじゃないよ。そんなわけない」


    　むしろみんなのために僕が真っ先にしなくちゃいけないことだって思ったんだし。


    　エリスが僕を見つめる。


    　暗いけれど、エリスが結構真剣な顔をしていることがわかった。


    「デモン。それではあなたの意思を確認させていただきますわ」


    「は、はい」


    「二度と自分勝手に、ひとりで、魔界に行ってはいけませんわ。わたくしを──こ、婚約者を置き去りにして」


    　婚約者、と真正面から言われると、は、恥ずかしい……。


    「あ、あの、婚約の話はうちの父親が勝手に──」


    「デモン！」


    「は、はいっ」


    「二度と、あんなことしないと約束してくださいますわね？」


    「はい……」


    　婚約の部分はともかく、僕は素直にうなずいた。


    「では」


    　エリスはすっくと立ち上がる。


    　納得してくれたのかな、と僕が思っていると、


    「えっ──え!?」


    　エリスはベッドに膝ひざ立だちで乗ってきた。


    　上半身を起こしている僕に向かい合うようにして。


    　こんなに狭いベッドだから、僕が思わず後ろに手をついてのけぞるとエリスが顔をぐいっと近づける。


    「デモンっ」


    「は、は、はいっ!?」


    「わたくしたちは婚約しているのですから、こ、こ、こ、これくらいのことはしてもおかしくないと思います」


    　これくらいのこと、ってなに!?


    「ちょっと、エリス、ど、どうしたの!?」


    「意思を確認したいと申しましたとおりですわ！　デモン──もし、もしもわたくしが、あかりさんと同じ立場だったとして……あなたは自みずからの命をなげうってでも助けようとしてくれましたの……？」


    　それは考えもしなかった言葉だった。


    　もしもエリスがあかりちゃんと同じ立場だったら──？


    　吐く息がかかるほどの近さでエリスが僕を見つめている。


    　それは今まで見たことがない──不安そうな表情で。


    「エリス……どうしたの？」


    「…………」


    　視線を僕の胸元くらいまで下ろしてエリスが言う。


    「わたくしは……なんだかイヤな予感がしますの。デモンが『扉』に飛び込もうとしたあのときからずっと、胸の奥のほうで……不安な予感が居座っていますの。バカげた不安だってデモンは笑うかもしれませんが」


    　不安。イヤな予感。それを笑うなんてできやしない。


    　僕だってずっと感じていることだから。


    「ですからわたくしは──わたくしは……安心したいのかもしれません。デモンがどこにも行かないと言ってさえくれれば」


    「エリス……」


    「たとえあなたの心が、ほかの女性のものだったとしても、あなたがどこにも行かないのでしたらわたくしは……それで……」


    　僕はなにも言えずエリスを見つめていた。


    　彼女の瞳ひとみにうっすら光るものが浮かんでいた。


    　僕の心がほかの女性のもの──僕があかりちゃんを好きだっていうこと？　ビスコにもそう言われたっけ。エリスもそれを知っているのだろうか？


    　じゃあ……エリスの、気持ちは？


    　エリスはどうして婚約の話にそんなにこだわるの？


    　それじゃまるで、エリスが、僕のことを、


    「デモン」


    　気づけばエリスの顔がすぐ僕の前にあった。


    「わたくしのこと、ちゃんと思っていてくれますね……？」


    　え。


    　ええっ。


    　えええええええええええええっ!?


    　僕の手を取ったエリスは、自分の胸にそっと当てた。


    　どくん、どくん、と鼓こ動どうがある──で、でも、それ以上に、エリスの胸が柔らかくて、っていうか、ぼ、僕、女の子の胸をちゃんと触ったことなんて──。


    「デモン」


    　ハッとして僕は顔を上げる。


    　あ、と声を出す間まどころか、息を吸う余よ裕ゆうすらなくて。


    　エリスは瞳ひとみを閉じて。


    　すぐ前にエリスの顔があって。


    　僕の唇くちびるは、とても柔らかいものに触れていた。


    　エリスの部屋でかいだような、甘やかで柔らかいにおいが鼻をかすめた。


    　頭の中が真っ白になって、エリスの唇が僕の唇から離れていった瞬間──ようやく今なにが起きたのかということを僕は理解した。


    「え、え、え、えエリ、エリス、え、エリ」


    　僕の口から言葉が出ようとしては引っ込んでしまう。


    　身体からだ中じゆう燃えるように熱かったし、暗がりで見るエリスの顔も真っ赤になっていた。


    「こっ、これくらいのこと、婚約者なら当然するべきですわ！　ド、ド、ドイツなら、に、日常茶飯事ですしね!?」


    　エリスさん、言ってることに比べて動揺がハンパないですよ!?


    「デモン！」


    「はいっ!?」


    「ほかに婚約者は、いませんね!?」


    「も、もちろんです」


    「ならば──わたくしが今、デモンの一番にいるのですわ！　わたくしは、わたくしはなにがあってもあきらめません！　それが名門ブリュンヒルド家の誇りですわ！」
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    　宣言するようにエリスは両手でグーを作って叫んだ。


    　そこへ、


    「デモン、起きてる──」


    　扉がさっと開いて、ショートカットの少女の姿。


    　それを見上げるベッドの上の、僕とエリス。ベタ座りの僕の上に、エリスが座っているような感じでして。ふたりは最高に密着しているというか。


    「な、に、を、してるのかな～？」


    　廊下の明かりを背景にして、ビスコの姿は黒いシルエットになっていた。


    　目元はにっこり笑ってるんだけどそれが逆に怖い──怖いですよビスコさん!?


    「あなたには関係ありませんわ！　これはわたくしとデモンの問題──」


    「カンケーあるに決まってんだろ!?　うちのバカヤローを誘惑されると困るんだよ！」


    　うちのバカヤロー……え、僕のこと？　「デモン」の代名詞が「バカヤロー」ですか？


    「使い魔がしゃしゃり出過ぎですわ。それにデモンの婚約者であるわたくしはあなたにとって主人であるも同じこと。わたくしに対する口の利きき方を」


    　バリィッ、という音とともに、青色の閃せん光こうが壁に衝突した。


    　その部分が黒く焦こげて煙が出る。


    　もちろん、ビスコが放った電撃だった。


    「あー、今思い出したわ。このバカ退魔士エクソシストには言葉で言っても通じないんだったわ」


    　ビスコの右手に青色の電撃がまとわれている。


    「そうですわね」


    　エリスがベッドから降りる。


    　その右手には銀色の棒が握られ──って、レーヴァテイン!?　相変わらずどっから出したのそれ!?


    「いい加減あなたとの決着もつけなければいけないと思っていましたの」


    「決着ぅ？　なに、あたしに勝てる気でいんの？」


    「あら、わたくしのお兄様に手も足も出なかったあなたがどの口でおっしゃいますの？」


    　びきっ、とビスコの額ひたいに青筋が立つ。


    　あああああ、それはたぶん一番言っちゃいけないビスコのムカつきポイントだよ！


    「あの超弩ど級きゆうの変態ヤローがアンタの兄貴だとは笑えるよな？　いや、あまりに当然すぎて笑いも出ねーか、な、デモン？」


    　なんでこっちに話を振るんですかビスコさん!?


    「いや、ふたりとも、ね、止やめようよ、ね？」


    「…………」


    「エリスさん!?　どうしてレーヴァテインを構えるんですか!?」


    「…………」


    「ビスコさん!?　目の色が紅あかくなってますよ、悪魔カラーですよ!?」


    　この近距離で、ふたりは同時に動いた。


    　エリスがレーヴァテインを繰り出し、ビスコが青い電撃を発する。


    「だ、ダメぇーっ！」


    　僕はベッドから飛び出してふたりの間に入った──。
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    　ちょうど日付が変わるまであと一時間という時刻。


    　夜が更ふけて、町はいつもよりも静かに感じられた。


    　そこは東とう鈴りん中学校のすぐそば。


    　外から見ると、東鈴中学校はいつもと同じに見えた。


    「…………」


    　僕の両脇には、ふん、と顔を背そむけ合う退魔士エクソシストと悪魔。


    「それにしてもデモンはミイラみたいですねー」


    　カルラが言った。


    　うん、僕の身体からだ中じゆうには包帯やら絆ばん創そう膏こうやらが貼られている。右目のまぶたが腫はれ上がってさっきまでは前も見えないほどだった。


    　半分流れている悪魔の血のおかげで、傷はほとんど治ってきているけれど。


    　僕は決意していた。


    　もう二度と、このふたりのケンカを止めない。


    　じゃないと僕が死ぬ……。


    「あらぁ、ほんとに結界張ってるのねぇ」


    　サンラミアが言った。僕の目には見えないけれど、中学校に張ったという退魔士エクソシストの結界が彼女の目には見えるんだろう。


    「どこから入るんでさぁ？」


    　カルラの発明品が入っているらしい大きなバッグを抱かかえながらホビットが言う。その頭の上には田た中なかさんが乗っている。揺れるたびに落ちないようにホビットの髪の毛をぎゅっとつかんでいた。


    　ちなみにイフリートは傷が癒いえていないのでお留守番だ。


    「こっちだ」


    　ビスコが僕らを先導した。


    　中学校周辺はお昼に見たような物々しい雰ふん囲い気きはなく、逆に静かすぎて怖かった。パトカーもなければ救急車も消防車もない。機動隊なんてもってのほかだ。


    　ビスコに連れられてきたのは裏門だった。


    「!?」


    　裏門の前に立って、僕は空気が変わるのを肌で感じた。


    　皮ひ膚ふという皮膚を撫なでまわされたような気色の悪い感触。


    「もう結界の内側ってわけだ。ここまで障しよう気きが来てやがる」


    　ビスコが吐き捨てるように言う。そうか──これは魔界の障気か。


    「おい退魔士エクソシスト」


    　ビスコに声をかけられたエリスは、障気のせいか青白い顔をしていた。


    「ほんとうに──いいんだな？　こっから先、アンタは退魔士エクソシストどもの決定とは違うことをやろうとしてるってわけだ」


    「…………」


    　エリスの視線が僕へと向けられた。それはなにかを確認するようで、


    「覚悟はしていますわ」


    　小さくうなずいて、エリスが言った。


    「それじゃあ、行こうか──」


    「ちょっと待つです、デモン」


    　カルラは言うと、小さな右手を差し出した。


    　え？　握手？　と思ったけれど、右手の手のひらは下を向いている。


    「おいおいカルラ、まさか……」


    　ビスコは心当たりがあるようでうんざりしたように言う。


    「カルラたちは目的を同じくするチームですから！」


    　そうか、そういうことね。


    「うん、すごくいいよ。やろうよ」


    　僕はカルラの上に右手を重ねた。


    「へへ、あっしらは便乗ですがね」


    「さっさと終わらせましょうよぅ」


    　ホビットとサンラミアも右手を僕の上に重ねる。そこに、ぴょんっと田た中なかさんの右手が乗ってきた。


    「…………」


    「…………」


    　エリスとビスコが気まずそうに視線を交わす。


    「デモンが言うならしょうがありませんわ」


    　先に折れたのはエリスだった。エリスのほっそりした白い手が上に重ねられる。


    「ビスコ」


    　僕が声をかけるとビスコは頭をがりがりっとかいてから、


    「あーっ、もう、わーったよっ」


    　エリスの上に右手を載せた。


    「えー、では……」


    　カルラがこほんと咳せき払ばらいをした。


    「目的はひとつです。あかりのいる部室までたどり着いて、ダイブを成功させるです」


    「ダイブって具体的になにをするの？」


    「デモン、自分が悪魔化したときのことを憶おぼえてるですか？　あかりがデモンを『悪魔』として認識したのは、言葉だけじゃなく、デモンが悪魔化したその現場近くにいたことが一番大きいです」


    「悪魔化した、現場……」


    　何度かあるよね。あかりちゃんは気を失ったりしてたけど。


    「ですから、無意識の記憶世界には悪魔が出てくるです。それはデモンが悪魔化したという記憶の『象徴』です。つまり、やるべきことは──」


    「あかりの頭の中にいる、悪魔をぶちのめすってことだろ」


    　ビスコが言うと、カルラはうなずいた。


    「でも悪魔を全部倒せば──あかりはデモンの記憶を失うです」


    　その言葉が、僕の心に重く響く。


    　みんなが僕を見ていた。


    「大丈夫。やろう」


    　僕はうなずいた。


    「あかりさんを、能力覚かく醒せい前に戻しましょう」


    　エリスが言った。


    「なにも考えずに悪魔をぶちのめしたらいい」


    　ビスコが言った。


    「そして……『扉』のアブソルートを阻そ止しするんだ」


    　僕が言った。


    　そうすれば。


    　そうすればきっと、平和な毎日が帰ってくる。


    「そゆことです」


    「了解でさ」


    「がんばりましょぅ～」


    「やりますわ」


    「うし、そんじゃー、行くぞっ！」


    　最後、ビスコの声で僕らは、


    「おおっ」


    　と声を上げた。


    　大丈夫。きっとやれるはず。あかりちゃんの命を犠ぎ牲せいにせず、僕も魔界に行かずに済むのなら……こんなにいい方法は、ほかにないじゃないか。


    　不安に思うことなんてなにひとつない。心が重いだなんて、言ってられない。


    　あとは行動するだけだ。
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    　暗い校舎の中を僕らは走る。


    　廊下が汚れるのも今は気にしてられず、土足のままで。


    　校舎周辺に退魔士エクソシストはいないように見えた。一階にもいない。


    　階段で一気に三階まで駈かけ上がる。


    「ストップ」


    　階段から廊下に出る直前、ビスコが僕らを手で制する。


    　映画部部室の前に退魔士エクソシストがふたりいる。


    　ふたりはガスマスクのようなもので顔面を覆おおっている。身につけている服は上下ともに白なのだけれど、かなりがっしりした肉体であることが遠目にもわかる。


    「行くぞ退魔士エクソシスト」


    「命令される筋合いはありませんわ」


    「細かいこと言うんじゃねーよ。あたしは左だ」


    「大事なところですわ。わたくしは右ですわね」


    　え、え、と僕が言う間まもなくふたりは行動を開始した。


    　暗い廊下を音もなく走って詰め寄る。


    「なっ、お前ら──」


    　ひとりの退魔士エクソシストが気づいたけれど、遅かった。


    　ビスコはすでに男の正面に迫っており、


    「ちっと寝てな」


    　電撃を放出し、男はそれをまともに浴びる。


    「くっ」


    　もうひとりが懐ふところから武器を取り出そうとしたその背後へ跳躍するエリス。


    「ていっ！」


    「んが!?」


    　後頭部に叩たたき込まれる手刀。


    　がくり、と膝ひざから床につき、そのままくずおれた。


    「おい、今の音はなんだ！」


    　映画部の部室から別の退魔士エクソシストが飛び出してきた！


    「これは!?　クソッ！」


    　退魔士エクソシストは手にスイッチのようなものを持っていて、男の手がスイッチを押し込もうとする。


    　ビスコとエリスが動くのには間に合わない。


    「あらぁ、いい男ねぇ」


    「え？」


    　退魔士エクソシストの顔を両手でつかんだのは、サンラミアだった。


    　がばりとマスクを取っ払うと、サンラミアは迷わず男に──、


    「む、むぐ～～～～」


    　口づけした。


    　ぶちゅぅぅぅぅ、って感じのすごいやつを。


    　僕の横にいたホビットがぽつりと言う。


    「あー、吸っちまった。あの退魔士エクソシストの兄さんは、数日は立てないでしょうなあ」


    　サンラミアに解放された男は、ふらふらと背後によろめくと、壁にぶつかったまま溶けるように倒れ込んだ。


    　男の表情は穏やか──じゃ、ないか。なんていうかヨダレとかすごい。口元がにやにやしてて、ものっそい情けない顔。


    　ころん、と転がったスイッチをサンラミアが拾い上げる。


    「警報だったみたいねぇ」


    「相変わらずえげつねーな……」


    　ビスコが呆あきれたように、言った。


    



    



    　部室に入ると、中はお昼のときと変わっていなかった。


    　あかりちゃんは浮いているまま──つまり退魔士エクソシストたちは、あかりちゃんには特になにもしなかったってことだ。


    　あかりちゃんは青白い光に包まれている。


    　まるで眠っているみたいに安らかな表情だ。


    「あかりちゃん……」


    　なんとかしてみせるから。


    　だからもうちょっとだけ待ってて。


    「それじゃ準備するです」


    　カルラとホビットがなにやら機器を取り出す。二本のコードが飛び出ていて、たくさんのメーターとスイッチ、それにマイクがついていた。


    　カルラに言われるままに、僕とビスコ、エリスは並んでイスに座る。


    　ビスコを真ん中に三人で手をつなぎ、エリスは空いている右手でコードの一方をつかむ。


    「デモンがあかりと手をつなぐです。こっちのコードはあかりの左手につなぐです」


    　僕は左手を挙げ、あかりちゃんの右手をつかんだ。


    　温かい。


    　あかりちゃんは生きてる──当たり前だけど、ほんとうに当たり前のことなんだけど、そんなことを思って僕は思わず泣きそうになった。


    「準備はいいですか？」


    　カルラに聞かれて、僕らはうなずいた。


    「最後にもう一度言うです」


    　あかりちゃんの手にもコードをくっつけて、機器へ戻ったカルラ。


    「ダイブしたら、迷わず悪魔を全部倒すです。そうすれば……あかりはデモンの記憶を失い、あかりは能力覚かく醒せい前に戻るです」


    「わかった」


    「ほんとうに、これでいいですね」


    「うん。誰も死なずに済むのなら、僕はがんばる」


    「…………」


    　なにか言いたげだったけれど、カルラはそれ以上は言わなかった。


    「それじゃみんな、あかりのことを考えるです。目を閉じて、ゆっくり呼吸をして──エリスは障しよう気きがきついかもですけどがんばるです」


    「わ、わかってますわ」


    　エリスは正しよう真しん正しよう銘めいの人間だから、魔界の障気がかなりきついみたいだ。


    「みんなの気持ちを一致させるです。気持ちが完全に一致していないと難しいですよ」


    　僕はあかりちゃんのことを考えた。


    　あかりちゃんは優しくて、頭もよくて、誰からも好かれていて。


    　すっごいかわいい女の子なんだけど、僕はあかりちゃんの外見じゃなくて、あかりちゃんがどんなことを話して、どんなときに笑って、どんなときに悲しそうにしたかってことばっかり考えてた。


    　あかりちゃん、僕が悪魔の血を引いていること、黙っててごめん。でも話してしまったらそれはそれで能力覚かく醒せいにつながっちゃってたんだね。なんだかとっても複雑な気持ちだよ。


    　でも今は、僕のことなんかどうでもいいんだ。


    　あかりちゃんは僕のことを忘れてしまうみたい。それはどういうことなのか、今でもよくわからないよ。


    　でもあかりちゃんを守るためなら、僕は──僕はきっとやり遂とげられる。


    「グッドラック、です……」


    　カルラの声とともに、つないだ手から電流のようなものがピリッと流れてきた。


    　僕の意識がフッと飛んだ。
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    　おかしい。これは夢だ。


    　昼の日差しで明るい教室、昼休み、向き合う少年と少女。


    　女子のほうが──つややかに長く、豊かな髪を持っていて、彼女が微笑ほほえむだけで世界に平和がもたらされるんじゃないかっていうくらいのとーっても可愛かわいい女の子──七なな竈かまどあかりちゃんで。


    　その対面に座っている男子が、貧相きわまりない体つきで顔もとりたててパッとせず頭の中身もパッとしない──ええ、まぁ僕ですけど。


    　あかりちゃんが、僕の目の前にいる。


    　うん、わかってる、それくらいなら夢だと疑うほどじゃないね。


    　でもね……そのあかりちゃんがね、


    「はいデモンくん、あーん」


    　見るも美しい黄色の、卵焼きを、ハシでつかんで僕に差し出しているのだとしたら？


    　えっと……夢、だよね？


    　周囲を見回すと、こちらを注目するクラスメイトたち。


    　ほら見て、みんな凍りついてる……いや、凍りついてはない。


    　っていうか誰もいない。


    　あれ？　さっきまでみんないなかったっけ？


    「デモンくん？　卵焼き……嫌いだったっけぇ？」


    　あかりちゃんが悲しそうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「好き、好きっ、だけど」


    「よかった！　それじゃぁ食べてっ。はい、あーん」


    「あ、あーん」


    　ぱくり。


    　舌の上にとろりとする卵焼きがのっかる。


    　はむっ、はむはむっ……。


    「ど、どうっ？」


    　甘みがじわりと広がって、それでいて卵の深い味わいもあとから響く。嚙かみごたえは柔らかで、さくさくするりと呑のみ込める──。


    「お、おいしひ……」


    「ほんとっ!?　よかったぁ」


    　うおおおおおおおおうめええええええええええ！


    　危なかった、叫ぶところだった！


    「ね、デモンくんっ、明日から私がデモンくんのお弁当作ったら……ダメかなぁ？」


    「えっ」


    　いつの間にかあかりちゃんは僕の隣にあるイスへ移っていて、僕を三十センチくらいの距離で見つめる。


    「今、なんて……？」


    「もう、何度も言わせないでっ。あのね……デモンくんのお弁当、私が作りたいの……」


    　顔を真っ赤にしてうつむいて、あかりちゃんが言う。


    　ま…………マジで!?


    　なんですかその神展開!?


    　これなんかのドッキリ企画とかじゃないよね？　監視カメラが教室にしかけられてないか思わず探しちゃったけど、素直に喜んでいいんだよね？


    「あ、ありがとう！　そうしてくれたらすっごくうれしい──」


    　そのときふと、いつもお弁当を作ってくれるビスコの横顔が浮かんで、


    「ほんとっ!?」


    　浮かんだのだけど、ぱぁっと表情を輝かせたあかりちゃんが僕の腕をぎゅうっと抱きしめてきたせいで僕の頭はフリーズした。


    　ちょ、な、これ、柔らかい、あかりちゃん、手、だけじゃなくて、その、腕に、あかりちゃんの、む、胸が当たって、やらかくって、


    「幸せだなっ」


    　あかりちゃんが僕の肩に頰ほおを寄せる。髪の毛から漂う香りに僕の頭がくらくらした。


    　ど、ど、どうなっちゃったんだ？　あかりちゃん、こんなに積極的だったっけ？


    　っていうか──あれ？　僕なにか、大事なこと忘れてない？


    「ガッ──ピィー」


    　そのとき、教室の放送用スピーカーが音を立てた。


    「ピィ──あ、あー、こちら……ッガ、聞こえるですか？　カルラです、返事を──」


    　カルラ？　カルラがどうして放送なんかしてるの？


    「デモンくん、デモンくん」


    　あかりちゃんが僕にささやく。


    「え、あかりちゃん、今放送が……」


    「放送？　なにも聞こえないよ」


    　なんで？　こんなにはっきり聞こえるのに？


    「ガガッ──デモン、聞こえるなら返事するです！　お姉ねえちゃんとエリスは見つけたですけど、デモンがいないと──ピィー」


    　な、なんだこれ。カルラが僕に、なにか伝えようとしてる？


    「僕はここに──」


    　言いかけたとき、あかりちゃんの手が僕のあごに当てられた。


    「デモンくん、今日、お父さんとお母さんが旅行で家に誰もいないの……ひとりじゃ寂しいから、お泊まりしに来て欲しいなぁ……」


    　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお泊まり!?


    　ちょ、あかりちゃん!?


    　それは、それが意味するところは──ぼ、ぼ、僕らは中学生ですよ!?


    「あ、あのっ、うん、行きたいです行きます！」


    　本能が理性よりも先に返事したよ！


    　返事した──のだけど、僕の視界の片隅になんだか妙なものが映った。


    　窓の向こう、校庭の隅を歩いている人影。


    　赤色の短髪にガタイのいい男──イフリートだった。


    「あれ……？」


    　イフリート、イフリート、イフリート……え？　僕、やっぱりなにか大事なことを忘れてるんじゃ。


    「ガッ、ピィー……デモン！　返事しやがれです！　デモンが今しなくちゃいけないのは」


    　僕が、しなくちゃいけないことは。


    「デモンくん、うれしいっ！」


    「はうぅっ!?」


    　抱きついてくるあかりちゃん。


    　そうだ。


    　これは現実じゃない。


    　夢……夢でもない。


    「あかりちゃんを……救うこと」


    　瞬間、僕の頭の中になすべきことがよみがえった。


    　今はダイブ中、なんだ。


    　ここは、あかりちゃんの精神と同調して入り込んだ、あかりちゃんの無意識の世界。


    　あかりちゃんの中にいる、悪魔を倒さなくちゃ！


    「カルラ、僕はここだ！」


    　僕は叫んだ。


    　直後、突とつ如じよとして教室内にふたつの人影が出現した。


    　ビスコとエリスだ。


    「お、あれ、ここ……教室か？　あ、デモン！　アンタいったい今までどこに──」


    「よかったですわ。ようやく合流できまし──」


    　ふたりが硬直する。


    「ほ、ほぉぅ……？　アンタはここでお楽しみだったってわけか？」


    「え？」


    　言われて、僕はひしと抱きついたままのあかりちゃんに気づいた。


    「ちょっ!?　いや、あの、僕にもなにがなんだか──」


    「あ、あれっ!?」


    　弾はじかれるようにあかりちゃんも立ち上がる。


    「ビスコちゃんにエリスちゃん!?　ど、どうしようっ、私、私」


    　真っ赤になったあかりちゃんは頭を抱かかえてイヤイヤをするように首を横に振る。


    　瞬間、僕の頭がひび割れるかのように痛み出した。


    「ぐっ、あぅ!?」


    　エリスとビスコも僕と同じように痛むようで、ふたりとも頭を抱えてうめいた。


    「気をつけるです！　あかりのイヤがることはしちゃダメです！」


    　スピーカーから流れるカルラの声は、今度ははっきりしていた。


    「って、あたしがイヤってことかよ！」


    　反応するビスコに、


    「ともかく、あかりを気分良くさせておくことが大事です。そこはあかりにとって大事な記憶の世界です。あかりの好みのものだったり嫌いなものだったりが、強く反映された世界ですよ」


    　あかりちゃんの好みが反映……。


    　ということは。


    　あかりちゃんが僕に抱きついたってことは。


    「ま、まさか」


    　僕の身体からだがかぁぁっと熱くなる。


    　あかりちゃんは落ち着いてきたのか、胸に手を当ててふぅと息をついた。


    　まさか、あかりちゃん、は、ぼ、僕のこと、が、好──、


    「イフリートだ！」


    　ビスコの声で我われに返った。


    「そいつです。悪魔を倒すです！」


    「オッケー」


    「行きますわ」


    「あ、ぼ、僕もっ」


    　立ち上がろうとした僕の腕を、あかりちゃんがぎゅっとつかむ。


    「デモンくん、どこに行くの……？」


    　それは今にも泣き出しそうな顔だった。


    「デモン、あかりさんとどこかへ行ってらしたらよろしいですわ」


    　ぽんっとエリスの手が僕の肩に載せられる。


    　うん、エリスさん、言ってることはわかるんだけど、どうして僕の肩をすさまじい力でつかむの!?　い、痛いっ、痛いからね!?


    「あ、あかりちゃん、ちょっと教室出ようか」


    「えっ」


    「いっしょに来て、お願い！」


    「は、はいっ」


    　ぽわわ～っと頰ほおを赤らめたあかりちゃんがうなずく。


    　その向こうで、


    「あー、今のあたしならイフリート相手でも素手で勝てる気がする」


    「今日のレーヴァテインはいつもの数倍斬きれるような気がしますわ」


    　物ぶつ騒そうなこと言ってますね悪魔と退魔士エクソシストが！


    　逃げるように僕はあかりちゃんと教室を出た。


    



    



    　廊下に人影はなかった。


    　校舎にいるのは僕らだけっぽい。


    　あかりちゃんの無意識、記憶の世界──あかりちゃんの好きなものや嫌いなものが強く強く反映された世界。


    　僕と悪魔を結びつけるものとして、イフリートがいるのはなんだか納得がいく。ていうか思いっきりそのままだね。僕が悪魔の血を引いていることを、はっきりあかりちゃんが知ったのは僕がイフリートといたときだったわけだし。


    「デモンくん、どこに行くの？」


    「えっと──」


    　言いかけて、僕ののどは石ころでも詰め込んだみたいに言葉が出てこなくなった。


    　あかり、ちゃん？


    　僕の右手をそっとくるむふわふわした温かい──左手は、あかりちゃんのものですか？


    　これって、俗に言う「手をつなぐ」ってやつですか？


    「あっ……ごめんなさい、デモンくんこういうの嫌いだった？」


    「ききき嫌いじゃないよ」


    　窓ガラスがぴりぴり震ふるえそうなくらい高い声が出たけれど、嫌いどころか大好きに決まってますよ！


    　い、いや待て落ち着け、落ち着いて僕。このままじゃ手のひらから汗が三リットルくらいあふれ出そうだよ。僕、脱水症状になっちゃうよ。


    「えいっ」


    　あかりちゃんはそんなかわいらしい言葉とともに僕の右腕にぎゅっと抱きついた。


    　もう一度言うけど、僕の右腕に抱きついたんだ。


    「ピャァァァァス」


    　なんか変な言葉がほとばしったよ！


    「デモンくん!?」


    　だ、だって、しょうがないよね!?　僕、こ、こんなの、こんなふうに彼氏と彼女みたいなのって生まれて初めてで、


    「デモンくん……」


    　あかりちゃんが、そっと僕を見上げながらつぶやく。


    「ずっとこうしていられたらいいのにね」


    　僕はうなずいた。


    「うん、ほんとうに、ずっと、ずっとこうして──」
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    　ずっとこうしてはいられなかった。


    　なんでかって言うと、いきなり僕の目の前が真っ暗になったからだ。


    　真っ暗……じゃない。周囲が夜になったんだ、急に。で、僕は廊下にいたはずなのに、今は校庭に突っ立ってる。


    「な、なに……？」


    　あかりちゃんの記憶の世界であることは間違いないんだろう。


    　でもどうして、風景ががらっと変わったんだ？　あ、ビスコとエリスはイフリートを倒したってことかな？


    「あれ」


    　僕はもうひとつおかしなことに気がついた。


    　僕の右手……いや、左手もだ。なんか、うっすら向こうが透すけて見えるんだけど。


    「ウッ」


    　と誰かの声が聞こえたので振り返る。


    　よかった。ここにいるのは僕だけじゃなくて、ビスコかエリスがそばにいる──、


    「ガァゥ？」


    　毛むくじゃらの大男がいた。


    　えーっと。


    　毛むくじゃらっていうか狼おおかみを人型にしたような感じっていうか、


    「狼男ウルフマンンンンンンンンン!?」


    　そういやいたなこんなの！　校庭に現れたところまでいっしょじゃん！


    　前に狼男ウルフマンが学校を襲おそったときがあって──そうだ、僕、あかりちゃんが気絶したそのすぐそばで悪魔化したんだった！


    　こいつがその「象徴」の悪魔──じゃあ、こいつを倒せばいいんだ。


    「ガァッ！」


    「ひょあっ!?」


    　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの身体からだに、研とぎ澄すまされた爪。


    　振り下ろされた一撃をあわててかわして逃げる。


    　つーか無理！　僕ひとりじゃ無理！


    「か、か、か、カルラァーッ！　どこーッ!?」


    「……ここ、に……ですか……」


    　声が聞こえる！　僕のすぐそば──ポケット、携帯電話だ！


    「カルラ！」


    　走って逃げる僕を追いかける狼男ウルフマン。


    　携帯電話を取り出すと、カルラの声がノイズ混じりに聞こえた。


    「なんとか、位置がわかったです……より深い記憶世界に踏み込んだですから、カルラはこれ以上は追えないかもです……なんとかするです！」


    「僕ひとりでぇっ!?」


    　ピィーッという甲かん高だかい音とともに携帯電話は沈黙した。


    「ガアアアアアアッ！」


    「うわっ!?」


    　飛びかかってくる狼男ウルフマンの下に僕は組み敷かれる。爪の先が僕の肩に突き刺さる。


    「ぐぅっ」


    　脳天に突き抜けるような痛み。


    　狼男ウルフマンの口からはよだれがあふれている。


    　これ、ヤバイかも──。


    　狼男ウルフマンが勝利の雄お叫たけびを上げる。


    



    「ったく、今度はこいつかよ……休む暇ひまもねー」


    「まあ、なんだか懐かしい悪魔ですわね」


    



    　狼男ウルフマンの向こうでふたりの声。


    「アウ？」


    　狼男ウルフマンが振り返ったそこへ、


    「雑ざ魚こはどいてろってーのっ！」


    「遠慮なくやらせていただきますわ！」


    　青色の電撃が狼男ウルフマンの身体からだを走り、身体が浮いたところへレーヴァテインの光がなぎ払う。


    「ギャアアアアアアッ」


    　僕の上にいた狼男ウルフマンは吹っ飛んでごろごろごろっと転がった。


    　ふんっ、と腕組みをしてビスコが立っている。


    　その横にはもちろんエリスがレーヴァテインを構えていた。


    「す、すごい……すごいよふたりとも！　あっという間に倒しちゃうなんてっ。ふたりが協力したらこんなにも」


    「協力だぁ？」


    　ビスコがいち早くその言葉に嚙かみつくと、


    「協力どころか邪じや魔まされっぱなしですわ」


    　エリスが言い返した。
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    「それはこっちのセリフだよ！　あたしが倒したあとにのこのこ出てきて」


    「わたくしの横でちょろちょろされるとレーヴァテインでいっしょになぎ払ってしまわないかとひやひやしますわ」


    「な、ん、だ、とぉ～～～」


    「そちらこそ、なにをおっしゃいますの？」


    「ストップ、ストーップ！」


    　バトルが始まりそうなふたりの間に僕は割って入る──入ろうとして、立ち止まった。


    　止やめた。止ーめた！　ふたりのケンカを止めたら僕まで大変な目に遭あうんだった。すでに狼男ウルフマンのせいで肩がすごく痛いし。


    「デモン、止めに入らないんだな」


    「変ですわね」


    　なに期待してるんだよ！


    「とにかく悪魔を倒したんだよね？」


    　狼男ウルフマンから白い煙が噴ふき出して、その身体からだは徐々にうっすらと色が薄くなっていくみたいに見えた。これで倒した、ってことなんだろうか？


    「あら、デモン……なんだか変ではありません？」


    「え？」


    「アンタ、身体が薄くなってるじゃん」


    　やっぱり。エリスとビスコにもそう見えるんだ。


    　身体が薄くなる、ってことはもしかして。


    「あかりちゃんの頭の中から僕の記憶がなくなってる証しよう拠こ……だったりして」


    「…………」


    「…………」


    　ビスコもエリスも、黙っていた。


    　それは否定ではなく、むしろ肯こう定ていなんだろう。


    　僕が忘れられていく……その「象徴」なんじゃないかっていうこと。


    　あかりちゃんは、順調に僕を忘れている。


    　背筋に、氷を滑らせたような寒気がした。


    「あ、消えますわ」


    　僕らの前で、狼男ウルフマンの姿が完全に消えた。


    「これで二体目か。記憶をさかのぼってるなら、この狼男ウルフマンより前に悪魔に会ったことなんてなかったよな？」


    「たぶん……そうだけど」


    　僕がうなずいてから──ぱぁっ、と世界が白く反転した。
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    　まぶしい。


    　どこだろう、ここ……学校じゃない。


    　目が慣れるまで何度もまばたきをした。僕の前には、腰よりも低い高さの机が並んでいる。教室みたい。壁にはチューリップの絵や犬の絵が飾られている。


    　ただ、人の気配はなかった。


    「幼稚園……？」


    　僕の周りには誰もいない。


    　ガラス窓に僕が映っている──その姿を見て、凍りついた。


    　僕の姿はほとんどかすれていた。


    　ガラス越しの僕は、その向こうにある机やらイスやらも透すけて見えるほどだ。


    　両手を見る。半透明の僕の身体からだ。


    　薄い。


    　もうちょっとで、僕はあかりちゃんの世界からいなくなるってことだろうか。


    　たぶん、この幼稚園のどこかにいる悪魔を倒すことで。


    「しっかりしろよ、僕……」


    　覚悟していたじゃないか。あかりちゃんの命が無事なら、僕も魔界に行かなくて済むなら、なんでもやるって。


    　誰かが死ぬことに比べたら、あかりちゃんが僕を忘れちゃうくらい大丈夫。


    「…………」


    　めまいがして、僕は窓に手をついた。


    　あかりちゃんが僕を忘れちゃう。あかりちゃんが僕を忘れちゃう。あかりちゃんが、僕の知らない、誰かになっちゃう……。


    「行こう……」


    　それでも僕はやらなくちゃいけないんだ。


    　ここに来た目的はひとつしかない。あかりちゃんの中にいる悪魔を倒す。それであかりちゃんは能力覚かく醒せい前に戻る。


    　ふらつく足取りで教室を出た。


    　この幼稚園は、僕とあかりちゃんが通っていた幼稚園だった。見覚えのある水飲み場、見覚えのある砂場、見覚えのあるポスター。


    　ここに僕と悪魔を結びつける、あかりちゃんの記憶があるはずだ。


    　ひとつだけ心当たりがある。


    　僕が生まれて初めて悪魔化したときだ。


    　あかりちゃんを泣かした男の子がいて、僕はその子を許せなくて悪魔の力を解放しちゃったんだ。


    　外に出ると敷地内の園庭にジャングルジムがあった。もちろん見覚えがあった。


    　でもこのジャングルジムは昔、悪魔化した僕がぐしゃぐしゃにしたはずだった。


    　そういえば僕が初めて悪魔化したのを、あかりちゃんは記憶違いしていた。


    「老ろう朽きゆう化かしたジャングルジムが崩れて、黒くろ羽ば弟で門もんが七なな竈かまどあかりをかばった」っていうふうに。


    　たぶん、あかりちゃんは僕が悪魔化したのを直接は見なかったんだろう。だからそんなふうに記憶した。


    　でも、僕が悪魔的ななにかであることを知っちゃったんじゃないだろうか？


    　ああ……そっか。今さらだけど、僕わかった。


    　あかりちゃんが「開かれたままの扉」を開いたのは、あかりちゃんが幼稚園に通っていたころ、イタリアに旅行したとき。


    　それって、僕が悪魔化したすぐ後のことなんだろう。


    　あの日、僕が悪魔化なんてしなければ、あかりちゃんは「扉」を開くことなんてなかった。その「扉」のせいで今のこんなピンチになっちゃうこともなかった。「世界の危機」とか言われることもなかった。


    　すべては、あの日から始まったんだ。


    　歩いていくと、ジャングルジムの前にひとりの男の子がいた。


    　彼はこっちに背を向けていた。


    　彼の姿はくっきり見えていた。


    　それは──確認しなくてもわかる。


    　小さかったころの、僕だ。


    　最後の倒すべき悪魔は、僕なんだ。


    



    



    　どうやって倒したらいいかはわからないけれど、後ろから思いっきりぶっ叩たたけばいいのかな。僕が、幼かったころの僕をぶっ叩くなんておかしな構図だけど。


    　僕は、男の子の背後へと歩いていく。


    　彼はこちらに背を向けたままだった。


    　薄い僕の影が、彼の足にかかり、ふくらはぎに、腰にかかっていく。


    　両手を握りしめた。向こう側が透すけて見える両手を。


    　これで終わりだ。


    　僕らを悩ませていたとんでもない問題が片付く。あかりちゃんの記憶に、僕はいなくなる。


    　これでいいんだ。


    　これで──、


    「おにいちゃん、なにしてるの？」


    　聞こえた幼い声に、ぎくりとして動きを止めた。


    　服の裾すそを引っ張られる。その小さな手──その子は、赤い大きなリボンをつけた小さいあかりちゃんだった。


    「でもんくんを、いじめたらダメなの！」


    　ぷうっ、と頰ほおを膨ふくらませたあかりちゃんが僕を見上げる。


    「あかりは、でもんくんと、けっこんするんだから」


    　けっ、こん……結婚……？


    「でもんくんは、あかりが守るの」


    　その言葉を聞いた瞬間、僕の視界がにじんだ。


    「どうしたの？」


    「…………」


    「どうして……おにいちゃん、ないてるの？」


    　予想もしなかった言葉に、僕はなぜか涙をこぼしたんだ。


    「あ、でもんくん」


    　あかりちゃんは僕の横をすり抜けていく。ジャングルジムの横にいた小さい男の子といっしょに、奥へと走っていってしまう。


    　ああ、ダメだ、ダメだよ、あかりちゃん、遠くに行かないで。


    　僕は今から──僕は今から君を救わなくちゃいけないんだ。


    　追おう。追わなくちゃ。


    　わかってる。


    　それなのに──足が動かない。


    「くそっ、動け、動けよ……」


    　小さいころからずっといっしょにいたあかりちゃん。


    「なんでもするって言ったの、僕だろ……」


    　小さいころからずっと好きだったあかりちゃん。


    「どうして動かないんだよ……！」


    　小さいころからずっと好きなのは、あかりちゃんもいっしょだったんだ。


    　それなのに──僕のことを忘れちゃうなんて。


    「え……？」


    　肩に手を当てられた。


    「もう止よせよ」


    　泣き顔の僕が見たのは、ビスコだった。
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    「退魔士エクソシストはこの記憶の世界まで来られなかったみたいだ。あたしだけ、なんとか」


    　ビスコは言った。


    「あかりと過ごした時間の長さのせいかもしれない」


    　そうか……エリスはあかりちゃんと会ってまだ数か月だから。


    　僕は今の自分に気がついて、服の袖そでで顔をごしごしこする。


    「ご、ゴメン、早く悪魔倒さないとね。ここにいる悪魔──たぶん最後の悪魔だけど、見つけたよ」


    「あたしも、見たよ……アンタだろ」


    「そうなんだよ。ははっ、おかしいよね。おかしいけど、なんか納得できるっていうか……僕を忘れるためのことなんだから、最後は僕自身だっていうのも当然だよね」


    「…………」


    「行こうか。これで終わりだし。自分で自分を殴なぐるってなんかイヤな感じだけど」


    「デモン」


    　ビスコが僕の両肩をつかんだ。


    　それは、結構強い力だった。


    「痛い、ビスコ痛いよ。こんなふうに身体からだが半透明になってても痛いんだ」


    「デモン、もういい、もう止よせよ。そんな──そんなアンタ見てらんないよ」


    「僕はふつうだよ」


    「ふつうなわけねーだろ！」


    　ビスコが大声を上げ、僕はようやくビスコの顔をまともに見られた。


    　どうしてだろう、ビスコまでも今にも泣きそうな顔だった。


    「誰かが誰かをすっかり忘れるなんて……そんなの、そいつが死んでしまうよりつらいことだろ？　アンタがこれから先の未来ずっと、あかりを陰かげながら見守って生きてくなんて……あたしはそんなの見てらんないんだよ」


    　忘れられる、ということ。


    　忘れられて、これから生きていくっていうこと。


    　それがどれほどつらいのか──僕は理解せずにダイブしてしまった。


    「ごめんな、デモン」


    「ビスコが……どうして謝あやまるの？」


    「最初からそうしたらよかったんだ……」


    「え？」


    　ビスコは音もなく深い息をついて、そして驚くべき言葉を口にした。


    「『扉』はアブソルートさせよう」


    　それは迷いのない言葉だった。


    「で、『扉』が開いた瞬間、誰よりも早く魔界に行って『カギ』を使って『扉』を閉じる。どんな悪魔が出てくるよりも早く」


    「で、でも、それは」


    　僕が魔界に行くってことだ。魔界に行けばたぶん僕は死んじゃうんだろう。悪魔に殺されるのか、魔界の障しよう気きにやられてなのかはわからないけど。


    「最後まで聞け」


    　ビスコは真剣なまなざしを僕に向けていた。


    「魔界に行くのはアンタじゃない」


    「え……」


    　その真剣さが、「覚悟」という意味なのだと僕は知る。


    「アンタの代わりにあたしが行く」


    



    



    　言っている意味が理解できなかった。


    　代わりに行く？　代わりに行ってどうなるの？


    　そんな疑問はお見通しとでも言うようにビスコは続ける。


    「アンタの『カギ』の力を一時的にあたしに移すんだ。それで、あたしが『扉』を閉じれば問題は解決する」


    「な、そ、そんなことできるわけが」


    「できるんだ。デモン、憶おぼえてるか？　『血の契けい約やく』って」


    　ちのけいやく？　「血の契約」……「血の契約」。


    　前に聞いたことがある。確か、「血の契約」は結婚よりも重い契約だという。


    　でもその契約がどんな意味を持っているのかは知らなかった。


    「『血の契約』をすると、能力を移せるの……？」


    　ビスコはしっかりと首を縦たてに振った。一時的だけどな、と付け加えて。


    「契約のやり方はそう難しいことじゃない」


    「ち、血を吸うとか？」


    「そういうのもあるけど、もっと簡単な方法がある。お互いがお互いを受け入れて、口づけを交わすんだ。悪魔にとって……キスは、契約の一種だからな」


    　キスをする──それが「血の契約」に？


    「相手の全部を受け入れる覚悟で口づけを交わすんだ。あたしにはその覚悟がある。それでアンタがあたしを全部受け入れる覚悟をして……キスをすれば、契けい約やくは完了する」


    「で、でも」


    「そうしよう、それが一番いい」


    　ひとりで納得したようにビスコがまくしたてる。


    「あたしは悪魔だ、『カギ』を使ったあといくらでも逃げられる。アンタよりずっとうまくやれる。そしたら『扉』は消えて、あかりもアンタも今までどおりの生活に戻れるんだ。万事オーケーだろ？　まあちょっとばかり悪魔のことであかりとはぎくしゃくするかもしんねーけど、そこはうまくやれよな」


    「ビスコ、僕は」


    「デモン」


    　言いかけた僕の言葉を封じるように、ビスコがかぶせて言う。


    「あたしは、悪魔なんだよ……アンタがずっとなりたいと願ってきた人間じゃない。正しよう真しん正しよう銘めいの悪魔。そんなやつは、アンタの側そばにいないほうがいいんだ。あたしはさ──ほんのちょっとだけ、人間の世界に寄り道しただけ。もといた魔界に帰るんだ。それだけのことだろ？」


    　それだけのこと？


    　ほんとうにそれだけのこと？　僕はこっちの世界で暮らし、ビスコが魔界に帰るっていうそれだけのこと？


    　じゃあ、どうしてだよ。


    　どうしてビスコはそんなふうに悲しそうに、今にも泣きそうな顔で言うんだよ……。


    「アンタにとっては、口やかましい使い魔がいなくなるだけなんだ。それが一番いい……そうに決まってる」


    　僕はこのときはっきりと気がついた。


    　きっと今まで僕はビスコのことを勘違いしてきた。


    　どう勘違いしてきたかはまだわからないけど、ビスコがこんなふうに突き放すように言うのはいつだって僕を助けようとしてくれてるときなんだ。


    　それで、僕は気づかないことでビスコを──きっと傷つけてきた。


    　今でもだ。今も、ビスコを傷つけてる。


    「ビスコ」


    　僕は言った。


    「『血の契約』は……しないよ」


    　ビスコがハッとした顔で僕を見る。


    「どうしてだよ!?　アンタにとってそれが一番幸せなことだろーが!?　あっ……あたしのことを受け入れられないから、か？　そういう覚悟もできない──」


    「違う。違うに決まってる。ビスコのことなら全部受け入れられるよ」


    「じゃあ！」


    「僕はあかりちゃんが大事だよ。それにあかりちゃんが僕をすっかり忘れちゃったら、僕はめちゃくちゃ落ち込むと思う」


    　落ち込むくらいじゃ済まないだろうけど。


    　でも、それでも。


    「だからってビスコがいなくなったら、僕はもっと落ち込む」


    　口やかましい使い魔。ほんとうにそうだ。僕が朝あさ寝ね坊ぼうすると蹴けってきたりするし、食べ残しがあると怒られるし、歯を磨く時間が短いと正座までさせられる。


    　それはビスコがちゃんとしてて、僕がちゃんとしてないからだって思ってた。


    　でも違う。違った。


    　ビスコは僕を叱しかるとき、僕のことを思ってくれていたんだ。


    　僕のことを大事に思ってくれるからなんだ。


    「僕の側そばにいないほうがいいだなんて、勝手に決めるな」


    　ビスコが僕を見ている。ただじっと見つめている。


    　それは僕がなにを言っているのか必死で理解しようとしているような、そんな顔で。


    　そしてそのビスコの左目から、一筋の涙がきらりとこぼれた。
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    「あれっ──」


    　あわててビスコが左目をごしごしやった。


    「び、ビスコ？」


    「あれ、あれっ？」


    　目をごしごしやるビスコ。でも、涙がぽろぽろぽろぽろこぼれて止まらない。


    「ビスコ、大丈夫──」


    「大丈夫に決まってるだろ！」


    　ビスコは僕にくるりと背を向けて、両手で顔を覆おおった。そして言う。


    「アンタ、今言ったこと忘れるなよ」


    「忘れるわけないだろ」


    「あたしが側そばに、い、いても……いいんだな？」


    「うん、いてくれないと困る」


    　くるりとまたこちらを向いたビスコは、まつげが濡ぬれていて、鼻がちょっぴり赤かった。


    　でも、割りといつもどおりのビスコだった。


    「じゃ、しょーがねーから側にいてやる」


    「うん、ありがとうビスコ」


    「べ、別に感謝されるような……」


    「ううん、僕、勇気出たよ」


    　さっきまですくんでいた足は、今ではふだんどおりに動いた。


    「僕は、あかりちゃんの記憶の中の僕を倒す──それで、全部終わらせる」


    　あかりちゃんが僕を忘れてしまったとしても、あかりちゃんが別人になるんじゃない。


    　僕はまたもう一度、あかりちゃんに出会えばいいんだ。


    「ああ、わかった。あたしもサポートする」


    「うんっ、行こう！」


    　これでいい。


    　これが一番いい結末だ。


    　僕とビスコはふたり、走り出した──そのとき、だった。


    　ぐらり、と足下が大きく揺れた。


    「え？」


    　乗っている船が嵐に遭あって傾くような感覚。


    　ビシッ、と地面に亀き裂れつ。


    　ジャングルジムがバラバラに崩れ始め、幼稚園の建物が地面に沈み始める。


    「ちょ、ちょちょっと!?」


    　世界が崩ほう壊かいしていく。


    　そのとき僕は妙な声を聞いた。大勢の人間の争うような声だ。


    　なにが起きた、なにが起きてる──ひょっとして外の世界でなにかが起きてる？


    　地面が崩れ、僕らは宙に浮いた。


    「うわあああああああああああああああっ!?」


    　そして僕らは暗くら闇やみに呑のまれた。
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    「ぶはっ」


    　大きく息を吸って目を覚ますと、僕は先ほどと同じイスに座っていた。同じ映画部の部室。身体からだ中じゆうに汗をびっしょりかいていた。


    　あかりちゃんの無意識、記憶の世界からこっちへ戻ってきてしまった。


    「一体なにが──」


    　と思ったところへ、


    「我われらを襲撃するとは！　やはり貴様らは『扉』をアブソルートさせることが目的だったのだな！」


    「どうしてわからないですか!?　ほかにも方法だってあるですよ!?」


    「悪魔はやはり信用ならん！」


    「退魔士エクソシストはバカばっかりです！」


    　カルラと、見知らぬ退魔士エクソシストが言い合っている。


    　って、退魔士エクソシスト!?


    「なんで退魔士エクソシストがここにいる？」


    　僕の横で目覚めたビスコが言う。


    　あとちょっとだったのに──とは思ったけれど、まだ時間はあるはずだ。


    　もう一度ダイブする時間は残っている。


    　だけれど、


    「先ほど退魔士エクソシストが突入してきたのですわ。あまりに人数が多くてここまで押し込まれ──」


    　エリスが指さしたのは、ダイブするときに使った機械だ。


    　今はふたりの退魔士エクソシストが機械を押さえている。


    　ただでさえ狭い部屋に、数人の退魔士エクソシストと僕ら。廊下にも退魔士エクソシストがいるみたい。


    　その廊下から声が聞こえてきた。


    「教会からいなくなったと思えば、やはりここに来ていたか……」


    「お兄様！」


    　部室に現れたのはアルベルトだ。


    「エリス、今なら怒らないからこっちに来るんだ。退魔士エクソシストと悪魔はやっぱり相あい容いれない関係なんだよ」


    「お兄様は、この問題をどうやって解決するつもりですの？」


    「エリス。わかるだろう。今は世界の危機なのだ。残念だけど、誰かに犠ぎ牲せいになってもらうしかない」


    　アルベルトの目が、ちらりと、宙に浮いているあかりちゃんに向けられた。


    「それなら──」


    　エリスは僕のすぐ横でかがみ込み、アルベルトをにらみ返す。


    「わたくしも犠ぎ牲せいになりますわ」


    「なんだって!?」


    「デモンといっしょにわたくしも魔界に行きます。アブソルートまでここで待ちますわ」


    「な、な、なにを言うんだエリ……エリちゃん！　そんなことできるわけがない！」


    「できますわ。それはわたくしの自由ですもの」


    「ダメだ、ダメだそんなの、認められない、絶対ダメだ、ダメだ、エリちゃんが魔界に行くなんてほんとうにもう絶対ダメだからな！」


    「エリス」


    　僕も思わず言っていた。


    「エリスは人間だから、魔界に行ったら障しよう気きにやられちゃうだろ」


    「でもわたくしは行きたいのです」


    「いいからエリちゃんはこっちに戻っておいで！　でないと兄さんはこの怒りをそこにいるハーフの悪魔にぶつけてしまいそうだよ！」


    　ちょ、なんで僕が出てくるの!?


    「はーっ、シスコンとか気持ち悪すぎてやってられないですけどー。ね、お姉ねえちゃん？」


    　カルラ、君もたいがいシスコンだから。


    「そんじゃぁ、ま、お互い話も決裂ってことで……」


    「そうねぇ、ここは力ずくってことかしらねぇ」


    　ホビットとサンラミアが退魔士エクソシストに向き直る。


    　退魔士エクソシストたちがそれぞれ武器を構える。銀製の杖つえや、メイスだ。


    「ちょ、ちょっとちょっと……ここでケンカしてどうするんだよ!?　今そんなことやってる場合じゃ」


    「おい、待て」


    　ビスコが鋭い声を発する。


    「なんか……変な音が聞こえないか？」


    　みんな口を閉じる。


    　窓が閉じているせいもあって音はない。強しいて言えば時計の音が……壁に掛かっている時計はちょうどゼロ時になろうとしていた。


    　あ、聞こえた。


    　みしり、というなにかがきしむ音だ。


    　その音は──「扉」から聞こえた。


    　扉の表面に、小さな亀き裂れつ。


    　ぴしっ、ぴしぴしっ、と亀裂が広がっていく。


    「ね、ねぇ……『扉』がなんか」


    「変じゃねーか、まだ時間はあるはずだろ」


    「まるで脱皮でもするような……お兄様、これはどういうことですの？」


    「あれ？」


    　アルベルトが携帯電話を取り出し、その表面を見る。


    「悪魔観測所からメールが何通も来てるな……ええと、『アブソルートはあと一日ではなく、その日の二十四時である』」


    　僕らは顔を見合わせた。


    　かちり、と時計の長針がゼロを指した。


    



    　そして──それは始まった。


    



    　扉の表面がひび割れていく。乾いた音だ。何十年も、何百年も放置していた木を砕くように割れていく。


    　中から現れたのは金色の光。


    　ちょっと目を開けていられないほどにまぶしくて。


    　どこか神こう々ごうしささえ感じさせる光で。


    　僕は言葉を叫んでいたような気がするけれど、かき消された。


    



    　光がこの部室を包んで。


    　光がこの校舎を包んで。


    　ここにいる誰も彼もが光に呑のまれた。


    



    　ゆっくりと、つぶっていた目が明るさを感じなくなる。


    　光は徐々に収まっていく。


    　ほんとうの「扉」が姿を現した。


    　輝く光のゲート。上には金色の、鬼のような顔がくっついておりこちらを見下ろしている。


    　内側には虹にじ色の光がちらちらと見えた。


    　その先は──きっと。


    　魔界に続いている。


    「アブソルート……しちゃった」


    　僕はつぶやいた。


    「終わりだ……」


    　アルベルトがぽつりとつぶやいた。その肩はがっくり落ちている。


    「アブソルート？」


    「これが……」


    「おい、ひょっとしてマズイ状況なんじゃ」


    　退魔士エクソシストたちがささやき合う。


    　そこへ異変が起きた。


    　扉の向こうがわに……こちらへ迫ってくる、巨大な影があった。
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    「逃げろォォォッ！」


    　ビスコが叫んで、僕らはみんな我われに返った。


    　黒い塊かたまりが──塊、とは言えないかも。だってまだ端すら見えていないのだから──「扉」から飛び出してくる。


    「キィィィァァァァァァァァッ！」


    　咆ほう吼こうとともに窓ガラスがパンッ、パンッと順に割れていく。


    　その姿はおぼろにしか見えない。ただやたらに長い物体で、先っぽに頭のようなものがあった。そこには禍まが々まがしく、大きな紅あかい目が光っている。


    　そいつが口を開いた瞬間、赤色の光が口の中から弾丸のようにほとばしる。


    「え？」


    　いまだ呆ぼう然ぜんとしていたアルベルトの眼前に光が迫る。


    　かわせない──。


    「単点雷撃バースト！」


    　僕ですらそう思ったとき、青の光が赤の光を弾はじいた。


    　弾かれた光は天井と壁に激突し、すさまじい音と爆風とを巻き上げる。


    「ぼけっとすんな！」


    　ビスコだ。僕のすぐ横、突き出した右手から白い煙が立ち上っている。


    「アアアアアアアアアアアアアアッ！」


    　咆吼が響き渡る。


    　次の標的はサンラミアだった。


    「に、逃げてくだせぇ姐あねさん！」


    「────」


    　だけれどサンラミアは呆ぼう然ぜんと立ちつくしたまま動けないでいた。


    　ほとばしる赤の光──、


    「せぇぃっ！」


    　その光を銀色の軌き跡せきが弾はじき飛ばす。


    　赤の光は破れた窓から外へと飛んでいく。


    「エリス！」


    　サンラミアのすぐ前で、レーヴァテインを構えるエリスがいた。


    「今は悪魔も人間も争ってる場合じゃないんだよ！」


    　ビスコが叫ぶと、みんなの身体からだがびくりと動いた。


    「まずは脱出ですわ！」


    　エリスの言葉とともに廊下の退魔士エクソシストたちが反応した。


    「アブソルート……しちまった……」


    「ヤバイ、これ、やばいぞ！」


    「世界の終わりだ！」


    　退魔士エクソシストが浮き足だって逃げ出す。


    「チッ、腰抜け」


    　ビスコが吐き捨てるように言った。


    「おい、なにしてるんだデモン！」


    「あかりちゃんが！」


    　僕はあかりちゃんのすぐ側そばにやってきた。浮いたままだけれど、もうあかりちゃんの身体から光は出ていない。


    　その身体に、おっかなびっくり触れてみた──温かい。脈もある。


    「生きてるっ……！」


    　アブソルートは完了してしまった。


    　でも、あかりちゃんは生きてる。


    　思いがけず、泣きたくなるような衝動に駈かられる。


    「デモン、急げ！」


    　ビスコに言われ、僕はあかりちゃんに腕を回そうとした。


    「キィィィァァァァァァァァッ！」


    「危ないですわ！」


    　僕はエリスに思い切り腕を引っ張られた。


    　僕がいたところを赤の光が貫つらぬいていき、机を木こっ端ぱみじんに吹き飛ばす。


    「アアアアアアッ！」


    　その、黒くて長い悪魔はあかりちゃんをかばうように立ちはだかる。


    「お、お前、あかりちゃんを、あかりちゃんをどうするつもりだよ!?」


    「デモン、今は逃げましょう！」


    「逃げられるわけがないだろ!?」


    「ここにいては危険ですわ！」


    「だからってこのまま逃げるなんてできっこ──」


    　スパァンッ、と僕の頰ほおが鳴った。


    　軽い衝撃、そのあとにヒリヒリとした痛み。


    「え」


    　エリスが、僕をひっぱたいたのだった。


    「落ち着いてください。あの悪魔がああしているということはあかりさんに危害は加えませんわ。あかりさんは人間ですから魔界へ連れて行けないことも悪魔はわかっています。今は、一度距離をおかないと。勝てるものも勝てませんわ」


    「は、はい」


    「行きましょう」


    　腕を引っ張られて僕は走り出した。


    「急げ、デモン、退魔士エクソシスト！」


    　先をビスコが走る。


    「来るぞ！」


    　背後から赤の光が迫ってきて、廊下の壁をぶっ壊した。


    「まずは外だ！」


    　悪魔が廊下に飛び出てこちらをにらむ。


    　赤い光が弾はじける寸前、僕らは階段に駈かけ込み、飛ぶように下へと降りていった。
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    　校庭へ出た僕の目に飛び込んできたのは、空中に浮かぶ巨大な魔法陣だった。


    　紫色に光る紋もん様ようが、ぐるぐると回転している。


    　部室の方角を見ると、窓や壁を突き破って巨大な──これがあの悪魔──蛇へびがこちらを見下ろしている。


    「ウロボロスかっ……！」


    　ビスコが吐き出すように言った。


    「う、ウロボロスって？」


    「北欧神話に登場する蛇ですわ。退魔士エクソシストはこう呼びます、『始まりと終わりの獣けもの』と」


    「神しん格かく悪魔──っていうか、ネリィの化け身しんだ。奴やつの本気モードだよ！」


    　ネリィ。


    　やっぱりネリィか。


    　どれくらいの太さがあるんだろう。現実感を失わせるくらいに太くて、長い。きっと身体からだの先は「扉」の向こうまでずっと続いているんだろう。


    　表面は鈍にぶい金色。


    　顔は蛇へびそのもの。紅あかに輝く巨大な瞳ひとみ、四本の曲がった牙きば。


    　僕らにできることは、もう、「扉」を閉じることしかない。


    　でも「扉」はウロボロスによってふさがれてると言ってもいいかもしれない。だからこっちから魔界へは行けない状態だ。逆に言えばウロボロスのせいで他の悪魔が出てきていないとも言えるんだけど。


    　今のうちに、なんとかしてあかりちゃんを助けないと。


    　で、魔界へ行って「扉」を閉じる。


    　ぎゅっ、と右手を握りしめる。


    　僕の右手の「カギ」は、黄金色に輝いていた。


    　そのためにはまず、ウロボロスをどうにかしなくちゃ。


    「キィィィァァァァァァァァ────」


    　赤の光が何発も何発も降り注ぐ。


    　魔法陣がそれを防ぎ、赤と紫の混じった光が爆薬のように爆はぜる。


    「ネリィのやつ、出てきたばっかりだからこっちの空気に適応できてねーな」


    「どういうことですの」


    　ビスコの言葉に、エリスが短くたずねる。


    「悪魔にとっちゃこっちの空気は毒なんだよ。人間が魔界の障しよう気きにやられるようにな。だけど──しばらくしたら慣れる。ネリィならほんとにすぐだ」


    「ビスコっ、慣れたら、どうなっちゃうの？」


    「あの魔法陣なんて、金魚すくいの紙より簡単に破っちまうよ！」


    　退魔士エクソシストたちが銃やなんらかの道具でウロボロスに攻撃をしかけている。


    　蛇の皮ひ膚ふ表面で銀色の光が弾はじける。かすり傷にもなってない。


    「やべーな、これ。とにかくもっとでかい結界を張らなきゃダメだ。どうにかしろ退魔士エクソシスト」


    「今でも限界ですわ！」


    「もっと人を集めろ！　これじゃマジでこの町、いや、世界がヤバイぞ！」


    「無理をおっしゃらないで！　結界を張れる人間なんてなかなかいない──」


    「それじゃぁ、悪魔ならどうなのぉ？」


    　現れたのはサンラミアだった。


    　そして、


    「悪魔の魔力と退魔の力は表ひよう裏り一体なのよぅ」


    　サンラミアの背後にいる──三十人ほどの、


    「え、み、みんな……悪魔なの？」


    　見た目は人間、だった。


    　子どもから老人までいろいろな。


    　ホビットがうなずいた。


    「へい、ウロボロスが出てきてやべーってことで、悪魔ネットワークで声かけましてね。時間が時間なんでこれしか集まりやせんでしたが」


    「でもこれは悪魔と人間の……戦いで」


    「そう思ってたんだけどぉ、そっちの退魔士エクソシストさんにもかばわれちゃったしねぇ」


    　サンラミアはエリスを指さした。


    　ああ、さっきウロボロスの攻撃から──。


    「旦だん那な、なんだかんだ言ってもここにいる連中はこっちの世界が好きで、こっちの世界が荒れるのを望んじゃいません。だから」


    「もうそれ以上ごちゃごちゃ言わなくていい」


    　ビスコが言った。


    「力貸してくれんだろ？」


    　悪魔たちがうなずいた。


    「よし、そんじゃ結界に協力できるやつはそっちだ！　腕うでっ節ぷしに自信があるヤツは──蛇へび退治と行こうぜ」


    　ビスコの言葉にオオオオッと悪魔の声が上がる。


    　そのとき大きな悲鳴が上がった。


    　魔法陣が破け、退魔士エクソシストたちに赤の光が直撃する。


    「急げ！」


    　ビスコの声とともに悪魔たちが行動した。


    　さすがに、と言うべきなのかわからないけど、悪魔たちは戦いに慣れていた。


    　負傷している退魔士エクソシストの元に駈かけ寄り、校庭の隅へと運んでいく悪魔。


    　ウロボロスの周囲を囲み、結界を発動させる悪魔。


    　ビスコとともに悪魔へ向けて魔力弾を放つ悪魔。


    「お兄様！」


    　僕とエリスは退魔士エクソシストを指揮しているアルベルトのそばへと駈け寄った。


    「こ、これは……あの者らは悪魔……それが、どうして」


    　呆ぼう然ぜんとしているアルベルトに、エリスがため息をつく。


    「お兄様、まだおわかりにならないの？　わたくしと、まぁ、不本意ではありますがあのビスコとがこれまでどうしていっしょに行動してきたのか」


    「同じなんですよ」


    　僕は言った。


    「みんな大事なものを守りたいだけなんです。だから、力だって合わせるんです」


    　呆ぼう然ぜんとしていたアルベルトの瞳ひとみに、光が戻っていく。


    「そのとおりだ。こちらは退魔士エクソシストを立て直そう」


    　僕とエリスがほっとして顔を見合わせると、


    「そうだ。デモンくん、君の父上から伝言だ」


    「父さん？」


    　突然の「父」という言葉。


    　電話をかけてもつながらなかったのに。


    「イタリアの退魔士エクソシスト本部前にも『扉』が出現し、そこから神しん格かく悪魔が出てきたらしい。七なな竈かまどあかりの能力が覚かく醒せいしたせいで、現在は世界中の『扉』を開く能力者たちに影響を与え、その力が暴走しているらしい」


    「ええええ!?」


    「だが君の父上、黒くろ羽ば夜よる彦ひこが先頭に立って悪魔を食い止めている。時間はかかるが倒せるということだ。そして君への伝言だ」


    　アルベルトは言った。


    「『日本のこと、あかりちゃんのことは、頼んだぞ』」


    「父さんが、僕に……」


    　頼む……だって？


    　ああ、もうっ。


    　わかってるよ、がんばってるよ僕だって。


    　言われなくたって、あかりちゃんのことは僕が誰よりもがんばれるんだから。


    「頼まれました」


    　僕が言うと、アルベルトは、


    「いい返事だ」


    　にやりと笑った。


    「それではデモン、まいりましょう」


    「うん」


    　エリスとともに走り出す。


    　身体からだの底から湧き上がってくる力。


    　全身の筋肉が張り裂さけそうになって、頭の中心が白くとろけそう。


    　夜中だっていうのに視界は完全にクリア。


    　砂さ塵じん、焦こげついたにおい、夏をまだ感じさせる夜風を鼻が感じる。


    　悪魔の力を解き放つ。


    　僕らは最前線にいるビスコと合流する。


    「最愛のお兄様とのお別れは済んだのかよ？」


    「ええ、済みましたわ。睡眠不足はお肌によろしくないので、早く終わらせましょう」


    　ビスコの憎まれ口にエリスがさらりと返した。


    　僕とエリスは、ビスコに並んでウロボロスへと立ち向かう。


    



    　　　　　　４


    



    　校舎という巣穴から首だけ出している蛇へび──そんなふうにも見えた。


    　顔は車ほどに大きい。


    　ウロボロスの紅あかい瞳ひとみが僕らに気づく。


    「シュシュシュゥゥゥ…………」


    「こっちの世界に来るなよ！　魔界へ帰ってもらう！」


    　僕が言うと、言葉は理解できるのかウロボロスは大口を開けて笑った。


    　空気が震ふるえ、突とつ風ぷうが起きるほどの笑いだった。


    「お前がこっちの世界を滅ほろぼしたいのか、征服したいのか、僕は知らないよ。でもな、こっちの世界にいる悪魔は人間といっしょに生きる道を選んでるんだ」


    　僕は人間も悪魔も両方見てきた。


    　幼なじみのあかりちゃん。


    　家のことはビスコがやってくれた。


    　エリスからは退魔士エクソシストのことを教えてもらった。


    　カルラはなかなか人間を信用しないけれど、きっとそれがふつうの悪魔なんだと思った。


    「人間といっしょに生きるのは、悪魔にとって大変かもしれない。でもそれでも──大事な毎日なんだ。それなのにお前が、そんな毎日を壊すって言うなら」


    　僕の横でエリスがレーヴァテインを構え、ビスコの右手に雷いかづちが宿る。


    「絶対に、容よう赦しやしないからな！」


    　戦いが始まった。


    



    



    　僕らに向かって、雨のように赤の光を降らせるウロボロス。


    「単点雷撃バースト！」


    　ビスコは電撃でウロボロスの攻撃を打ち落とし、エリスは光をかいくぐってウロボロスに迫っていく。


    　ジャンプした僕の正面にも赤の光。


    「だぁっ！」


    　思い切り右手で弾はじくと、意外にたやすく光は横に飛んだ。光は校舎に当たって柱の一部をへこませた。


    「ウロボロス──ネリィ！」


    　悪魔の力をここまで発揮できたことはなかった。


    　僕の身体からだは優に十メートル以上は跳んでいる。


    　蛇へびの顔、正面にいる僕。うろたえるウロボロス。


    「うおおおおおおおおっ！」


    　右の拳こぶしを握りしめ、思いっきり身体をひねり、ぐるんと繰り出す──。


    「がっ!?」


    　瞬間、丸太のようなヒモ──ウロボロスの舌がしなって僕の脇わき腹ばらにめり込んだ。


    　みしりとあばらが鳴る。衝撃とともに僕の身体は「く」の字になって横に吹っ飛んだ。


    　宙を浮く感覚と、落下。


    　地面にぶち当たる瞬間、両手両足をついた。ざざざっと地面の上で滑る僕。


    「げほっ、かはっ」


    　強烈な吐き気と、両手が焼けつくように痛い。


    「デモン！」


    「だ、大丈夫！」


    　ビスコに言葉を返した僕は、ウロボロスの真下に到着しているエリスを見た。


    　ウロボロスの長い胴体がだらりと垂たれていて、もう地面に届こうというところ。


    「てやああぁぁっ！」


    　レーヴァテインを真上から真下へ、きれいに振り下ろす。


    「キィィィァァァァァァァァッ!?」


    　ウロボロスの咆ほう吼こう。


    　エリスの斬ざん撃げきは、ウロボロスの鱗うろこを破り皮ひ膚ふに亀き裂れつを入れる。


    　赤い血が噴出した。


    　いいぞ！　ちゃんと傷をつけられる！


    　退魔士エクソシストたちがこれを見て歓声を上げる。だけれど当のエリス本人は、ウロボロスの前で呆ぼう然ぜんとしていた。


    「エリス！」


    　僕の声でハッと我われに返るエリスだったけれど、遅かった。


    　ウロボロスが光の雨をエリスに降らせたのだ。


    　一発をレーヴァテインで弾はじき、二発目を弾き、でも次の二弾が一いつ斉せいにエリスに迫る。


    「くっ」


    　横っ飛びに跳んで転げるエリス。光が地面に着弾して、派手に爆発すると、爆風に巻き込まれたエリスの身体からだは数メートル吹っ飛んだ。


    「こっち！」


    　駈かけ寄ったビスコがエリスの身体を引き上げる。


    「うっ、不覚ですわ」


    「なにボーッとしてんだよ！」


    「レーヴァテインが……変化していますの」


    　安全圏へ逃げたふたりの元へ僕も近寄った。


    　エリスが手にしていたレーヴァテインは、確かに形を変えていた。


    　今まで尖とがった銀色の棒という感じだったのが、ちゃんと銀色の刀身が現れ、美しい紋もん様ようの彫ほり込まれた柄つかがある。


    　それは逆さにすると十じゆう字じ架かのようにも見えた。


    　ビスコが言う。


    「もとはロキが寄越したもんだからな……悪魔の力に影響を受けたんだろう」


    　ロキはたしか、以前に僕らの前に現れた神格悪魔だ。なにか特別なしかけでもあるのか？


    「とにかく、今はあいつをブッ倒すぞ！」


    



    



    　攻撃が効きくとわかって息を吹き返した退魔士エクソシストと悪魔たち。


    　魔法陣はさらに強化され、魔法陣の下に潜り込めば赤い光は完全に防げた。


    「行け、手をゆるめるな！」


    　アルベルトの声で退魔士エクソシストたちが動き、


    「一直線に跳ぶな、横から揺さぶれよ！」


    　ビスコの声で悪魔たちが動く。


    　僕も走った。走って、跳んで、思いっきりぶん殴なぐった。


    　ウロボロスの鱗うろこはまるで金属の板でできているかのように堅くて、僕の手は殴るたびにじーんと痺しびれた。


    「うあ！」


    「ぐほぉっ!?」


    　でも、ウロボロスだって黙ってやられているばかりじゃない。


    　赤い光が降り注ぎ、近くまで寄ってきた者には舌をムチのようにしならせて痛烈な一撃。


    　光の直撃を食らった退魔士エクソシストが大やけどを負おって吹っ飛び、舌の攻撃を食らった悪魔が足の骨を折って運ばれていく。


    「はぁ、はぁ、くそっ、なんで、こいつ、こんなに」


    　僕らは攻撃を繰り返した。


    　繰り返したんだ。


    　三十分？　違う、もっと長い。


    　悪魔化した僕ですら息切れして、服もあちこち破けて泥どろだらけになって、身体からだ中じゆうから汗が噴ふき出て髪の毛も汗で濡ぬれていて、手の甲こうで口をぬぐうとべっとりと血がついていた。


    「なんで、はぁ、こいつ──」


    　僕はウロボロスを見上げて愕がく然ぜんとした。


    　そこにいたウロボロスは、ほぼ無傷だったのだ。


    



    



    「効く攻撃と効かない攻撃がある」


    　僕の横でアルベルトが言った。白い退魔士エクソシストの服、それも泥だらけだ。出血してあちこちを赤く汚していた。


    「はぁっ、はぁ……ど、どういうこと……」


    　僕は息を整える。


    「効いているのはエリスの攻撃だけだ。他の退魔士エクソシストの攻撃は、銀の弾丸を何発撃ち込んでも、斬きりつけても弾はじかれる。こんなこと今までの悪魔にはなかった」


    　遠くで叫び声が聞こえた。


    　ついに、魔法陣に亀き裂れつが入ったのだ。


    　早くしないと、こっちが総崩れになる。


    　もう動けるメンバーは最初の半分程度。後方に連れて行かれてぐったりしている、痛々しい姿の退魔士エクソシストや悪魔が目に入る。


    「なんでエリスだけが通じるんだ……」


    「エリスじゃなくてレーヴァテインですね」


    　背後から声が聞こえた。


    「カルラ──え、それ、なに？」


    　ちょっと離れたところにいるカルラは、ホビットを使ってまたなにか機械をセッティングしていた。


    「トマトを大きくする機械ですけど？」


    　またそれか！　あかりちゃんのお祖じ父いちゃんちでの悪夢がよみがえる。


    　いや、でも──あれくらい大きければ、ウロボロスにぶつけるにはちょうどいいかもしれない！


    「ジョークです」


    　はい、ウソでした。


    「無駄なジョークとか今言わないで……僕、ツッコミ入れる余よ裕ゆうもないから……」


    「ネクロマンサーよ、レーヴァテインがなんだというんだ？」


    　アルベルトがたずねると、カルラが答えた。


    「魔力を合わせ持った攻撃しか受けつけないようですね、ウロボロスは。ちゃんと調べなくちゃわからないですけど、退たい魔ま単独の力を防いでいるです」


    「こちらの世界では退魔士エクソシストが待ち伏せしているだろうと予想していたと？　こちらも結界を張っていたのだから、向こうも考えることは同じか」


    　それを聞いて僕は、


    「で、でも、退魔の力と悪魔の力って裏表みたいなもんなんでしょ？」


    「だから今準備してるです！」


    　カルラは機械のひとつを指さしたけれど、巨大な冷蔵庫のような箱にアンテナがいっぱいついていた。


    「じゃじゃーん！　カルラの新発明、その名も──」


    「おい、名前はいいから効果を言え」


    「なにをしていますの！」


    　そこへビスコとエリスがやってきた。


    　ビスコもエリスもところどころ傷を作っていて、息が上がっていた。


    　カルラは不満そうだったけど、ビスコがあまりに真剣な顔をしているので渋々説明した。


    「ウロボロスが使っている結界の効力を失わせるです。退魔の力と悪魔の力の両方に効果が出ちゃうですからこの学校を覆おおってる結界とか魔法陣も消えるですね。あと、そう長い間はできないです。ただ機械が動いている間は──」


    「あの蛇へびに攻撃が通じる、というわけだな」


    　アルベルトが言った。


    「そうです。こっちの防御もなくなるですけど──ま、この様子なら気にすることもないですね」


    　カルラが魔法陣をちらりと見上げて言った。


    　もうひび割れがひどくて、いつ壊れてもおかしくない。


    「機械が発動している間が、チャンスです」


    　カルラは言った。


    「たぶん、最初で最後のチャンスです」


    　カルラの発明で効果が出なかったものは今までなかったから、そこは信頼できる。


    　でも、もしその機械が動いている間にネリィを倒しきれなかったら？　結界を解いたネリィすら倒せなければ──。


    　ごくり、とつばを呑のんだ。


    　僕らは全滅する。


    　そしてネリィはこの世界に解き放たれる。


    「わかった」


    　アルベルトが淡たん々たんと言った。


    「準備が整ったら合図を出してくれ。それまで私がウロボロスを引きつけよう」


    　そして、右手に長剣、左手に銀色の拳銃を構えて歩き出した。


    　僕にはその申し出がなんだか意外だった。


    「あ、アルベルトさん、あの……カルラのこと、信じてくれるんですか？」


    「ふん、かわいい妹の前でちょっとだけカッコをつけようかと思っただけだ」


    　こちらに首だけ振り向けてアルベルトは言った。


    「お兄様、お気をつけて」


    「ケガしたらエリちゃんの膝ひざ枕まくらがあると信じて行ってくるよ！」


    「そんなことはしませんがいってらっしゃいませ！」


    　アルベルトは走り出した。その動きは他の退魔士エクソシストよりも際きわだってすばやかった。ウロボロスの攻撃を次々かわしながら、どんどん近づいていく。


    「さて、あとはこっちの準備ですけど──実は機械はもうオッケーです」


    　カルラが言った。


    　機械はカルラを中心に三機並べられている。コントロールレバーが並んでいてその上には数多くのメーター。


    　ボタン類があるパネルにはひとつの手が……田た中なかさん！　田中さんの手がボタンをいじってる！　大丈夫なのか!?　これ最初で最後のチャンスなんだろ!?


    「あとはエネルギーだけです！」


    「エネルギー？」


    「はいです。強力な魔力を流し込むことで機械を作動させ、あらゆる結界を解除する波動を生み出すです。その魔力を誰が流し込むのかということですが──」


    　カルラの目はひとりを見ていた。


    「あ、あたしかよ！」


    　ビスコだ。


    「はい、お姉ねえちゃんが一番です。電撃の魔力はエネルギー転換しやすく、それに放出魔力の量もお姉ちゃんが抜群に多いですから」


    「でも今まででさんざ電撃ぶっ放したぞ？」


    　ああ、確かに、ビスコは今の戦いで結構な量の電撃を放ったはずだ。


    「…………」


    「………………」


    「……どうしたらいいですかね？」


    　うおい、万事休すかよ!?


    「魔力を回復させる方法なら、まぁ、あるっちゃあるけど……」


    「な、なにビスコ、その方法って！」


    「でもそれにはアンタに手伝ってもらわないといけないけど……」


    「僕にできることならなんでもするよ！」


    　と言ってから、僕は気づいた。


    　あれ、ビスコの魔力を回復させる方法って前に聞いたような気がするけど……。


    　みんなの視線が僕に集まってる。


    「あ、あのう、ひょっとして……」


    　ビスコが僕から目を逸そらして──ちょっとだけ頰ほおを赤くしてうなずいた。


    「キスするんだよ……」
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    「ダぁぁぁメぇぇぇぇですわーっ！　そんな、こんな公衆の面前で、しかもわたくしという婚約者がありながっ──がふっ」


    　騒ぎ出したエリスを背後からホビットが押さえる。


    「退魔士エクソシストの姐あねさん、ここは堪かん忍にんしてくだせえ！　すぐですから、すぐのことですから！」


    「カルラも反対です……けど、それしか、それしか方法がないというのなら……デモンをあとでぶち殺すってことで納得するですけど……」


    　それ納得してないから！


    　あとカルラの横で田た中なかさん（の手）がパネルの上でじたばたしてるよ！　なんだよ、なんなんだよそのアピール！


    「そ、その、ほ、ほんとに、キス、しなきゃ、ダメ……？」


    　だってあの、その、キスでなんとかなるの？　マジで？　「血の契けい約やく」もそうだったじゃないか──あ、そうか、キスってのはだからこそ逆に万能なのか。


    　納得。


    　い、いいや、納得できないよ!?


    　ビスコは僕から視線を外したまま、すねたように口を尖とがらせている。


    「イヤなのかよっ……！」


    「い、イヤじゃ、な、ないかも」


    　あれ、僕なに言ってんだ!?　え、でも、僕あかりちゃんが好きなのに他の女の子とキスとかしたら、ほんとは、だ、ダメだよね!?


    「それならいいけど」


    　そしてビスコは僕の前へ立った。


    　え、ま、マジでキスするんですか。ほんとですか。ここでするんですか。周りみんな見てますけどいいんですか。


    　うわああああ、頭がパニックになるよ!?


    　ビスコの視線は僕と同じくらいで。彼女はそっと目を閉じた。


    　ほほほ、ほんとに、するんだ──。


    　じ、自分からキスをするっていうのは、なんだかものすごく勇気が要いる。


    　僕の心臓はバクバク言ってる。


    　身体からだ中じゆうから汗が噴ふき出して、熱くなって今にも肌が燃えそうで。


    　ウロボロスが放つ赤の光と、退魔士エクソシストの放つ銀色の光が混じり合って、ビスコの横顔を照らしていて。


    　ものすごく場違いな感想だとわかっているけれど──ビスコはとてもきれいだった。


    　顔をゆっくりと近づけて。


    　僕とビスコはキスをした。


    　唇くちびると唇が触れ合った瞬間、それはあまりにも気持ちよくて、すぅっと気が遠くなるような感じがした。


    「──んっ」


    　目を開けた僕が見たのは、半歩後ろに下がってこちらをいたずらっぽく見つめているビスコだった。


    「魔力のチャージ完了。……へったくそなキスだけどっ！」


    　かぁぁっと僕の顔が赤くなる。


    「そ、そ、そ、そんなこと言ったって！　僕がうまかったら、そっちのほうが！」


    「ウソだよウソ」


    　ビスコは僕の耳元でそっとささやいた。


    「気持ちよかったよ……？」


    　僕の顔はこれ以上ないというくらい赤くなっているに違いなかった。


    



    



    　ホビットどころか他に三人の悪魔がかかってようやく押さえつけていたエリスは、解放されるや僕のところへ飛んできた。


    「誘惑はされませんでしたの!?」


    「は、はい」


    「あのサキュバスとは、この件が片付いたらきっちり話をつけなければいけないようですわね……」


    　エリスさん？　ツインテールが逆立ってますけど、僕、余計なことは言わないほうがいいですよね？


    　ビスコは元気いっぱいで──ほんとうに魔力を回復したんだなあと思う──カルラの指示どおり、ひとつの機械の前に立った。


    　そこには一本のポールが立っていて、目線の高さに水すい晶しょう球が置かれている。


    「それを握って思いっきり魔力を解放するです。そうすれば機械が動くです」


    「わかった。でもカルラ、思いっきりやっちゃったら機械がぶっ壊れるかもしんないよ？」


    「お姉ねえちゃんの魔力は大体わかってるから大丈夫ですよ」


    「今のあたし──アンタが想像もしないくらい魔力に満ちあふれてるけど」


    　その言葉は正しかった。ビスコの肌の表面から、髪の毛から、バチンバチンと電気が弾はじけているのが見えた。放っておいても電撃があふれるくらいなんだろう。


    　な、なんか僕が恥ずかしいのはどうして!?


    「それじゃ、退魔士エクソシストに合図するです！」


    「わかりましたわ」
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    　エリスはうなずき、アルベルトの名を呼んだ。彼もこちらを見て小さくうなずいた。


    「キィィィァァァァァァァァッ！」


    　ウロボロスが叫び、赤い光が降り注ぐ。


    　魔法陣に巨大な亀き裂れつが走った。


    　急がないと！


    「それじゃ、お姉ねえちゃんお願いするです！」


    「よし──」


    　ビスコがすぅっと息を吸い込んだ。


    「うううううううりゃぁぁぁっぁぁぁぁっぁぁぁぁぁっぁぁぁぁあああああああああ！」


    　バキン、という音が最初だった。


    　それは僕らの周囲を取り巻く空気に亀裂が入った音だった。


    　ビスコの身体からだは──言うなれば柱だった。


    　青白い光の柱だ。


    　その柱は煌こう々こうと輝き、立ち上る光があたりを昼間のように照らし出す。


    「す……げぇ……」


    　思わずぼうっとする僕の腕をエリスが引っ張る。


    「わたくしたちも！」


    「あ、そ、そうだった！」


    　前方でアルベルトが叫ぶ。


    「今がチャンスだ、ありったけの道具をぶつけろ！」


    　動ける退魔士エクソシストという退魔士エクソシストが、悪魔という悪魔が、手に手に武器を持って攻撃に移る。


    「スイッチ──オンです！」


    



    　その瞬間、確かに世界が変化した。


    



    　具体的になにがどうとは言えない。だけれど、マイナスがプラスに、北が南に、光が闇やみになったような──不思議な感覚。


    　それは学校を包んでいた結界すらも解いてしまい、障しよう気きが外へ外へと流れていく代わりに清浄な空気が流れ込んできた。


    　空に、大きな月が架かかっている。


    　ウロボロスも驚いたようで、周囲をきょろきょろ見回す。


    「キィィァァッ!?」


    　退魔士エクソシストの初撃がヒットすると、鱗うろこが剝はがれて血しぶきが飛んだ。


    　当たった。


    　当たったよ！


    　行ける！


    　退魔士エクソシストたちが銃を撃つとウロボロスの皮ひ膚ふが破け、メイスを振り下ろすとウロボロスの皮膚がべこりとへこむ。


    　悪魔が長い爪でひっかき、衝撃波を繰り出すとウロボロスの鱗うろこがさらにめりめりと剝はがれていく。


    「よし、我われ々われも行くぞ」


    　アルベルトと僕、そしてエリスが走る。


    　今だ、今がチャンスだ。


    　これが最初で最後のチャンス。


    　ウロボロスを撃退する──。


    　あかりちゃんを、「扉」を、悪魔になんか渡さない！


    　世界の危機を。


    　あかりちゃんのピンチを。


    　救う。


    　チャンスだっ！


    「でえええええええいいぃぃぃっ！」
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    「セアァァッ！」


    「てやぁぁぁっ！」


    　僕らは跳んだ。


    　エリスがウロボロスののど元に横に一いつ閃せん。


    　レーヴァテインがウロボロスの皮ひ膚ふを斬きり裂さき、すさまじい血しぶきがほとばしる。


    　アルベルトは左、僕は右に跳ぶ。


    　ウロボロスの顔にめがけて、アルベルトは退魔士エクソシストの長い錫しよう杖じようを振りかぶる。


    「いぃぃぃっ」


    　僕は右手にありったけの力を込める。


    「けぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえええぇぇぇぇぇぇぇぇぇええぇぇぇえええええ！」


    　僕とアルベルトが同時に繰り出した攻撃は、見事にウロボロスの頭にヒットした。


    　ずしん、と右手に手て応ごたえあり──。


    　強烈な勢いでウロボロスの頭はそのまま地面へと吸い寄せられていく。


    　それはまるで隕いん石せきが落ちていくみたいだ。


    　すさまじい爆音とともに地面をへこませ、もうもうと砂さ塵じんを起こす。


    　僕とアルベルト、エリスは地面に降り立った。


    　はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、と荒い息づかい。


    　砂塵がゆっくりと引いていく。


    　そこにいたのは──。


    「やった、か……？」


    　ぐったりとした、巨大なウロボロスの頭。


    　そして──光を失った目。


    「お……」


    「おぉ……」


    　誰からともなくどよめきが起きて、そして、


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    「やったぁぁぁぁっ！」


    「やりましたわ！」


    「勝利だ！」


    　大きな歓声となって広がっていった。僕も、エリスも、アルベルトも、悪魔も、退魔士エクソシストも、みんな手を取り合って声を上げた。


    「ったく……手こずらせやがって。しばらく立てないぞ、これじゃ……ははっ」


    　機械のそばではビスコが尻しり餅もちをつき、カルラがあわてて走り寄る。
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    　ウロボロスを倒した。退魔士エクソシストと悪魔が協力して強敵を倒した──その喜びは、なんだか、ただ単に「勝った」っていうだけじゃなくて、とっても気持ちのいい感じだった。


    　もう魔法陣もない、戦う力なんて残ってない。


    　でも、戦う必要はないんだ。


    　あとは魔界に行って「扉」を閉じるだけ──。


    　なのだけれど、


    「おい……あれ、なんだ？」


    　悪魔のひとりが気づいた。


    　ウロボロスの鱗うろこに、亀き裂れつが入る。それは身体からだ全体に広がっていく。


    　まるでガラスを割ったような音が響いて──ウロボロスの身体から金色の光があふれ出したのだ。


    「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」


    　轟とどろく咆ほう吼こう。僕の身体を貫つらぬいて、心の奥深くを強烈に揺すぶった。


    　まさか。


    　まさか、しか考えられなかった。まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか、まさか。


    　その予感は身体を凍こごえさせる冷たい確信となって僕の身体をひたしていく。


    　まさかウロボロスは、まだ──生きているのか。


    「ァァァァアアアアアアア」


    　突とつ如じよとしてウロボロスの巨体が跳はね上がり、残った鱗をまき散らす。そこに現れたのは金色の身体をもつ蛇へびであり、頭の部分には人間の上半身のようなものがついていた。


    　ネリィだ。上半身裸のネリィが、蛇の頭の部分で金色に輝いている。


    　でもその姿は屋上で遭遇したよりもずっと大きくて、まるで巨人だ。


    　ネリィが自分の腕を見、身体を見、肘ひじについていた鱗をつまんで弾はじく。


    　そしてゆっくりと口を開いた。


    　その口から漏もれてきたのは、重く響く、神こう々ごうしささえ感じさせる声だった。


    「ようやく……慣れたと言うべきでしょう。どうもこの世界の空気は我われの口に合わないようです。悪魔が人間世界に順応するには若じやつ干かんの──そうですね、正確を期すならば我の場合一時間と十六分の時間が必要でした。つまり、ここからが我が本気というわけです」


    　びゅうっ、と音が聞こえた。ネリィが右手を振るったことだけはなんとなくわかった。


    　直後、土つち埃ぼこりとともに大地が裂さけた。そして地震のような響きで、僕は立っていられないほどだった。


    「ぎゃああああっ!?」


    「ぐうっ！」


    　退魔士エクソシストと悪魔の何人かが、身体からだから血しぶきを上げて倒れていく。


    　ネリィの手に握られていたのは──魔剣ドリームイーターだった。


    「愉ゆ快かいです。爽そう快かいです」


    　びゅうっ、びゅうっ、とドリームイーターが振り回される。


    　そのたびに何人もが犠ぎ牲せいになっていった。魔法陣がない僕らは、裸で、刃物を持つ男の前に立っているも同然だ。


    　動ける退魔士エクソシストも悪魔も、どんどん減っていく。校庭に大量の血が飛ぶ。


    「負傷者救護！」


    　アルベルトの一いつ喝かつで退魔士エクソシストたちがハッとして動き出す。


    「あいつは私がやる」


    「お兄様！　無茶ですわ！　ここは撤退を」


    「言うなエリス」


    　撤退。初めてその選択肢が僕の頭にも浮かんだ。


    　僕は振り返る。ビスコは青い顔をしてへたり込んでいて、カルラが介かい抱ほうしている。


    　戦える退魔士エクソシストや悪魔はあと何人いる？　十人？　いや、もっと少ない──。


    　僕は戦える？　力はまだ残ってる？


    　立ち上がろうとして、膝ひざががくがくして僕はまた地面に手をついた。


    　もう、ダメだ。


    　今までのネリィが本気でなかったのなら、今のネリィに立ち向かう術すべなんてない。


    　みんな同じような顔をしていた。


    　絶望、という顔を。


    　ネリィひとりですらどうしようもない。しかもあいつが「扉」から出きったら、他の悪魔が何体も何体も流れ込んでくる。


    　そして人間の世界を破壊する？　あるいは人間をしもべとして従わせる？


    　どうするのかはわからない。でも、平和に仲良く暮らすなんてことはあり得ない。


    　世界の終わり。


    　これでほんとうに、世界の終わり。


    　僕にできることはもう──なにもないの？


    　僕は視線を上げた。ネリィの身体が行き着く先、部室を見上げる。


    　もうずいぶんネリィの身体は出てきているから、部室に吸い込まれている蛇へびの胴体は細くなっていた。丸太一本分くらいだろうか。


    　あそこにはあかりちゃんがいる。


    　あかりちゃんが、いる。


    　──あかりは、でもんくんと、けっこんするんだから。


    　小さいあかりちゃんは、言ってくれた。


    　──でもんくんは、あかりが守るの。


    　僕を守ると言ってくれた。


    「あかりちゃんは」


    　膝ひざに力を込めた。


    　がくがくしてる場合じゃない。立ち上がるんだ。


    「僕が守る」


    　立ち上がった。


    　まだ、立てる。歩ける。走れる。戦える。


    　あきらめない。


    　僕、まだあきらめきれないよ。


    　あかりちゃんが好きだから。ビスコが好きだから。エリスが好きだから。カルラだって、アルベルトだって、みんなが好きだから。


    　あきらめきれない。


    　今、僕にできることはなにがある──ここまで来たら、あとひとつしかない。


    「扉」を閉じる。


    　それは僕にしかできないこと。そして、ネリィの身体からだがほとんど出てきてしまった今だからこそできることだ。


    「貴様の相手は私だ！」


    　そこへ、毅き然ぜんとした声が聞こえてきた。


    　僕と同じくあきらめきれないやつ──アルベルトだ。


    　アルベルトはたったひとり、ネリィへと歩いて向かう。右手に一本の長剣を持って。


    「お兄様！」


    「エリス」


    　僕はアルベルトに呼びかけようとするエリスの腕をつかんだ。


    「離してください、デモン！　お兄様が、たったひとりで！」


    「わかってる。それでも僕らは、まだあきらめるわけにはいかないんだ」


    　そして僕はアルベルトに向かって叫ぶ。


    「アルベルトさん！　少しだけ……時間を稼かせいでください」


    　僕が今なにを考えているのか、アルベルトはわかっていたのかもしれない。


    　今まで見たこともないくらいに真剣な顔で、アルベルトはうなずいた。


    「行くぞ化け物」


    　そしてウロボロスに向かって走り出す。


    「お兄様！」


    　エリスは今にも泣き出しそうだった。


    　そんな彼女を置いていくのはちょっとだけ気がかりではある。でも、僕も動かなくちゃいけない。


    「デモン……？」


    　歩き出そうとした僕の服を、エリスがつかんだ。


    「あなたは……もしや」


    「行ってくるね」


    「ダメ……ダメですわ、そんなの、あなたが──」


    「シッ、言わないで。気づかれちゃう」


    　ネリィは僕が「カギ」を持っていることを知らない。だからこそチャンスがある。絶対に気づかれちゃいけない。


    　ガキィィッとすさまじい音が鳴る。アルベルトの手にした剣の切っ先が、ドリームイーターにぶつかって折れたようだ。


    　跳躍したアルベルトが拳銃をぶっ放す。ネリィは腕で銃弾を防ぐが、かすかに傷がついたらしく憎ぞう悪おの瞳ひとみをアルベルトに向ける。


    「人間のくせに……針はりの穴ほどとはいえ、傷をつけるとは」


    　ネリィの瞳が怒りに燃える。


    　急ごう、いくらアルベルトだってどれだけ耐えられるか。


    「デモンが行くのでしたら、わたくしも行きます」


    　エリスはレーヴァテインを右手に持った。


    「エリス……」


    　そう言ってくれる気持ちが、とってもありがたかった。


    　でも、


    「ダメだよ……エリスは人間だから。ついてきたとしても魔界の障しよう気きで」


    「わかっていますわ」


    「え？」


    　エリスは自分の服の襟えり元もとをつかんでぐっと引っ張った。


    　あらわになる白い首筋、肩、鎖さ骨こつ──。


    　エリスが僕を見つめた。


    「咬かんでください」


    　それは冗じよう談だんでも戯ざれ言ごとでもない。


    　正しよう真しん正しよう銘めい、本気の言葉だった。


    「あなたはヴァンパイアの血を引く者。わたくしを咬かめば、わたくしは悪魔になれます。わたくしを魔界へ連れて行って」


    　エリスは淀よどみなく続ける。


    「わたくしはあなたの婚約者ですわ。あなたが自みずからの命を懸かけようというのに、それを見送るだけの婚約者がいると思いまして？」


    「そん、な……」


    　エリスの言ったことは、僕が今まで考えもしない方法だった。


    　そしてその方法ならば、確かにエリスを魔界へ連れて行けるかもしれない。


    　僕はいまだかつてこれほど、誰かに思われたことはなかった。


    　ビスコは「血の契けい約やく」をしてと言い、エリスは悪魔にしてと言う。


    　震ふるえるほどに、うれしかった。


    　どうして、どうして僕なんかに──。


    「ありがとう、エリス」


    　僕は心の底からそう言った。


    「それじゃ、目を閉じて」


    　銃声と爆音が聞こえる。


    　エリスがそっと目を閉じた。その身体からだが小刻みに震えている。


    「こ、この震えは、怖いからじゃありませんの。あなたが悪魔化することがあんなにイヤだったのに、わたくしがあなたに近づけると思うとなんだかうれしくて……」


    　僕の心がぎゅうって苦しくなる。


    「だから、ためらわずに、お願いしますわ」


    　この心の苦しみはきっと──罪悪感ってやつだ。


    　なぜなら僕は、


    「ありがとうエリス……エリスはとっても大事な人なんだ」


    　手を伸ばし、エリスの側そばに落ちていたレーヴァテインをつかみ、


    「だから、道連れになんてできない」


    　僕は駈かけ出した。


    



    　　　　　　７


    



    「デモンっ!?」


    　エリスの声が聞こえたけれど、僕は走った。


    　僕の身体が最後の力を振り絞る。なんとか悪魔化して一気にエリスから離れ、校舎へと向かう。


    　アルベルトのおかげでネリィはまったく僕に気づかなかった。


    　僕は校舎に入るや階段を駈かけ上がり三階を目指す。映画部の部室に着いたころには、最後の力も尽きそうだった。


    　部室は、ひどい有り様だった。


    　あっちこっち壊れていて、足下はなにがなんだかわからないほどに散らかっている。しまってあった映画雑誌も、ＤＶＤも、映画のパンフレットも、みんなめちゃくちゃだ。


    　僕は「扉」の前に立つ。


    　ネリィの身体からだはまだ魔界へと続いてるけれど、その太さは今では両手で抱かかえられるほどだ。他の悪魔が出てくる気配はまだない。ネリィがこっちに完全に出るまで他の悪魔が出られない状態なのかはわからないけど、僕にとってはラッキーだ。


    　噴出する魔界の障しよう気きに頭がくらくらする。


    　僕はもう、ほとんど全部人間に戻りつつあるみたいだった。


    「あかりちゃん……僕の生まれて初めての告白を、聞いてくれる？」


    　僕は、いまだ宙に浮いたままの幼なじみに──ずっと昔からずっとずっと大好きだったあかりちゃんに向かい合う。


    「僕は……あかりちゃんのことが」


    　頭の中に今まであかりちゃんと過ごしたことがよみがえる。


    　物心ついたときから近くにいて。


    　あかりちゃんが笑ったり、泣いたり、すっごくたまに怒ったり。


    　そういうのも全部見てきて。


    「────」


    　誰かの叫び声。


    　アルベルトがドリームイーターの一撃を食らい、地面に叩たたきつけられたのが遠目に見えた。そこへエリスが駈け寄り、ネリィに戦いを挑いどむ。


    「やっぱり止やめた。今言うのは反則だよね。でも、ひとつだけお願いさせてもらっていいかな？　僕、これから世界を救うから──だから、ちょっとだけ力を貸してください」


    　あかりちゃんに近寄る。


    　手に触れる。


    　その手は温かくて──あかりちゃんを、みんなを、守れるのなら僕はなんだってできるって思った。


    　僕は背伸びして、あかりちゃんの唇くちびるに、そっと唇を重ねた。


    　その感触を、なんて言ったらいいだろう。


    　僕の身体に流れ込んでくる温かな感情。眠っていた細胞が全部よみがえって、今まで疲れていたのがウソみたいに僕の身体に力が満ちあふれる。


    　これはきっとあかりちゃんがくれた勇気。


    　ううん、あかりちゃんだけじゃなくて、ビスコや、エリスや、カルラや、他の悪魔たちや、退魔士エクソシストたちがくれた勇気なんだろう。


    「ずっとあかりちゃんの側そばにいられて……僕は幸せでした」


    　どうしてだろう──。


    「さよなら、あかりちゃん」


    　意識がないはずのあかりちゃんの右目から一筋の涙がこぼれたのは。


    



    



    　ネリィはエリスの攻撃をなんなく退しりぞけていた。叩たたきつけられ、アルベルトの側に転げていくエリスに、ネリィはドリームイーターの刃を向ける。


    「ネリィ！」


    　窓も壁も破れて大きく外に開かれているこの部屋。


    　その端に立って、僕はネリィに右手を開いて突きつけた。


    　おっくうそうにネリィが僕を見る。


    「これがなんだかわかるか!?」


    　手のひらには二重の円に、奇妙な文字。その紋もん様ようからは黄金色の光が漏もれている。


    「『扉』の『カギ』だよ！　あかりちゃんの祖先から受け継いだんだ。もしも『扉』が開いてしまったときに閉じられるように、ってね」


    　ネリィはこちらに目を向けてから、怪け訝げんな顔をすると、


    「そんなものがあると、信じるとでも思いましたか？」


    「ウソをついているかどうか、すぐに確認させてあげるよ」


    　僕はレーヴァテインを握りしめた。あかりちゃんからもらった力を両腕に込める。


    　だらりと床を這はっているネリィの細い胴体。


    「うおおおおっ！」


    　レーヴァテインを、思いっきり振り下ろした。


    「ギィィアアアアアアアアアアアアアッ!?」


    　胴体がふたつにちぎれて、鮮やかに赤い血が飛び散った。


    「魔界のほうに『扉』のカギ穴があったろ？　今から行って、閉じてくるから」


    「なっ、なに……？」


    　初めてネリィがうろたえた。


    　でも「いい気味だ」なんて思う余よ裕ゆうは僕になかった。


    　だってね、エリスがぼろぼろ泣きながらこっち見てて。


    　ビスコまでカルラに支えられてよろめきながら、僕に手を伸ばしてるんだ。


    　これ以上ここにいたら、ほんとに行けなくなっちゃう。


    「先に行ってるぞ、ネリィ！」


    　僕が魔界へ行けば、ネリィは追ってくるはずだ。ネリィにとっては僕を始末してからもう一度こっちに来ればいいだけだし。


    　そして案あんの定じよう、


    「待てッ！」


    　すさまじい勢いでネリィの身体からだが迫ってくる。


    　僕は校庭に、あかりちゃんに背を向けて。


    　虹にじ色の光が見える「扉」の中へと飛び込んだ。
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    　すぐに視界は真っ暗になった。


    「扉」の中はなんだか生暖かくて、ぬるま湯にふわふわ浮いているみたいで──。


    　次の瞬間、僕の身体はほんとうに宙に浮いた。


    「がふっ!?」


    　二メートルくらい落下して、思いっきり尻しり餅もちをついた。あんまり痛くて涙が出る。


    　目が見える──ここはどこだ、と思うよりも前に、


    「ギッ」


    「ィィッァァァァァッ」


    　今まで聞いたこともないような声の、ざわつき。


    　レーヴァテインを握りしめ、僕は立ち上がる。


    　そこは、広かった。


    　ただただ広かった。


    　僕が立っている場所は小高い壇になっていて、階段が一筋つけられている。


    　階段に沿って、ウロボロスのものらしい胴体がずうっと続いている。近くに、切れた部分が残ってピクピク動いていた。


    　階段の向こうは、野球場なんかよりもずっとずっと広い。


    　そのエリアにひしめく黒い影。紅あかい目。悪魔たち。


    　紅い目が、僕を凝ぎよう視ししている。その数は数千……数万以上？


    　空を見上げてここが建物の一部なのだと僕はようやくわかった。空を走る蜘く蛛もの巣みたいな骨と、その隙すき間まを埋うめる黄色の膜。


    　息を吸うと、あかりちゃんのおかげで相当悪魔化している僕ですら、肺はいが焼けつくようだ。鼻がかぎ取るにおいは不思議と臭くさくはない。湿った木材みたいなにおい。


    「はは……来ちゃった」


    　ここが、魔界か。


    　僕の父さんやビスコ、カルラが生まれ育った世界。


    「貴様ッ！」


    　けれど物思いにふけっている時間なんてもちろんない。


    　僕の背後、「扉」──人間の世界側とは違う銀色をした「扉」から金色の蛇へび、ネリィが飛び出してきたのだ。


    　あわてて伏せた僕の上をネリィの胴体がすさまじい勢いで吐き出されていく。どよめく悪魔たち。


    「黒くろ羽ばデモン──そこですかッ」


    　上空を舞うネリィが、僕の姿をとらえた。


    　ネリィが落下するようにこっちへ迫る。僕は立ち上がり、「扉」へと走る。


    「扉」はこちら側に開かれている。両開きの「扉」だ。僕が右側を閉めようとすると、意外なことにほとんど力も必要なく閉まっていく。


    「させませんよ」


    　ネリィが繰り出す赤の光。


    「クソッ！」


    　それをレーヴァテインで弾はじき返し、突っ込んでくるネリィに返す剣で斬きりつける。


    「でやぁっ！」


    「ァァァアアアアアアアッ────」


    　ネリィの左肩から鮮血。


    　僕は駈かけ出し、この隙すきに左側を閉じる。


    「扉」は、閉じられた隙間から金色の光を発した。


    「こいつを殺しなさい！」


    　ネリィの言葉で何万もの悪魔がいきりたち、走り出す。


    　僕は振り返ってネリィを見た。


    「ずっと前にさ、お前を、父さんが封印したんだよね？　それ、なんだかわかる気がする。お前は自分のことしか考えないすごくイヤなやつだもんね。僕、人のこと嫌いになったりするのほとんどないんだけど……お前はやっぱり許せない」


    「考え直しなさい黒羽デモン！　カギをかけたところであなたはここでのたれ死ぬだけではありませんか!?　我われに協力するのであれば、あなたを我の右腕として──」


    「断る」


    　僕は言った。


    「それに、もう遅いし」


    　右手を突き出した。


    　僕の右手に──もう紋もん様ようは残っていなかった。


    　なぜなら「扉」を閉じたとき、そのままカギ穴に右手を押しつけたから。


    「き……さま………………」


    　僕の後ろで「扉」はずずずずと音を立てながら沈み始める。


    　うまくいったみたい。「扉」は閉じられた。


    　なんのことはない。


    　やってみればあっという間のことだった。


    　このことにずいぶん悩んだんだな、って思うと不思議なくらいあっけなかった。


    「貴様ァァァァァァァ！」


    　ネリィが吠ほえる。悪魔たちはもう階段を半分ほども上がってきている。


    　ああ、こりゃさすがに無理だ。


    　隙すきを突いて逃げられるかも、とかさ、まったく思わなかったって言ったらウソになる。そりゃ逃げられるなら最後まで望みは捨てたくないし。


    　でも、この人数じゃ無理。


    　悪魔を何体か道連れに……って思ったけど、それも往おう生じよう際ぎわが悪いか。


    「じわじわとなぶり殺しにしてくれる、死ぬよりもつらい苦しみを貴様に与えてくれる！　覚悟しろ、千年は死ねぬものと心得よ!!」


    「千年て……僕、まだ十四歳なんだけど」


    　僕は「扉」が最後まで地中にめり込んだことを確認した。もう「扉」は大丈夫。あっちの世界も大丈夫だ。


    　世界を救ったなんて感動は、あるわけない。


    　だって、これから殺される──あ、千年生かされるのか？　悪魔の力で？　その間にあかりちゃんが大人になって、先に死んじゃったりするのかな……そう思うとなんかショックだったりするけど。


    「キィィィァァァァァァァァッ！」


    　大勢の足音が迫る。ネリィがこちらへ突っ込んでくる。


    　僕は──覚悟を決めていた。


    　目をそっと閉じた。


    



    「おやァ？　ずいぶんあきらめがいいネェ！　これが日本人の武士道精神ってヤツ？」


    



    　間延びした声。


    　僕はびっくりして目を開ける。


    　僕がだらりと下げた右手に握っていたのはレーヴァテインだった、はずだ。だけれどそれは、ほっそりした誰かの右手に変わっていた。


    　僕は握手をしていた。


    「ヤァ、元気にしてたかい？」


    　タキシードに蝶ちようネクタイなんていうバカバカしいほどにこの場にそぐわない服装。そして顔は僕と同い年くらいの少年で。


    　彼は左手を空に向ける。


    「ギィァッ!?」


    　その直後、光が弾はじけてネリィが顔を覆おおって暴れる。


    　迫ろうとしていた悪魔たちもぎょっとして足を止めた。


    「お前……ロキ!?」


    「ぴんぽぉーん。君とはまた会おうって言ったからねぇ？　こうして来てみたヨ！」


    　ロキ。


    　あかりちゃんが学校で「扉」を開けてしまったときに彼の分身と会った。見た目はこいつとそっくりなのだけど、あのときは死神レイスに扮ふんして僕らを散々もてあそんでくれた。


    「レーヴァテイン、よく持ってきてくれたネ。これがなければボクはここに来ることもできなかったんだヨ？」


    　レーヴァテイン……これ、エリスに託したやつか。


    　これがロキを呼び寄せた？


    「ロキ！」


    　ネリィが大声を上げると、地響きまでして屋根からはパラパラとホコリが降ってきた。


    「やあ、ネウテリア＝イィギルスフィア。今日は珍しい格好をしているネ？　黒くろ羽ば夜よる彦ひこと本気でケンカして以来じゃないかイ？」


    「我われの邪じや魔まをするのですか！」


    「邪魔なんて、とんでもない！　ただちょっと旧友に再会したものでネ」


    　ロキは僕の右腕を両手でぐっとつかむと、


    「え？」


    　竜巻のように回転を始めた。


    「おあああああああああああああああっ!?」


    「飛んでけー！」


    　ハンマー投げの要領だ。


    　僕の身体からだは空を飛んでいた。


    　悪魔たちの頭上を飛び越えて、建物の外壁まで飛ぶ。


    　外壁に背中からぶつかった瞬間、ずがんっ、とすさまじい衝撃が背中に走った。さすがに悪魔化していなければ大ケガしていたろう。っていうか悪魔化していようがすごく痛い。さっきの尻しり餅もちなんてはるか比べものにならないくらい痛いんだよ！


    「う、ぐっ……」


    　ずり落ちた僕の前にすたっ、と立つロキの姿。


    「さっ、走ろうか？」


    「な、なにを……」


    「鬼ごっこだよ！」


    　ロキは親指でくいっと背後を指した。


    　数万の悪魔たちが一いつ斉せいにこっちへ駈かけてくる。


    　その先頭はもちろんネリィで、


    「うわぁっ!?」


    　赤い光が矢のように降ってくる。


    　僕は立ち上がって逃げる。その目の前に、ぽっかりと──暗がり。


    　通路だ。


    「走れー！」


    　ロキが先に立って走り出し、そのあとに僕もあわてて続いた。


    　通路に飛び込んだ直後、数発の攻撃が通路の入り口付近に当たって爆風とほこりが通路内に吹き込んできた。
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    「ここは我が城！　迷宮のごとき通路を逃げられると思わないことです！」


    　ネリィの声が反響とともに聞こえてくる。


    　続いて、殺到する悪魔たち。


    「ほら、デモン、走れ走れ！」


    　こうして僕はいつ果てるとも知らない鬼ごっこに駆り出されたのだ。


    　な、なんでこんな展開に──!?


    



    



    　走り続けた。


    　どれくらい走ったろう？　前を行くロキはほんのり光を放っていて、僕は転ばないようロキの光に照らされる足下だけを見て走っていた。


    　通路は曲がりくねって、上がったり下がったりして、岩がん盤ばん剝むき出だしのところもあればきれいな模様の描かれたタイルがはめ込まれた床もあって。


    　汗だくになっていた。いつしか悪魔の力も底をついていた。横腹が痛くて、あちこちぶつけたところがズキズキして。


    　そんなになっても、頭に浮かんでくるのはみんなのことだった。


    　今ごろビスコはどうしてるかな？　エリスはまだ泣いてるのかな？　カルラはけろっとしてそうだよね。


    　他の悪魔たちは？　退魔士エクソシストは？　「扉」が閉じてほっとしてるだろうか。あるいは僕がいなくなってちょっとは悲しんでくれてるのか。


    　それに……あかりちゃんは目覚めただろうか？


    　一番気がかりなのはそこだったりする。


    「デモン、足が遅くなってるヨ～！」


    「わ、わかっ、て、る」


    　気づけばロキとの距離が開いていた。でも、もう限界だよ。足は石にでもなったように重いし、視界はふらふらする。


    「ねぇねぇ、あのあとどうだったんだイ？」


    　近づいてきたロキが話しかけてくる。


    「あ、あのあとって？」


    「ボクが女の子たちのパンツ斬きっただろ～！」


    　ああ、そのパンツを目にしちゃった僕がみんなにボコボコにされた、あの、


    「僕はお前のせいでひどい目に遭あったんだよ!?」


    　そうだ、さすがにそのことは抗議しておかないと！


    「キミ……」


    　ロキがじっと僕を見る。


    「女の子のパンツ……嫌いなの？」


    「そういう意味じゃないよ!?」


    「やっぱり好きなんじゃ～ん！　ムッツリスケブ～」


    　ああもうこいつウザッたい！　大体「ムッツリスケブ」ってなんだよ。むっつりしたスケッチブックかよ。


    「デモンは誰が好き？」


    「え」


    「あの女の子たちの中で、誰が一番好きなのサー？」


    「え、そ、それは、あの……って今こうやって走って逃げてるときにする質問!?」


    「恋はエブリデイエブリタイムだよネ～！　ささ、誰が好きなのか、ちょろっと言っちゃいなヨ。言ったって増えるもんじゃないだろ？」


    「それを言うなら減るもんじゃない──って、ああ、もう、うるさい！」


    「やっぱりカルラが本命？」


    「一番遠いところ来たな！」


    「発明家が自分の発明品で責められるとかグッとくるよネ～！」


    「変態の告白ありがとう」


    「いえいえどういたしましテ」


    「いえいえこちらこそ」


    　なんだよこの会話。


    「ウソウソ、ほんとはわかってるんだヨ。キミが一番好きなのは！」


    「え──」


    　ロキは言った。


    「法ほう条じよう五ご刻こくくんだよね～！」


    　懐なつかしすぎるしあいつ男だし！　クラスメイトだけどもう何か月も会ってない気分だよ。


    　ロキがしみじみとつぶやいた。


    「花柄、ブルーのボーダー、ネコミミドクロ……」


    「な、なんだよ急に」


    「ボクが斬きったパンツの柄……」


    「…………」


    　ダメだ、こいつをまともに相手にしちゃいけない。真ま面じ目めに相手にしたら僕の頭がどうにかなっちゃう。


    「デモンはどれが好き？」


    「黙ってて、僕、今走るのに集中してる」


    「あのとき七なな竈かまどあかりちゃんのパンツの色は……」


    「…………」


    「おやァ？　聞き耳立ててるゥ？」


    「た、た、た、立ててないよ！」


    「ほんとうは聞きたいんでショ～？」


    　もうこいつ本気でムカつく！


    「でもサ～、お節介ながら言うけど、キミは誰かひとりを選ぶべきだったんじゃないノ？」


    「なん……だよ、それ」


    「断れないことで誰かを傷つけてるってことサ！」


    「そんなこと」


    　ないよ、ない。だって別に、僕はあかりちゃんが好きな、だけで……別に、ビスコだって、エリスだって……。


    「キミはまだやるべきことがあるよネ？　具体的に言うと三人のうち誰かを選べって話なんだけどー」


    「で、でも、でも僕には」


    「マァ、こんな魔界にいる以上は誰とも結ばれないけどネ～！」


    「もうお前なにが言いたいの!?」


    「さあ、デモン、足がお留守だヨ？　もっと走らないとつかまっちゃうヨ～」


    「うぐっ」


    　後ろからどやどやと大勢の足音。迫ってきてる。


    　クソ、バカみたいな話してても足がつらいことには変わりない。


    　わかってる。わかってるよ。でもこれ以上走るのは……。


    「ゴールまであとちょっとなのにナ」


    「え、ゴール？」


    「この階段を上りきるんだヨ！」


    　ロキが指さしたのは、どこまで続いているのか見えない階段。


    　こ、こんなところ登れるの……？　でも、ゴールってことは、


    「僕、脱出できるの？」


    「ゴールって言ったらそれしかないでしょ！」


    「ほ、ほんとにっ!?　信じていいの!?」


    「ボクは神様って呼ばれたこともあるんだヨ！　信じて信じて～！」


    「…………」


    「おやぁ、いきなり目が疑り深いヨ!?」


    「そりゃまぁ……」


    「心外だナ～！　それじゃ、こうしよう」


    　ロキは僕へと近づいてくると、腕をつかんでぐっと引っ張った。その勢いにつられて僕はロキと入れ違いで前へと出る。


    「ボクが悪魔を食い止めるから、キミはゴールへ行くんだヨ」


    「え……」


    「待っててくれてるみんなのことを考えるんだ。強く強く……そうしたらきっと、走る元気も湧くはずだからサ！」


    　ロキが僕のためにここに残ってくれる？　ほんとうに？


    「いい、の……？」


    「ボク、キミのこといっぱいからかったけど、ウソをついたことはなかったはずだヨ！」


    「────」


    　そうかもしれない。


    　こいつはイタズラをしかけてきたけれど、ウソをついたことはなかった。


    　僕の耳が、悪魔たちの接近を感じ取る。もうだいぶ近い。


    「わかった」


    　僕はロキの目を見て、うなずいた。


    「ありがとう……っ」


    　こんなふうに優しくしてくれるなんて思えなくて、思わず涙が出そうになった。


    「なっ、なんだかナ～、そうやってうるうるされちゃうと調子おかしくなっちゃうヨ！　さぁさ、早く行った行った！　ここはキミがいるべき場所じゃない」


    「うん、ロキも無理しないで！」


    　僕が走り出すと、ロキが叫んだ。


    「キミを信じてくれたみんなのことを、強く強く考えるんだヨ！」


    　言われるまでもなく、僕はみんなのことを考えた。


    　さっきとは違って「ゴール」なんて言葉を聞いたから、僕の両足は元気になっていく。脱出できればどこかで「扉」に出会えるかもしれない。そうしたら、そうしたら、人間の世界へ戻れるってことだ！


    　会いたい、みんなに会いたくてしょうがない。ちょっと前にお別れしたばかりなのに。


    　僕の身体からだは階段を前へ前へと進んでいく。


    　なんの音も耳に入らなくて。


    　ただ身体の周りの風がちょっと変わったことに気づいて。


    　そうしたら、ずっと先にぽつりと小さい光が見えた。


    　走って、走って、走っていくと明かりはどんどん大きくなる。それが「外」なんだと僕はすぐに気がついた。


    　会いたい。あかりちゃんに、ビスコに、エリスに、カルラに、みんなに会いたい。


    　そして僕は光の中へ飛び込んだ。


    



    



    　身体からだが、宙に浮いていた。


    「え？」


    　僕の視界は煌こう々こうと燃えるふたつの太陽を目にしていた。そしていっぱいの空。


    　視線を下に向けると──はるか下に砂ばかりの大地。


    　僕は、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに開けられた穴から飛び出したのだ。


    　身体が重力に引っ張られて下へ下へと落ちていく──。


    　トリックスター。


    　ロキは、そう呼ばれていたっけ。


    　そんなあいつが、こうも簡単に僕の手助けをしてくれるわけなんてなかったんだ！


    「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」


    　僕は──墜おちていった。
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    　　　　　　１


    



    　あかりちゃんが目を覚ます。


    　真夜中の暗い部室で。


    　見れば部屋は半壊していて、壁にもぽっかり穴が空いている。見下ろした校庭の地面も陥かん没ぼつしていた。なにが起きたのかわからないまま立ち上がり、ふらふらと廊下を伝い、階段を下りて外へと出て行くと、外には機動隊やらパトカーやら消防車やら、空にはヘリコプターやら、なにやらとんでもない事態になっている。


    　そしてあかりちゃんは大粒の涙をこぼして泣きじゃくるエリスに気がついて。


    「どうしたの……エリスちゃん」


    「ぇっ、ぇっぐ、デモ、デモンが……」


    　あかりちゃんの顔がさっと青くなる。


    「デモンくんがどうしたの？　それにこれは……なに？」


    「目を覚ましたですね」


    　カルラがビスコを支えながら歩いてくる。


    「う、うん、なにか事故でも起きたの？　爆発事故でも起きたみたい──まさか、デモンくんも巻き込まれたとか……!?」


    　ちらりと、ビスコとカルラが視線を交わす。


    　それはなにか疑念を持った視線だ。


    「ひょっとしてあかりさん、なにも憶おぼえていないんですか？」


    　ビスコが丁てい寧ねいな、よそ行きの口調で話しかける。


    「う、うん、今日の体育の授業が終わって……お昼休みに、どうしたっけ？」


    　ここでビスコの疑念が確信に変わる。


    　あかりちゃんは、屋上でイフリートと黒くろ羽ばデモンが交わした会話を憶えていない。


    「ダイブの影響かもしれないです」


    　カルラがささやくと、ビスコは小さくうなずいた。


    　中途半端に記憶は消され、あかりちゃんは能力覚かく醒せい前の状態に戻ったのだ。


    　ダイブしたことはムダじゃなかった。そして「扉」を閉じたことも。


    「ね、ねぇ、みんなどうしたの？　なにが起きたのか教えて！」


    　あかりちゃんが詰め寄った。


    　四人の女の子が集まったそのとき、


    「へ？」


    　カルラが空を見上げて気づいた。


    　それは一瞬の空間の揺らぎだった。


    　でも次の瞬間、


    「『扉』ですけどぉぉぉぉぉ!?」


    　四人の頭上に現れた、両開きの「扉」。


    　その「扉」はバァンッと開くと、誰かが叫ぶ間まも、誰かが驚く間もなく、何者かを吐き出した。


    「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」


    　そう──それは、


    「デモンくん!?」


    「デモン！」


    「デモンっ!?」


    「バカデモンです！」


    　僕だった。


    　宙に飛び出した僕を、誰かの手がつかんだ。誰かの手がつかんだ。誰かの手がつかんだ。誰かが僕をひっぱたいた。


    　勢い余って僕は、四人を巻き込むようにして地面に転げてしまう。
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    「いっ、つう～～～～～～～」


    　がばりと起き上がって、気づいた。


    　僕の真下にあかりちゃんがいて、


    「で、デモンくん……？」


    　顔を真っ赤にして僕を見上げている。


    　あかりちゃん──あかりちゃんがいる。


    　僕はあかりちゃんを押し倒したような格好で──ってなんだこれ!?


    　ここは、ここは人間の世界？　それとも夢？　僕は落下してる最中だったのに、そこに「扉」が現れて──。


    「デモンっ！」


    「わぶっ」


    　横からタックルされるように僕は転げた。


    「な、なにを!?」


    「よく、よくぞ、どうして、帰って来て……」


    　涙で顔をびしょびしょにしたエリスが問いかける。


    　僕にだってわからない。どうしてあのタイミングで「扉」が──。


    　そのとき、ふと気づいた。


    　ロキは「みんなのことを考えろ」と言っていた。それとなにか関係が……？


    　僕の額ひたいにぴとりと冷たいものが当てられた。


    「デモン、あかりの能力を一時的に使ったですね」


    「え!?」


    　カルラが聴診器みたいなものを当てて、僕にささやいた。


    「ど、どういう──待てよ。確かなんかそんなことができたような……」


    「『血の契けい約やく』だろ……」


    　そう、それだ！


    　お互いを受け入れてキスを交わす。それだけで「血の契約」は完了する、って──あ、あ、あ、確かにキ、キスした！　え、あかりちゃんはあのとき僕を──僕を受け入れてくれた、ってこと!?


    「って、あれ、ビスコ……？」


    　僕のすぐ横に座り込んで、うなだれているビスコ。


    　前髪が垂たれていて、その顔が見えない。


    　でも、ぽたぽたとビスコの膝ひざをなにかが濡ぬらしていて、ぐすっ、と肩を揺らしていて。


    「あ、あの、ビスコ、僕は……え？」


    　そして次の瞬間、僕はいまだかつて見たこともないものを目まの当あたりにする。


    「ふぇっ、ふぇ、ふぇぇぇん…………」


    　ビスコが声を上げて泣き始めたのだ。涙をこぼすのを両手の甲こうでぬぐいながら彼女は声を上げて泣いていた。


    　ぽかり、とビスコの力ないグーが僕の肩に当たった。ぽか、ぽか、と何度も。


    「バカ、バカ、バカっ、バカ……今度、今度ひとりで勝手なことしたら、怒るって言ったのに……約束、したのにっ……バカ、バカぁ……」


    「ビスコ……」


    　変な話だけど、僕はビスコの泣いている顔を見て初めて──ああ、帰ってきたんだって思った。


    「そうですわ！　デモンは勝手すぎます！　わたくしを置いて行ってしまうなんて、そんなの、そんなのひどすぎますっ……！」


    　エリスが僕の右腕を、ちぎれるかと思うくらい抱きしめてくる。


    「ごめん、レーヴァテインなくしちゃった。あっちでロキが助けてくれて……」


    「あなたが帰ってくるのならばレーヴァテインなど要いりませんわっ！」


    「レーヴァテイン？　ロキ？　私の能力……？」


    　怪け訝げんそうな顔のあかりちゃん。


    「あ、そ、その、それは──って、あれ？」


    「憶おぼえてないみたいです」


    　カルラが僕の耳にささやく。


    「なにがあったの？　デモンくん、教えてくれるよね？」


    「え、あの、その」


    　ヤバイ。どうしよう。


    　この状況どうやって説明したらいいんだ？　あかりちゃんが、僕が悪魔の血を引いていることを忘れている、ってことだよね？　それはありがたいんだけど、でも、今のこの状況じゃビスコにもエリスにも頼れないし、カルラにいたっては後じさりして逃げつつあるし、って逃げるなよ!?


    「デモンくん」


    　ぐいっと迫るあかりちゃん。


    「あ、あの──実は！」


    「実は校舎のボイラー室で大きな爆発が起きたんです」


    「え!?」


    　そこへ話しかけたのは、アルベルトだった。


    　身体からだ中じゆう泥どろだらけで、顔色も真っ青だ。


    　ウロボロスにやられた傷も結構ひどいんだろう、押さえている脇わき腹ばらがじんわりと赤くにじんでいる。


    「あなたは、秘密警察の！」


    　あかりちゃんがぽんっと手を叩たたく。


    　秘密警察……って、あったなそんな設定！


    「はい、七なな竈かまどあかりさんを狙ねらったテロのようです。ですが、犯人は捕らえました」


    「えぇっ──ってぇ!?」


    　僕が驚いた声を上げようとすると、アルベルトが背中をつねった。


    「犯人逮たい捕ほに協力してくれたのは、黒くろ羽ばデモンくんです」


    「デモンくんが……!?」


    「彼は我われ々われを置いて犯人を追っていったのです。そこで爆発が起き──彼が巻き込まれたのかと思ったのですが、よくぞ帰ってきてくれました」


    　と言いながらもアルベルトは、エリスに抱きつかれたままの僕を氷点下の冷たい目で見つめていた。


    　ほんとはちょっとだけ、僕が魔界から帰ってこなければよかったのにとか考えてないですよね、アルベルトさん？


    「七竈あかりさん。これであなたを狙う組織はもうありません。あなたは自由です」


    「────」


    　あかりちゃんは呆ぼう然ぜんとしてその話を聞いていた。


    　ああ、そうだ。アルベルトはそのためにあかりちゃんをイタリアに連れて行くとか、そんな話をしてたんだっけ。


    　アルベルトが去ると、あかりちゃんが僕に向き直る。


    「デモンくん……ありがとう」


    　なんだか面と向かって言われると、照れくさい。ま、まぁ、勘違いはされてるけど、全部が全部間違ってるわけじゃない気もするし。


    「帰ってきてくれて……よかった」


    　あかりちゃんがにっこり笑う。


    　それは僕が守りたかった笑顔で。


    「お帰りなさいだね、デモンくん」


    



    　　　　　　２


    



    　あれから僕らは──みんな疲れが一気に噴ふき出たみたいで。


    　家に帰ると泥どろのように眠りに落ちた。


    　そして、お昼頃に目が覚めた。


    　しばらくぼうっとして、昨日起きた出来事がまるでウソみたいに現実感がなかった。


    　寝ぼけ眼まなこで部屋を出ると一階からなんだかにおいが漂ってくる。熱々のマーガリンに甘いかおりが混じっていて──フレンチトースト！　って気がつくと僕のお腹なかがぎゅるるると鳴った。


    「起きたのか？　ゆっくり寝ててよかったのに」


    　ホットパンツに黒のシャツといういつもどおりのビスコだった。つけてるエプロンはひらひらがついててちょっとかわいらしい。


    「うん、お腹なか空すいちゃって」


    「ははっ。デモン、寝ね癖ぐせついてるぞ」


    　ビスコがフライ返しを手にこっちに近寄る。反対の手で僕の髪をさっさとすいてくれるけれど、


    「ありゃ、シャワー浴びたほうがいいかもな」


    　なんて言う。


    　僕はと言えば……なんだか恥ずかしくてうつむいていた。


    　今まで意識したことなんてなかったけど、ビスコがすごく近くにいるっていうのと、僕がこっちに帰ってきてわあわあ泣いてる姿を見たから、なんていうか……も、もちろん、ビスコがただ、家族のひとりとして僕が帰ってきたのを喜んだだけってのはわかってるけど！


    「ん、どうしたデモン？」


    　僕の顔をのぞき込むビスコ。ち、近いから、顔！


    「なっ、なんでもないよっ！」


    　じとーっと冷たい目でビスコが見てくる。


    「ふーん。まー、別にいいけどさ」


    　くるっと振り返り、フライパンへと戻るビスコ。あれ……いつもなら、僕が正直に言うまで無理矢理くすぐったりされるのに。


    「なぁ、デモン。あかりは前の状態に戻ったから、アンタはあかりに自分が悪魔だってこと言えないわけだろ？」


    　そう。あかりちゃんの「扉」の能力が完全に失われるのは、あかりちゃんが成人するくらいまで待たなくちゃいけない。


    　で、それまではやっぱり、僕は悪魔の血を引いていることをあかりちゃんに言っちゃいけないのだ。


    　結局、前の状態に戻った、ってだけかも。


    「あ、うん。そうだね……それが？」


    　ビスコはコンロの火を止めた。


    「別にっ」


    「な、なに!?」


    「なんでもないよ」


    「なんか隠してるでしょ！」


    　くるりとこっちを見たビスコが、いたずらっ子のように笑う。


    「あと五年ちょいは、ここの家に住んでるあたしにアドバンテージがあるってこと、かな」


    「？」


    　あと五年……話の流れ的に、あかりちゃんとか僕らが成人するまでの話だよね。


    　僕といっしょに住んでるビスコにアドバンテージ？　なんの話？


    　そのとき玄関のチャイムが聞こえた。


    「あたし出てくる」


    　うーん、とうなっている僕の横を通り抜けて、ビスコが玄関へと向かった。


    「ごきげんよう、デモン──って、どうしてあなたが出てきますの!?」


    　聞き覚えのある退魔士エクソシストの声だった。


    　僕も追って玄関へ行くとビスコがぱたんとドアを閉じた。


    「ビスコ、今の──」


    「うん、訪問セールスだったから『間に合ってます』って断っておいた」


    　すごく自然にウソついたね!?


    　バァンッと弾はじけるようにドアが開いて、ドアノブを握っていたビスコが後ろに倒れそうになる。入ってきたのはもちろんエリスだった。


    　彼女は──白かった。うん、全体的な雰ふん囲い気きの話なんだけど。白くてピンクだ。


    　フリルのついた淡あわいピンクのワンピース。なめらかな生地はエリスが動くたびにゆるく光を反射する。肩でふっくらしてから肘ひじの腕できゅっと締まる。


    　黒い色はぴかぴかの靴くつだけで、すらりと長い脚を覆おおうニーソックスも真っ白だ。


    　なんていうか、おとぎ話に出てくるお姫様みたい。


    「デモン──あ、この服、驚きました？」


    「う、うん、ちょっとだけ」


    「ええ、こっ、婚約者の家へおじゃまするのですから『本気を出せ』と父に電話で言われまして……」


    　本気て。すごいなエリス父！


    　っていうか、エリスのお父さんまで本気で「婚約」だと思っているのか……。


    　そんなエリスが僕に冊子を差し出す。


    「わたくし、考えましたの」


    「なに、これ？」


    　開いてぱらぱらとめくってみると、ドイツ語と日本語が入り交じっている冊子だった。


    「デモン、今年のうちにドイツに行きましょう」


    「ああ、ドイツに──」


    　はい？


    「これ、ドイツ語の教材ですわ。わたくしが日本語でデモンのご両親にご挨あい拶さつし、デモンがドイツ語でわたくしの両親に挨拶する。なんだかインターナショナルですわねっ！」


    「はいぃ!?」


    「あら、日本では結婚に際して、お互いの親に挨拶などしませんの？」


    「す、するだろうけど、あの」


    「デモンならドイツ語くらい一か月もあればマスターできるでしょう？」


    「できないよ！」


    「わたくし日本語は三週間でなんとかなりましたわ」


    「それはすごいね!?」


    　エリスはいろいろ抜けてるのに語学だけはほんと才能あったんだ！


    「デモンは日本から外に出る必要なんてないよ」


    　うろたえる僕の手から、冊子がひょいと取り上げられた。


    　ビスコだった。


    　にっこり笑ってる。はい、怖いです。


    「紙ゴミは資源ゴミだったよなー。火曜日の回収だからまとめとくわ」


    「ちょっ──」


    　僕がビスコに言う前に、ちゃきっ、と金属音が鳴った。


    　それは銀色の刃。十じゆう字じ架かを逆さにしたような形の長剣。


    　そう、レーヴァテインをビスコののど元に突きつけるエリス──って、


    「レーヴァテインは僕が魔界に持って行ったはずなのに、どうしたの!?　っていうか前から疑問だったけどどっから出したの!?」


    「今朝起きたら枕まくら元もとに刺さってましたわ」


    「怖いなそれ！」


    「ロキがなんらかの方法でこちらの世界に送り込んだのでしょう」


    　やりかねない。あいつならやりかねない。


    「それとどこから剣を取り出すかは──乙女おとめの秘密ですわっ」


    　いや、アルベルトもどこからともなく取り出してる気がするけど！


    「へぇー、ここであたしとガチでバトルでもする気？」


    　ビスコの髪の毛がゆらりと数本立ち上がり、バチンバチンと青白い電流が彼女の身体からだを覆おおっていく。


    「望むところですわ。あなたを倒して、この家でデモンといっしょに暮らして将来設計をする──なんていいかもしれませんわね？」


    「なに言ってるの!?」


    　ビスコがせせら笑う。


    「アンタの料理の腕じゃあデモンがやつれて死ぬぞ」


    「い、言いましたわね!?　わかってますの？　わ、わたくし、実はデモンと──キ、キスをしたのですわ！」


    　きゃー、みたいな感じでエリスが僕の肩をどつく。痛いっ。


    「あの感じは、きっとデモンも」


    「や、実はあたしも夏にしたけど」


    「ファーストキスだったに違いない──なんですって!?」


    　一瞬でエリスの表情がぐわぁっと変わった。


    　それはなんていうか、咲き誇っていたバラの花が三秒ほどでしおれたみたいで。


    　その直後ナマハゲとか般はん若にやとかそういうアレになった感じで。


    「ウソ、でしょう……デモン……？」


    「あ、え？　いや、その、あの」


    　なに、なんだこれ、一言答えを間違ったら問答無用で斬きり捨てられそうですよ!?


    　ビスコがにやりと笑う。


    「つまり初めてはあたしってことか」


    　厳密に言えば──事故かもしれないけど、あかりちゃんなのかな？　一瞬、触れ合っただけなんだけど。カルラのスゴロクやったときにね、学校で。


    「いや、それも違っ──」


    　とかね、うん、馬鹿正直に言わなければよかった。


    　だってビスコの身体からだ全体から殺気が立ちのぼったからね！


    「デモン……どーいうこと？」


    「どうやらわたくしとデモンはいろいろとお話ししなければならないみたいですわね」


    「え、え、えええええっ!?」


    　じりじりと、狭い玄関でふたりに迫られる僕。


    　そこへチャイムの音。


    「ひ、人が来たよ、ほら──はい、どなたでしょうか！」


    　僕が声を上げると、ドアの向こうから声が聞こえた。


    「デモンくんっ、こんにちは」


    　あかりちゃんだ。


    　来たこれ救世主！


    「もしや……あかりが初めてなのか？」


    　ビスコの勘の鋭さが怖い！


    「あ、開いてます、入って、入って！」


    「ごめんなさい、ちょっと両手がふさがっちゃってて……」


    「え？」


    　僕があわててドアを開くと、あかりちゃんは両手で大皿を持っていた。


    　そこに載っていたのは、色とりどりの料理だ。揚あげたばかりのエビフライに、唐から揚あげからはいいにおいが立ちのぼってる。ホウレン草を混ぜ込んだこれはキッシュってやつだろうか。小さい器うつわにはマカロニサラダ。それにレタスにニンジンなど野菜もたっぷり。


    「これ、どうしたの？」


    「えへへへ。大変な事故だったけどみんな無事だし、デモンくんたちと食べておいでってお母さんといっしょに作ったの！」


    　唐揚げのにおいが鼻に吸い込まれたとき、僕のお腹なかがぎゅるるるるっと大きく鳴った。そうだ、僕ずいぶんお腹が空いてたんだ。


    　お腹が鳴って恥ずかしかったけれど、あかりちゃんは喜んでくれた。


    「ビスコちゃんにエリスちゃんも、いっしょに食べよう！」


    「カルラも食べるです！」


    　そこへ、いつからいたのかカルラが飛び込んできた。


    　うん、僕同様パジャマ姿だ。カルラの場合はパジャマっていうか巨大な猫の着ぐるみみたいなのなんだけど。


    　エリスとビスコが視線を交わす。


    「あたし──じゃなかった、私もなにか作ります！　フレンチトースト作ってたんですけど、デモンのぶんしかなかったから」


    「あら、それではわたくしもなにか作りますわ！」


    　エリスは止やめて！


    　と、以前の惨さん状じようを思い出して僕は言いかけたけれど、ええ、はい、あの、エリスさん、僕をにらみつけないでくださいね？　一応ここ、僕の家なんですけど……とてもとてもそんなこと言い出せる雰ふん囲い気きではありませんよね？


    



    



    　それから僕らは、うちのテーブルを囲んでランチパーティーになった。


    　ビスコが人数分のフレンチトーストを作ると、エリスが目玉焼きを完全に炭化させ（つまり真っ黒焦こげにし）た。あかりちゃんがフルーツを切って、ビスコはベーコンとアスパラを炒いためたりスクランブルエッグを作ったり。エリスはしおしおとしょんぼりしながらアイスクリームやらポテチやらを盛りつけた。


    　僕とカルラは食べる一方だった。ビスコの料理は相変わらずおいしいんだけど、あかりちゃんの料理もおいしい。うちとは味付けが違って全体的に薄味で、いい食材を使ってるんだろうなーってわかるくらいにエビフライがぷりぷりしてた。


    　ビスコはにやにやしてエリスをからかって、あかりちゃんがニコニコして、カルラが空気読まないこと言って──。


    　なんだかこれって。


    　ほんとうのほんとうに。


    　元の生活に戻ったんだなぁーって感じだった。


    「あのねっ、みんなそろったから言うんだけど……映画を撮りたいの！」


    　食べ始めてちょっとして、あかりちゃんが言った。


    「映画部らしい活動ですね」


    　にっこりとビスコが、完かん璧ぺきによそ行きの声で言った。その横ではエリスが、「料理下べ手た」というコンプレックスに打ちのめされてぐったりしている。


    「映画って、どんな映画撮るですか？」


    　カルラはようやく料理を食べる手を止めてそう言った。と思ったら、あかりちゃんに言いながらエビフライを口に運びつつ僕が取ろうとした唐から揚あげを寸前でひらりと奪ってる。って、それ今僕が食べようとしたやつ！


    「うんっ、悪魔と退魔士エクソシストが協力して、ひとりの女の子を救うお話なの！」


    　ビシィッ、と空気が凍りついた。


    　僕らはもちろん、カルラですら口に突っ込んだエビフライを嚙かむのを忘れてフライの尻尾しっぽが口から飛び出している。


    　お、お、落ち着け、僕。


    　あかりちゃんは僕らがなにをしていたかなんて知らないはずだ。「ダイブ」のおかげでイフリートの記憶は消えてるみたいだし、実際にあかりちゃんは「扉」を開く能力に目覚めていないじゃないか。


    「どどどどうしてまたそんな話に？」


    　ヤバイ、嚙みまくった。


    「あのね、爆発事故があった日に私、学校で気絶してたでしょ？　そのときに夢を見てたの。それは……笑わないでね？　悪魔と退魔士エクソシストが協力して、世界を滅ほろぼそうとする巨大な蛇へびと戦う夢だったの」


    　笑えねえええええ！


    「変な夢なんだけどねっ」


    　ほぼ現実ですけどね!?


    「でもね、退魔士エクソシストと悪魔ってふだんは敵同士でしょ？　敵同士のはずのふたりが協力する姿に……夢なんだけど、私なんだか感動しちゃって」


    　あかりちゃんは胸の前で両手を合わせて、うっとりと瞳ひとみを閉じる。


    　その横ではじろじろとお互いを警戒し合う退魔士エクソシストと悪魔。はい、敵同士です。


    「この映画はすてきなものになると思うの！　お願い、みんな協力してくれないかなあ？」


    　僕らは、「どうする？」「変に反対するのもおかしいよな」「危険がありますわ」「なんとかなるんじゃないですか？」なんていう意見を視線だけで交わした。


    「お願い！」


    　結局、あかりちゃんの熱意に押し切られ、


    「うん……わかった」


    　僕らは承しよう諾だくした。


    「それで、配役は決まってますの？」


    　エリスがたずねると、


    「うんっ。シナリオはまだなんだけどね、退魔士エクソシストと悪魔だから……エリスちゃんとビスコちゃんに演じて欲しいな、って」


    　うわあ、適役！


    「わ、わたくしが退魔士エクソシストなのは当然として、サキュ──この人が悪魔というのは」


    「ううん、そうじゃないの。ビスコちゃんには退魔士エクソシスト役をしてもらいたいな、って」


    「えええええ!?」


    　エリスが叫んだ。


    　そう言えば、最初の映画だとそんな設定だったっけ？


    「それで、エリスちゃんには悪魔をお願いしたくて」


    　エリスが悪魔！


    　なかなか斬ざん新しんな設定が来た！


    「あのね、だって、エリスちゃんみたいにきれいな女の子が悪魔役だと、すっごく映はえると思うの。悪魔って現実離れしてるし、実際いるわけもない、っていうものだけど」


    　いや、実際いるんですけど。この部屋にも二名と半分。


    「エリスちゃんなら現実離れしたかわいらしさとかがぴったりなんじゃないかなって」


    「う、で、でも……」


    「それにビスコちゃんはかっこいいし、私の中でビスコちゃんは『正義の味方』なの」


    「正義の味方ぁ!?　あたし──わ、私が!?」


    　ビスコが「正義の味方」って……ぷっ、ありえないありえない。


    「ってぇ!?」


    　と思ってたらテーブルの下でビスコに足を蹴けっ飛ばされた。


    「ほんとうなの。男の子にいじめられてた女の子もビスコちゃんが助けてくれたことがあるって聞いたよ」


    「うぐっ、そ、それはその……」


    　ビスコ、そんなことやってたのか。意外な一面。まぁ助けたって言っても実際は、その男子がムカついたとかそういう理由なのかもしれないけど。


    「カルラは！　カルラはなにをやるですか？」


    「ちゃんとカルラちゃんの役も考えてるよ～。ふふふ、カルラちゃんは救われる女の子役なのですっ」


    　あかりちゃんが答えると、


    「無理」


    「無理ですわ」


    「あり得ない」


    　僕とエリスとビスコが一いつ斉せいに否定する。


    「どうしてですか!?　カルラはお姫様役にぴったりですけど！」


    「無理」


    「無理ですわ」


    「あり得ない」


    「同じセリフを!?」


    　結局、救われる女の子はほとんど画面に出てこないらしく、その役はあかりちゃんがやることになった。監督兼出演者ってわけで。


    　それから僕らはいつ撮りに行くかとか、どこで撮るかとかいろいろ考え、話し合った。


    　ああ、うん、僕はカメラマンになった。あかりちゃんが撮ると、また本物の悪魔が映っちゃうからね！


    



    　　　　　　３


    



    　映画の長さは三十分程度なのに、撮影には実に──二か月もかかった。


    　ちゃんと映画を撮るのってこんなに大変なんだって思うことの連続だったよ。


    　途中で曇くもり始めると撮影は一度中断だし、雨のシーンを撮るには雨を待たなくちゃいけない（僕らに人工的に雨を降らせるなんてできっこないからね）。


    　とにかく、時間がかかった。


    　だけど、


    「カット！」


    　あかりちゃんの声が響いて、僕はビデオカメラから顔を上げた。


    　映っていたのはあかりちゃん──映画の最後のシーン、助けてもらった少女が悪魔と退魔士エクソシストに感謝してからひとりで長いセリフを話すところ。


    　最初から順に撮影していって、ついにここまで来た。


    　最後のシーン。


    　そう、もう少しで撮影は全部終わる。


    　その撮影場所はなんと、僕の家だった。


    　カルラが改造した父さんの書しよ斎さい（トマト畑になっていた）をまた改造して、今じゃ本棚が壁一面を覆おおっている古めかしい書斎だ。


    「う～ん、なんだか変だねえ」


    　今撮影した内容を見て、あかりちゃんが首をひねる。その姿は紺こん色の修道服で、まさに「シスター」っていう感じだ。


    「あかりちゃん、もう一度撮る？」


    「うん、お願いできるかなっ」


    　時刻は夜中の一時を回っているだろう。


    　ここ数日、夜になるとかなり冷える。カメラに映らない部屋の隅では、毛布にくるまってエリスとビスコが並んで寝ていた。


    　退魔士エクソシストのビスコに、悪魔のエリス。


    　もう完全にミスマッチだと思っていたけれど、演技はふたりともやたら上手じようずだった。まあ、相変わらず仲は悪いんだけどね。


    　カルラは、リビングのソファで眠りこけているのをさっき見つけて、毛布をかけておいた。きっと朝まで寝てるんだろうな。


    「シーン六十五、テイクツー……用意」


    　僕が言ってから、あかりちゃんが演技を始める。


    　光を落とした書斎は、まるで映画に出てきそうなほど雰ふん囲い気きが出てて──って雰囲気出てなくちゃいけないんだけどね。


    　ロウソクを手にしたあかりちゃんは、修道服が似合っていた。あかりちゃんが着るとものすごく清潔感がある、っていうか……。


    「カット！」


    　監督でもあるあかりちゃんは、自分で「カット」を言った。僕はカメラの録画モードを解除する。


    「どう？」


    「うーん……」


    　あかりちゃんは自分の演技に不満そうだ。


    「ごめんなさい。デモンくんも眠いよね？」


    「ううん、今日中に撮り終えちゃおうよ。なにが悪いんだろ？」


    「思いがこもってないのかな……」


    　あかりちゃんが腕を組んで、かわいらしい眉まゆ根ねを寄せて「うーん」ってうなっている。


    「そうだ、デモンくんにも協力してもらっていい？」


    「なにを？」


    「カメラは固定で大丈夫だよね。そうしたら、私の視線の先に立っていて欲しいの。誰かが立っているほうがいいかなって」


    「うん、それくらいなら大丈夫だよ」


    　そして僕らの「テイクスリー」が始まった。


    　僕は録画をスタートさせてから、あかりちゃんの前に立つ。もちろんカメラからは映らない位置だ。


    　あかりちゃんが口を開いた。


    「あのとき私を救ってくださったのは……あなただったんですね」


    　映画の内容は、巨大な悪魔に苦しめられている村があり、その生いけ贄にえになりそうな少女（あかりちゃん）がいた。その少女に恋をした退魔士エクソシストと悪魔がいて、ふたりは本来敵対していたけれど、このときばかりは力を合わせて倒す……というものだ。


    　この話のポイントは、肝心の悪魔討とう伐ばつシーンがあやふやなのだ。退魔士エクソシストも悪魔も、自分が倒したと主張している。


    　少女だけが真実を知っている。


    「私はあなたが、あの巨大な蛇へびを倒してくださると信じていました」


    　あかりちゃんが僕を見つめる。


    　うるんだような瞳ひとみにはロウソクの光が映っていた。


    　僕に言われているわけじゃないのに、なんだかドキドキする。


    「思えばずっとあなたは、私の側そばにいてくれました」


    　え？


    　そんなの、セリフになかったはずだ。アドリブ？


    「私が泣いたときは私の代わりに怒ってくれ、私が恐怖を感じてもあなたは私の手を握ってくれ、美しいものをふたりで分かち合った……憶おぼえていますか？　いっしょに見つめた花火を」


    　僕の胸が、どくんっと高鳴った。


    　憶えている。憶えているに決まってる。あかりちゃんとふたりで見た花火。それは小さいころに一度、そして今年の夏、誰もいない神社でふたりで見た──。


    「あなたは私を何度も救ってくれました。命を懸かけてまで私を救ってくれました。私には勇気がありませんでしたけれど、今なら言えると思います」


    　あかりちゃんの瞳が僕をとらえて離さない。


    　これって、あかりちゃんが演技を通して僕になにかを伝えようとしている……？


    「私は」


    　僕もまた、あかりちゃんだけを見ていて。


    「あなたのことを」


    　あかりちゃんが、いまだかつて見たことがないほどの優しい笑顔を見せた。


    「ずっとずっと昔から……」


    「ぶおあっ!?」


    　そのセリフを遮さえぎったのは──誰あろう僕だ。


    「デモンくん!?」


    　っていうか、ぶつかった！　なんか重いものが僕の頭にぶつかった！


    　よろめいた僕が頭を押さえて床を見ると、分厚い本が一冊落ちていた。


    「あ、悪い、ハエが飛んでた」


    　投げた犯人はビスコだ。


    「ビスコ!?　いつ起きたの!?」


    「つい今ほどですわ。台本にないセリフが聞こえてきたもので」


    　エリスとビスコがもぞもぞと立ち上がる。


    「あの、今のは……って、あかりちゃん？」


    　あかりちゃんは開いた台本に顔を埋うめていた。え、ちょっと、あかりちゃん、顔が真っ赤なんだけど！　やっぱり今のは、あの、その、


    「ちょ、ちょっと休憩にしますっ！」


    「あかりちゃん!?」


    　あかりちゃんが廊下へと駈かけ出していく。


    「ふー、油断も隙すきもない……」


    　ビスコはどうして一仕事終えたような感じなの!?


    「やはりわたくしがこの家に住むしか……」


    　エリスはなにを企たくらんでるの!?


    「さっき……なんて言おうとしてくれてたのかな」


    　あかりちゃんが言おうとしていた言葉。あの続きは……って考えるとなんだかもやもやもやもやしちゃうよ！　ああ、もう！


    



    



    　ともあれ──。


    　この日、僕らはすべてのシーンを撮影し終わった。いわゆるクランクアップってやつ。


    　カルラに前々から言われて用意しておいた三つの花束。出演した三人の女の子に僕が渡すとみんな喜んでくれた。


    「うっ、うぅ～……デモンくんっ……」


    　あかりちゃんは感極まって目がうるうるして、


    「部屋に飾りますわ！　そのあとドライフラワーにしますの」


    　エリスはそんなふうに言ってくれて、


    「デモンがあたしに花をくれたのなんて初めてだよな……」


    　ビスコは小さい声で呆あきれながらも（事実そのとおりすぎて僕はなにも言えないんだけど）、


    「ありがとな」


    　って照れくさそうに言った。


    　年明けに、学生対象の映画コンクールに出品しようと僕らは決めていた。


    　来年は中学三年で、僕たちは受験生になる。だから今のうちにできることをしたかった。


    　そのコンクールに出品した結果は──ほんと、意外なものだった。
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    「デモン、ちょっとちょっと、ネクタイ曲がってるわ」


    「え、また!?　どうせ五ミリとかそれくらいでしょ!?」


    「正解は二ミリよ。動かないで」


    　僕は母さんの言うままに突っ立っていた。そこは県内でも指折りの大きなホール、その楽屋なんかがある関係者しか通れない廊下。


    　父さんも母さんも、昨日、日本に帰ってきたばかりだった。


    「じゃ、行ってくるから」


    　制服のネクタイを確認して僕が立ち去ろうとすると、


    「デモン」


    　母さんが言った。


    「あなた……なんだか雰ふん囲い気き変わったわね。好きな子でもできた？」


    「んなっ!?」


    　不意打ちに言葉を失う僕に、


    「女の趣味がいいか悪いかで、俺の息子かどうかわかるな」


    　父さんがどうでもいいことを言って母さんに殴なぐられていた。


    「もう、ふたりとも、観客席でケンカとかしないでよ！」


    　僕は小走りに廊下を進んだ。


    　今日は、僕らの作った映画「Ｅｘｏｒｓｉｓｔｅｒエクソシスタ」がこの大ホールで上映されるという日なのだ！　びっくり。ほんと。今でも信じられない。


    　ちなみにタイトルの意味は、「退たい魔まと修道女」とか、そんな意味だ。悪魔を祓はらうことでとらわれの修道女シスターであるあかりちゃんを救うってこと。「悪魔」の文字が入ってないとビスコがごねていたっけ。


    　実はこの映画、コンクールではもろに落選した。


    　なんせ、コンクールの対象が高校生と大学生だったからね！　でも、選外ではあったんだけど映画の内容を見てくれた審査員の人がお奨すすめしてくれて、「特別上映」ってことで、ほかの受賞作品といっしょに上映されることになったんだ。


    「お待たせ！」


    　僕がたどりついたのは、四人の女の子が待っている場所で。


    「遅いですよ」


    　真っ先に頰ほおをふくらませたカルラが言った。


    「お義と父う様とお義か母あ様とはわたくしもゆっくりお話ししたいですわ」


    　なんだかエリスがちょっと気になる発言をした。


    「さ、行きましょうデモン」


    　ビスコが僕の右腕にそっと手を通す──ってビスコさん!?


    　シュバッ、と音が鳴った。エリスの手刀が振り下ろされ、空気を切り裂さいた音だった。


    　間かん一いつ髪ぱつ腕を引いていたビスコの目が紅あかくなる。


    「ちょ、ちょっと、こんなところで止やめてっ」


    　小声で僕はたしなめたけれど、最近このふたりはこんな感じだった。一触即発というか、なんだかどんどん仲が悪くなっていく……。


    　しかもより悪いことに、ケンカをするのは大体うちなのだ。


    　エリスはほぼ毎日うちに来ておしゃべりしたりいっしょに勉強したりして帰っていく。ということはビスコと鉢はち合あわせになる機会も多いから、衝突するのも多くなる、と。


    「あれ……あかりちゃん？」


    　あかりちゃんは視線を前に向けていた。


    　その先にはステージがある。僕らはちょうど舞ぶ台たい袖そでにいて、ステージを横から見ることができるのだ。


    「は、始まるっ、始まるよっ……！」


    　あかりちゃんが珍しくがちがちに緊張している。映画がみんなに観られるっていうのがうれしい反面、やっぱりすごく緊張するんだろう。


    「大丈夫だよ」


    　僕が言うと、


    「そうですわ、作品はもうあるのですからどーんと構えていればいいのです」


    　エリスが賛成し、


    「あたし──私が主役ですからこの映画は成功も同然ですよ」


    　ビスコが混ぜっ返すと、


    「主役はわたくしでは？」


    「もうそういうケンカはどっちでもいいです」


    　なんだかカルラに仲ちゅう裁さいされるというエリスとビスコ。


    「主役は小道具ですから」


    　そういう意味かよ。


    「じゃ……名な残ごり惜しいけど、カルラは行くです」


    　僕らは上映後にステージに上がって挨あい拶さつをする。舞台挨拶というよりインタビューみたいなものだ。だからここでスタンバイしている。


    　ただステージに上がるのは四人までにしてくれ、と主催者に言われていた。僕とカルラが客席で見てるよと言ったらあかりちゃんが、


    「デ、デモンくんが、いてくれないと、き、緊張しちゃう！」


    　と言って、カメラマンの僕までステージに上がることに。


    「カルラちゃん」


    　すごすご客席に行こうとしているカルラにあかりちゃんが声をかける。


    「ありがとう……カルラちゃん。それにみんな。ほんとうにありがとう。み、みんなが、いてくれたから、ここまで……」


    「あ、あかりちゃん、泣くのは早いって」


    　僕が言うと、あかりちゃんは泣き笑いしてうなずいた。


    　そこへアナウンスが聞こえてきた。間もなく上映が始まるということで、客席が暗くなっていく。


    「おお、早く行かないと始まっちゃうです！　それじゃです！」


    　カルラが小走りに去っていく。客席から大スクリーンで観られるっていうのもなんかうらやましいかも。


    　そして映画が始まった。


    　中学生にしては本格的な映像なんじゃないかと思う。編集はプロにアドバイスしてもらったし、実はエキストラに本物の悪魔と退魔士エクソシストに出てもらってるからね。


    　妖よう艶えんな悪魔であるエリスが現れると、客席からどよめきが聞こえた。僕も驚くくらいエリスはきれいで、それでいてかわいらしさがあった。


    　退魔士エクソシストのビスコが登場すると、見に来ているうちの中学校の女子生徒の間から「きゃー」なんて声が上がった。ビスコの退魔士エクソシストはすっごく凜り々りしくて、かっこよかった。実は後輩女子からビスコは人気があるらしい。わかる気がする……。


    　そしてシスターのあかりちゃん。あかりちゃんの演技はダントツで上う手まかった。あかりちゃん、将来女優になっちゃったりして……そうなると遠い存在になっちゃう！　スカウトなんか来ませんように！


    　こんなにかわいい女の子が三人も出ているんだから、それだけでこの映画には価値があるんじゃないかとか思うよ。


    　母さんは、僕に好きな子ができたとか言ってたけど──それは当たっているような、外れているような。


    　それにロキも言ってたよな。三人から選べ、それが僕のやり残したこと、って。


    「ほら見て、デモン。みんなわたくしの演技にうっとりしていますわ」


    　自信たっぷりだけどいろんなことでへこんで、そのたびにかわいい素顔を見せるエリス。


    「もうちょっとうまくできたような……デモン、どう思う？」


    　怒りっぽくて怖いけど、頼りになるし実はとっても優しいビスコ。


    「み、みんな観てくれてる、観てくれてるよっ、デモンくん」


    　僕の幼なじみで、今までずっといっしょに過ごしてきたあかりちゃん。


    　うん、あのー。


    　あのさ、みんな、さ。


    　みんなかわいすぎるよね!?


    　だから僕が、好きな子は…………………………あああああ、もうっ、僕の優柔不断！　違う、僕が悪いんじゃないよ！　誰かひとりだけを好きになれなんて無理なんだ！　僕はあかりちゃんのことがずっと好きだったのに、それなのに、どうしてビスコもエリスもこんなにかわいくなっちゃったんだ!?


    



    



    　やがて映画の上映が終わり、今まで聞いたこともないような大きな拍手を身体からだ中じゆうに浴びながらステージに出て行くそのときまで──僕は映画じゃなくて、すぐそばでスクリーンを見つめる三人の女の子のことを、ずっと考えていたのだった。


    



    



    
      『えくそしすた！』　完

    

  


  
    　　あとがき


    



    『えくそしすた！』のあとがきを書くのも最後、と思うと寂しいですね。全六巻。私の小説では最長です。語るべきはすべて物語に記しましたので、今回は謝辞を中心に。


    『えくそしすた！』はイラストレーターの水みず沢さわ深み森もり先生を抜きに語れません。素敵なイラストはもちろんですが、執筆は孤独な作業であり、深夜のファミレスや早朝の喫茶店で、頭を抱かかえ、執筆に苦しんでいたことも多々ありました。そんなときには水沢先生のイラストを見て、キャラクターたちに話しかけるのです。すると話が面白いように進むのです。私もまた読者の皆様と同じように、水沢先生のイラストを心待ちにしていました。


    　担当編集の☆様。スタート時は気苦労が多かったことと思います。私にとって一番の幸運は、作品の完成度を高めるのに担当さんが努力を惜しまれなかったことです。


    　そして読者の皆様。「えくそしすた！」を読んでいるとおっしゃる方は心の温かな方が多く、皆様の声援にほんとうに励まされました。皆様はどのキャラクターが一番好きで、物語を読んでいたのでしょう？　私は実は……おっと、紙幅がありません。皆様にとってこのシリーズが、いっときの清涼剤であり、落ち込んだときの喜びであり、わくわくしながら最後まで読める作品であったなら、それこそ私にとって最大の幸せです。


    
      三　上　康　明　
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    三上康明


    Yasuaki Mikami


    



    神奈川生まれのライトノベル作家。神奈川の名産を聞かれて思わず「シュウマイ」と答えてしまう。
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